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宮原徹の新
連
載
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OSCは全国で開催中

　皆さん、こんにちは。宮原徹です。

今月号から毎月、私がオープンソー

スカンファレンス（OSC）で全国を飛

び回っている様子を中心に、オープ

ンソースに関連したトピックやIT業

界の動向、エンジニア論などをお話

していきたいと思います。

　OSCとは、日本全国で開催されて

いる「オープンソースの文化祭」とい

う感じのイベントです。SD読者の

中にも、参加したことがあるという

方は実は多いのではないかと思って

います。

　2004年9月に第1回を東京で開

催したあと、北は北海道から、南は

沖縄まで、11年で120回以上開催

されてきています。だいたい1ヵ月

に1回開催されていることになりま

すが、ここ最近は、多いと月2回開

催されています。これまで開催した

地域を日本地図で見てみると、図1

のようになります。

OSCの変形版、 
OSunCも開催

　また、OSCの変形版である「オー

プンソースアンカファレンス

（OSunC）」も以下の地域で開催され

ています。

・川越（埼玉県）

・鹿児島

　OSunCは、事前に発表者を決め

ず、当日参加者から発表者を募る形

式です。懇親会を兼ねて食べ物、飲

み物を楽しみつつ発表を聞く、とい

うスタイルで開催されるので、和や

かな雰囲気で開催されているのも特

徴でしょう。開催日時とプロジェク

ターの使える場所を決めるだけでよ

いので、今後はOSCが開催されて

いない地域でもOSunCを開催して

いきたいと考えています。

なぜOSCを開催するのか

　OSCは学校行事の「文化祭」をイ

メージしてスタートしました。第1

回の開催は日本電子専門学校の校舎

をお借りしていましたし、それ以後

もできるだけ大学、専門学校をお借

りして開催するようにしています。

　OSCではセミナーとブース展示の

2つが柱になっていますが、とくに

力を入れているのがブース展示です。

OSSコミュニティ、協賛企業のみな

さんが思い思いにブース（150〜

180センチ幅の机）でデモやパネル

などを展示します。小規模な開催で

も20、東京や京都などの大規模開

催では100以上のブースが並びま

す。その様子を「コミケっぽい」と評

する人もいます。ブース展示は、文

化祭でいえばクラスや部活、サーク

ルなどの発表に相当すると考えても

らうとよいでしょう。

　ブース展示では、来場者と出展者

全国で開催されるOSCとOSunC第1回
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 ▼図1　OSCの開催地

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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全国で開催されるOSCとOSunC第1回

の間で直接顔を見ながらの双方向コ

ミュニケーションが発生しますから、

双方にとって満足が得やすいという

メリットがあります。また、効果的

な展示を行うために出展者はパネル

や看板、テーブルクロスを作ったり、

ノベルティグッズを作って配ったり

とさまざまな工夫をする必要が出て

くるので、出展を重ねるごとにブー

スの展示内容が進化していくのもお

もしろいところです。

　このように、OSCはセミナーなど

による来場者に対しての情報発信だ

けでなく、どのようにしたら自分た

ちのOSSのよさが伝わるかを考え

て、そして実践する、出展者にとっ

ての「学びの場」でもあるというのが

私の考えです。もともと、私が日本

オラクルという会社で製品マーケ

ティングにかかわってきた経験やノ

ウハウをOSSコミュニティ全体に還

元できないか？というのがOSC開

催を始めたきっかけでもあります。

10年以上経って、学びの場として

のOSCは徐々に機能しつつあるよ

うに感じています。

OSCはみんなで作るもの

　OSCは、通常の商業イベントと異

なり、私の会社であるびぎねっとが

事務局となって準備などの作業を

行っていますが、事前の企画や当日

の運営などには各開催地域の人々、

とくに学生スタッフのみなさんの協

力に負うところが多いのも特徴です。

　スタッフの役割には、受付などの

人と接する作業もあれば、セミナー

やブース展示などが円滑に進むよう

準備や運営を行う作業などさまざま

なものがあります。また、手が空い

ている時間にはセミナーやブース展

示を見て廻ることもできますし、い

ろいろな経験ができるという意味で

スタッフ参加は実はお得だったりし

ます。各開催では常にスタッフを募

集していますので、興味のある方は

ぜひ応募してください。

懇親会、そして家に帰る
までがOSCです

　OSCは全国各地で開催されている

こともあり、ちょっとした旅気分で

各地のOSCに出展する人たちがた

くさんいます。そのときの楽しみと

して、地元の人たちとの交流、美味

しいものを食べたり飲んだり、そし

てちょっと観光をして帰る、なんて

いうこともあります。とくに前夜祭

や終了後の懇親会への参加は知り合

いを増やすチャンスでもありますの

で、OSCに参加するときは可能な限

り懇親会まで参加してほしいと思っ

ています。

　OSCはとくに学生のみなさんを優

遇するようにしているので、学生は

懇親会参加費が安くなっています。

社会人の参加者にアレコレと聞いて

みてください（ときには就職活動に

有利だったりもするようです）。

全国各地のOSCの楽しさ
をお伝えしていきます

　次回からは、全国各地で開催され

るOSCの様子をみなさんにお届け

して、その楽しさを少しでもお伝え

できればと思っています。ですが、

OSCの本当の楽しさは参加しても

らって初めて伝わるかと思っていま

す。2016年は夏ごろまでの開催日

程が決まっていますので、近くで開

催の際にはぜひご参加ください。ま

たWebサイト（http://ospn.jp）で

も随時情報を発信していますので、

確認してみてください。｢

2016年の開催スケジュール（確定分）
　1月23日 浜名湖（浜松）
　1月29日 大阪
　2月26・27日 東京
　4月24日　OSunC川越
　5月28日 名古屋
　6月17・18日 北海道
　7月2日 沖縄

全国各地の特色を活かした懇親会

　「OSCは懇親会からが本番」というぐらい懇親会には力を入れ
ています。過去の懇親会で印象深いものを紹介します。
　北海道といえばジンギスカン。有名なサッポロビール園で圧
巻の150名以上の参加者を集めて開催されました。ひたすらジ
ンギスカンを食べ、ビールを飲む、北海道らしい懇親会です。沖
縄では会場の目の前にあるビーチでビーチパーティーです。海
に沈む夕陽を見ながらのBBQで沖縄の夏を満喫しました（写真）。
　今後も、全国各地の特色のある懇親会を紹介していきます。
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OSCは土曜日開催が 
基本です

　オープンソースカンファレンス
（以下OSC）は全国各地で開催して
いますが、通常の開催ではオープ
ンソースのビジネスを行っている
企業と、ボランタリーに活動して
いるいわゆるコミュニティが一緒
になって展示やセミナーを行って
います。
　東京や京都といった規模の大き
な開催では金曜土曜と2日間の開
催ですが、ほとんどは1日開催で
す。これは、参加対象となるエン
ジニアのみなさんが平日に仕事を
抜け出して、あるいは有休を取得
して参加するのが難しいという事
情を鑑みてのことです。
　そのため、出展している企業の
みなさんには休日出勤をしていた
だいていることになり、人員のア
サインなどにご苦労をおかけして

いることになり申しわけないです。
　また、「子供の行事と重なって
……」という理由で参加いただけな
いこともあり、なかなか開催日程
を決めるのも難しいなあといつも
感じています。今のところは最大
公約数としての土曜日開催（あるい
は祝日開催）というのが定着してい
ます。

ビジネスのための 
OSC.Enterprise

　一方で、「ちゃんとビジネスとし
て平日参加できるよ、むしろ土曜
日に参加するのは難しいよ」という
声も一定数あります。このような
ご要望にお応えするため、ビジネ
ス中心、企業中心での開催となる
「OSC.Enterprise」を別シリーズと
して東京と大阪で開催しています。
東京は2015年12月9日（水）、大阪
は2016年1月29日（金）に開催さ
れました。

　ビジネス向け開催というだけ
あって出展するのはほとんどが企
業ですが、LibreOfficeやCMSな
ど、多少ビジネス色があるコミュ
ニティも出展しています。それで
も、全体的な雰囲気は文化祭のよ
うな普段のOSCに比べると、スー
ツ着用率も上がりますし、いわゆ
るビジネスイベントに近いものに
なります（写真1、2）。これはこれ
で、オープンソースが着実にビジ
ネスで利用されるようになってい
るということを見える化するため
には大事なことだと思っています。
　平日に開催するだけでなく、会
場選びも少しビジネス寄りにして
います。東京は渋谷駅から徒歩数
分の貸しホール会議室、大阪もJR

大阪駅と空中歩道でつながったビ
ル内の貸し会議室と、便のよい場
所を選んでいます。普段の開催が
大学や専門学校、公共施設などを
利用しているのに比べると、来場

一般向け／ビジネス向けのOSC第2回

 ▼写真1　 OSC.Enterprise大阪。ビジネス向けなので
スーツ多めです

 ▼写真2　 懇親会はなかったので打ち上げに串揚げです。
ソース二度付け禁止

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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一般向け／ビジネス向けのOSC第2回

しやすさは格段に上がります。
　普段の開催も交通の便のよいと
ころにしたいのはやまやまですが、
OSCは広い展示スペースとたくさ
んのセミナー会場が必要になるた
め、そのような場所は学校の校舎
などでないと見つけられないのと、
もし条件に合う会場があったとし
ても利用料が高過ぎるという悩ま
しい問題があります。
　来場者アンケートに「会場が遠
い」と書かれることも多いのです
が、そういう事情があるのです。
とくに都心部での開催は一度早稲
田大学の校舎をお借りして開催し
たのですが、やはりスペースが不
足して廊下を歩くことすらできな
いという状態でした。どこかよい
会場があれば、教えてもらえると
うれしいです。

OSC浜名湖は会場の 
一体感が魅力

　一方で、コミュニティ中心の開
催となる小規模な開催も独自の魅

力があります。2016年1

月23日（土）に開催され
たOSC浜名湖は、浜松
市市民協働センターとい
う公共施設のギャラリー
スペースを借りて開催さ
れました。ギャラリーと
いうだけあって、仕切り
のない広いスペースで
す。そこにスクリーンと
プロジェクター、客席を
セミナースペースとして
配置し、それをL字に囲むように
展示スペースとして机を配置しま
す。間に遮るものがありませんの
で、展示スペースにいる人もセミ
ナーの様子を見聞きできます。通
常の開催ではセミナー会場は別で
すから、セミナー開催中は展示ス
ペースがガラーンとしてしまうこ
とがほとんどですが、このような
一体化した会場だと常に賑やかな
感じになります（写真3）。
　もちろん、セミナー中に展示ス
ペースでの話し声や、ときには笑

い声なども聞こえてきてしまうの
は難点ですが、セミナーも1つだ
け、参加者も100名程度の開催規
模であれば深刻な問題にはならな
いで済んでいるようです。
　同じようなスタイルで昨年は新
潟でも開催しましたし、今後未開
催地域での開催はこの展示セミ
ナー一体型のスタイルか、OSunC

としてもっとカジュアルに開催す
るかのいずれかの方法で全国展開
していけそうです。s

 ▲OSC浜名湖懇親会。参加者が多過ぎてギューギュー詰めです
 ▲OSC浜名湖前夜祭。マインシュロスのビー
ルで乾杯！　浜松の杉本さんと

 ▲写真3　 2015年ゆるキャラグランプリで優勝
した「出世大名家康くん」も来場

前夜祭から懇親会まで 
　大盛り上がりの浜松

　「浜松といえばマインシュロス」というぐらい、地ビー
ルが美味しい店があります。今回はOSC当日が貸
し切り営業だったため、有志で前夜祭を開催しまし
た。ドイツスタイルのビールや店内で大盛り上がり
でしたが、本番は翌日なのでほどほどでお開き。

　OSC浜名湖開催後の懇親会は、30名席に38名を
詰め込み身動きが取れないぐらい盛況でしたが、全
国の地酒が飲み放題という素敵な店でした。静岡の
地酒を飲み比べたり、東北地方の地酒を飲み比べた
り。その後、2次会、3次会と、浜松の夜は更けて
いくのでした。
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最大規模のOSC東京春
開催

　2016 年 2 月 26 日（金）・27 日

（土）の2日間、明星大学で開催され

たOSC東京春は、2日間で1,550名

（650名＋900名）もの参加者が集ま

りました（写真1）。

　開催期間中は人の出入りが見渡せ

る受付にいますが、久しぶりに会う

人、わざわざ遠方から出張と合わせ

て足を運んでくれる人（OSC東京に

合わせて東京出張の人が多い！）と

会話するのも楽しみの1つです。さ

らに、いろいろなお土産やお酒の差

し入れも多く、どんどん酒瓶が増え

ていきます。

懇親会も大規模です
　OSC東京の半分は懇親会でできて

いると思えるぐらい、200名近くが

参加する一大イベントです。今回は

事務局を受け持っているびぎねっと

（筆者の会社）15周年記念の感謝パー

ティーを兼ねるということもあり、

飲み物は発泡酒からビールに格上げ

して思う存分飲んでもらいました。

さらに有志からお祝いにベルギー

ビールを6リットル瓶（！）で寄贈し

てもらいました（写真2）。中身だけ

でも6キロ以上、瓶の重さも半端な

く、片手では持ち上げられないほど。

両手で抱えて会場内を歩き回り、み

なさんに振る舞わせていただきまし

た。

「Bar root」を出張開店
　懇親会でのもう一つの楽しみは、

臨時のバーを開店することです。

「Bar root」という店名は、私の名前

である「とーる（徹）」をひっくり返し

たのと、システム管理者rootを引っ

かけてのネーミング。普段はオフィ

スなどで親しい人を招いて開店して

いますが、OSCでは大々的にお酒を

振る舞います。持ち込んだお酒の由

来や味などを説明しながら飲んでも

らうと、本当にバーでお客さんを相

手にしているような気分になれます

ね（写真3）。

OSCはみんなでやるもの

　これだけ規模の大きいイベントと

なると、事務局スタッフだけでは人

手が足りないので、前日準備や当日

運営はたくさんのボランティアス

タッフに支えられています（写真4）。

ただし、OSCではボランティアス

タッフも自由にセミナーを聴講した

り、展示を見に行けるようにしてい

ます。OSCをシステムと考えると、

疎結合な自律分散型のアーキテク

チャで設計しています。たとえば、

展示スペースの配置決定や、セミ

ナーのスケジューリングなどは事務

局が行いますが、そのあとは割り当

てを受けた各出展者がそれぞれ自律

的にセミナーや展示を行います。例

外的な処理が発生したときのみ事務

局が対応する、というしかけです。

そのため、例外が発生していないか

常時ウォッチしておくことが重要で

すので、通常の参加者と同様にセミ

ナーや展示を見て回ることがスタッ

フの重要な仕事になります。

OSC東京春と金沢での勉強会第3回

 ▼写真1　 閉会式後、有志に残ってもらい記念撮影。 
たくさん参加してくれました

 ▼写真2　 6リットル瓶。共同
設立者の濱野氏と

 ▼写真3　 Bar rootに並べ
られた酒瓶。今
回は焼酎、泡盛
多めです

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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OSC東京春と金沢での勉強会第3回

　大規模なイベントでも、システム

設計しだいで人手をかけなくても廻

るというよい例になっていると思い

ます。興味がある方は、ぜひOSC

にスタッフとして参加してみてくだ

さい。とくに学生のみなさんには、

交通費の支給やスタッフTシャツの

プレゼントなど特典がたくさんあり

ますので、たいへんお得ですよ。

北陸新幹線で金沢へ
　OSC未開催の地域の1つが北陸で

す。北陸新幹線が開通して1周年の

3月14日に、石川県金沢市で地元の

クラウド関係のユーザグループが合

同の勉強会を開催すると知り、勉強

会に参加してきました（写真5）。当

日は50名近くの参加

者が集まり、かなりの

熱 気 で す。AWS や

Azure、SoftLayer、

Bluemix、Docker な

ど、それぞれのサービ

スのエヴァンジェリス

トが最新情報を提供す

る、なかなか充実した勉強会でした。

ライトニングトークの時間もあった

ので、私もOSCの紹介をさせてい

ただき、OSC金沢を開催したいと思

う人は声をかけて、とお話したあと

に、懇親会へ。まずは会場で1時間

ほどお茶とお菓子で懇談したあとで、

市内の居酒屋へ移動して懇親会へ（写

真6）。

　北陸は海産物が美味しいのと、日

本酒も美味しいですね。すでに土日

でいくつかの日本酒銘柄は飲み比べ

していましたが、まだ飲んでいない

銘柄を一通り味わって、そのお店に

ある銘柄はすべて制覇したのでした。

北陸の日本酒はすっきりしていて飲

みやすく、翌日にも残らない、なか

なか素敵な味わいでした。OSC金沢

を開催したいというご意見もたくさ

んいただけたので、開催の際にはま

た美味しい日本酒が味わえそうです。

　懇親会のあとは、さらに東京から

来ていた講師陣と居酒屋で2次会、

さ ら に 謎 の レ ト ロ ゲ ー ム バ ー

「Hello,World!」でファミコンカセッ

トのコレクションを眺めながら、金

沢の夜は更けていくのでした。｢

 ▼写真4　 片付け終了後、スタッフ皆で記念撮影。
お疲れ様でした！

 ▼写真5　セミナーの様子

 ▼写真6　懇親会で記念撮影

 ▲生ハムを必死になって
切る筆者。段々と生ハ
ムカットスキルが上がっ
ていきます

 ▲生ハムを求めて列を作る人々。待
つから並ばないで～、と言っても並
びます

Bar root出張開店
生ハム原木で大盛り上がり

　OSC東京でのBar root出張開店の目玉が生ハム原
木。昨年秋の開催時に初めて出してみて、1回の懇親
会で全部食べきれたので、今回も用意してみました。
これが大好評で、生ハムを食べたいと大行列ができま
した。生ハムを1切れ切るのにもけっこう時間がかか

るのでしかた
がないんです
よね。最後尾
の人が生ハム
にありつける
まで5分待ち。
スライサーを
使って切れば
あっという間
なのですが、

手で切るからこその「味」
もある気がしています。参
加人数が少ないと食べき
れず、そのあとの保管が
たいへんですが、50人以
上集まるようなら食べきれ
ると思いますので、みなさ
んもお試しあれ。生ハム
原木1本（5キロ前後）に
固定する台、ナイフのセッ
トで1万5千円ぐらい。ナ
イフは別途切れ味の良い
ものを用意しておくとよい
でしょう。
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全国でOSCを開催するま
での経緯

　3月下旬からGW明けの5月中旬

ぐらいまでの間はOSCはほとんど

開催されないので、今月はOSCで

全国を渡り歩いている話をしておこ

うと思います。

　そもそも、全国各地を放浪するよ

うになったのは、15年前（2001年）

に会社を設立したときに「全国縦断

オープンソースセミナー」と題して、

北海道から福岡（沖縄ではない）まで

全国4ヵ所で開催したことに遡
さかのぼ

りま

す。「びぎねっと 社史」で検索する

と、10周年の際に作成した記録が

確認できます。

・2001年3月23日 大阪開催
・2001年3月30日 福岡開催
・2001年4月13日 札幌開催
・2001年4月23日 東京開催
　（以上サーバ構築）
・2002年1月18日 大阪開催
・2002年1月21日 福岡開催
・2002年1月25日 東京開催

　（以上Samba構築）
・2002年12月    福岡開催
・2003年1月17日 東京開催
・2003年1月24日 札幌開催
　（以上Postfix）

　各開催の結果からみると、頑張っ

て開催した割には集客に苦戦しまし

た。場合によっては数名しか参加し

ないこともありました。しかし、こ

のときにセミナーや終了後の懇親会

に参加してくれた各地域の人たちが、

2004年以降に全国でOSCを開催す

るときに大きな力となってくれたの

で、全国行脚をした成果はあったと

言えるでしょう。

なぜ全国をさすらうのか

　2年間、各地に赴いて現地のエン

ジニアのみなさんと交流してわかっ

たことは、「東京一極集中」の現状で

す。筆者は神奈川県出身なので、あ

まり深く考えずに東京で就職して仕

事をしてきていましたが、セミナー

などの情報提供も東京とせいぜい大

阪ぐらいです。一方、東京だけで見

ても、OSSコミュニティとし

ての情報発信力は企業のそれ

に比べると残念ながら弱いと

いうのが当時の状況でした。

　このような両面の課題を解

決するために、「OSCを全国で

開催しよう！」と思い立ちまし

た。そして開催2年目となる

2005年には、東京だけでなく北海

道と沖縄で開催することにしました。

「OSCは、北は北海道から、南は沖

縄まで開催しています。」と言ってい

ましたが、嘘はついてません。

　北海道は、地元コミュニティの

方々と飲みながら「OSCを北海道で

開催しよう！」という話になったこ

とがきっかけです（「石鍋会談」。札

幌・すすきのにある石鍋亭は6月の

OSC北海道開催時に紹介予定）。

　そして沖縄で開催したのは、北海

道も同様ですが、講師となる人が

「[沖縄|北海道]だったら行ってみた

い！」と思わせるのが狙いです。北

海道や沖縄から大挙して東京のセミ

ナーに参加するより、東京から講師

が北海道や沖縄に赴いてもらうほう

がトータルのコストが安く済む、と

いうわけです。

　そういえば、初の北海道開催のと

きは、Rubyの開発者であるまつも

とゆきひろ氏に島根から来てもらい、

講演していただいたのでした（写真

1）。前夜祭の際に、北海道大学の学

生がRubyの仕様についてアレコレ

提案しているのに真摯に耳を傾けて

いたのが印象的でした。

地域コミュニティのボトム
アップな盛り上がりを支援

　OSCを全国各地で開催する一番の

理由はその地域のコミュニティの活

性化ですが、その次に来るのは地域

OSCは、なぜ全国をさすらうのか第4回

 ▼写真1　 OSC2005北海道の前夜祭の後、
まつもとゆきひろ氏を囲んで

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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R e p
o r t

OSCは、なぜ全国をさすらうのか第4回

間の交流です。最初は東京と北海道、

沖縄の2点間で始まりましたが、そ

の後、徐々に開催地を増やしていま

す。2004年から2009年までの間

だけみても、次のように開催地を少

しずつ増やしていきました。

・2004年1月　  東京のみ
・2005年4月　  北海道、沖縄を追加
・2006年6月　  新潟を追加
・2007年8月　  京都、福岡を追加
・2008年11月　�大分、長岡、名古屋、

島根を追加
・2009年12月　仙台、高知を追加

　京都や福岡より先に新潟（写真2）

で開催されたり、名古屋はさらにそ

の後だったりしました。ビジネスで

あれば大都市圏から攻めていくのが

定石ですが、OSCは現地からの立

候補があってはじめて開催すること

にしているので、このような不思議

な順番になっています。

　地域コミュニティの活動はボトム

アップであるべきで、トップダウン、

東京から一方的に出向いていくので

は地域の自主的なコミュニティ活動

にはなりません。OSCはあくまで地

域コミュニティの人たちが自主的に

開催するもので、事務局はあくまで

そのお手伝いをさせてもらっている、

というのが基本的なスタンスとなっ

ています。

OSCは開催地域間での
メッシュ型トポロジー

　OSCでは東京以外の地域での開催

に、そのほかの地域のコミュニティ

の人たちが出向くことは珍しくあり

ません（写真3）。東京対そのほかの

地域という一極集中型のトポロジー

ではなく、すべての開催地域間での

メッシュ型のトポロジーが自然とで

きあがっていったところが、OSCの

魅力の1つかもしれません。

　前回、北陸・金沢に出かけて行っ

たのも、福岡での開催に金沢の大学

の先生が講師として参加しており、

懇親会の際に金沢でもOSCを開催

したいというお話をいただいたので、

まずは現地を視察に行ったという背

景があります。現在、プレイベント

として「8月末にアンカンファレンス

形式の集まりを開こう」という動き

になっているので、開催の暁にはぜ

ひ、ご報告したいと思います。｢

 ▼写真3　 「石鍋会談」にも参加して
いたサンビットシステム 
佐々木さん。北海道から
OSC2015 京都にバイク
で参戦

 ▼写真2　 2006年OSC新潟。川越
を中心に活動する小江戸
らぐの皆さんも出展

 ▲OSC2015新潟の懇親会。参加
費を少し多めに徴収して、美味
しいお酒の用意も素敵です

飲み会開催のコツ
　教えます！

　OSCといえば懇親会ですが、勉強会や職場で飲み
会の幹事をするときのために、コツをいくつか伝授し
ます。キッチリやろうとエンジニア精神を出すのでは
なく、「ゆるふわ」で適当にやるのが幹事のコツです。

・ドタキャン率を見込む
　IT業界はドタキャンが多いので、ドタ
キャン率を見込んでおきましょう。OSCだ
と大体1割程度を見込んでおり、減った分
を当日飛び入りで埋めるようにしています。

・参加費は多めに取る
　お店に3,500円払うなら、キリよく4,000
円徴収しましょう。OSCでは差額残金を学
生の割引の原資などに活用しています。

・人数調整に融通が利く店を選ぶ
　ドタキャン、飛び入りで増減した人数を午後3時
ぐらいまでに伝えれば調整してくれるお店が望ましい
でしょう。また、人数が増えた場合、飲み放題のみ
差額追加でOKの店も使いやすいでしょう。

 ▲OSC沖縄の懇親会。幹事初
心者はこれぐらいの人数から
始めるといいでしょう
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ドキュメンタリー？
OSC群馬の3日間

　これまで4回に渡って、「OSCと

はなんぞや？」ということを説明し

てきましたが、具体的なOSCへの

参加についてあまり触れていなかっ

たように思います。ちょうど本稿締

め切り直前の5月14日（土）にOSC

群馬が高崎で開催されたので、筆者

の行動を紹介して、OSCへ参加する

とはどういうことなのか、雰囲気を

味わっていただければと思います。

5月13日(金)
OSC群馬開催前日

　会場設営などのために開催前日に

現地入りします。今回はオフィスの

ある渋谷から湘南新宿ラインに2時

間乗って高崎に入りました。高崎駅

で現地スタッフと合流して会場入り。

今 回 は 高 崎 駅 か ら 徒 歩 30 秒 の

LABI1高崎にあるイベントホールが

会場のため、過去のOSCの中でも

ダントツに移動が楽でした。

　前日準備は次のことを行います。

・各種荷物の受け取り
　事務局の荷物だけでなく、各出展

者の展示物や配布物などを受け取り

ます。

・机、椅子などの設営
　今回はセミナースペースに60脚

ほど椅子を並べ、展示スペースに30

台ほど机を並べました。事前に作成

した図面に従って並べていきますが、

現地合わせの余地も多い作業です。

・電源の配線
　展示用机の塊ごとに基幹の電源を

配線していきます。今回は天井から

ぶら下げる配線でしたが、脚立に

上っての作業ですので事故のないよ

う慎重に作業します。

　OSCでは電源タップは各出展者が

持ち寄るルールです。口数などが不

足した場合に、事務局から電源タッ

プを出します。各出展者が分担する

ことで開催コストを下げる工夫をし

ている部分です。

・来場者配布物の作成
　来場者に渡す配布物を紙袋に詰め

ます。今回は100セットで済みまし

たが、東京の開催では1,200セット

作成するたいへんな作業です。流れ

作業を組んで、みんなでおしゃべり

しながら楽しく実行できるように工

夫しています。

　そのほか、プロジェクタ出

力やマイク出力のテスト、プ

ログラムの掲出などを行って、

予定どおり18時に前日準備は

完了しました。

前夜祭は0次会から
締めのつけ麺まで

　前日準備が終わったら、運

営スタッフを中心に当日運営

が円滑に進むよう、スタッフの結束

を高める前夜祭を行います（写真1）。

　前夜祭が20時開始だったため、ホ

テルにチェックインをしたあと、純米

酒専門バー「JapaneseBarKATSU」

さんで0次会。いわゆる「プリインス

トール」という奴です（笑）。

　美味しい群馬の地酒、「巖」と「流
る

 

輝
か

」を楽しんだ後、前夜祭会場に向

かい「明日のOSC群馬を成功させる

ぞ〜！」と盛り上がったあと、「なか

じゅう亭 WA-FU」で鶏清湯つけ麺

で締めました。

開催当日は大忙し？
でもないか

　開催当日は、朝9時の会場入りか

らスタートです。運営スタッフの全

体ミーティング、受付の準備などで

10時の開場を待ちます（写真2）。

　開場と同時に、出展者および来場

者が続々と会場にやってきます。出

展者はブースの準備に入りますが、

やれ電源タップがない、貼り紙用の

OSC群馬のドキュメンタリー第5回

 ▼写真1　 前夜祭、地元組と県外組で乾杯。
前の日から飲み過ぎないように！

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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OSC群馬のドキュメンタリー第5回

テープがほしいといったことへのサ

ポートを行い、発表予定者のプロ

ジェクタ接続テストなども行ってい

きます。

　進行は、ほとんどが現地スタッフ

にお任せですので、13時ぐらいに

はお昼休憩に出かけます。現地の方

の教えに従い、「登利平」というお店

の鳥めし竹重をいただきます。群馬

のお弁当の定番中の定番だそうです。

群馬のお弁当というと「だるま弁当」

や「峠の釜飯」を思い浮かべますが、

地元ならではの名物を知れるのも、

OSCの楽しみの1つですね。

　OSCはそのあとも順調に進行し、

最後のライトニングトークが終わっ

て無事に終了。今回は北関東で初め

ての開催ということもあり、185名

の参加者がありました。これをきっ

かけに、群馬エリアでのコミュニ

ティ活動が活発になるといいなあと

思いつつ、会場の片付け、荷物を送

り出して撤収完了となりました。

OSCは懇親会までが 
1セットです

　大事なことなので何度も言います

が、OSCは懇親会までが1セットで

す。今回は66名が参加する大懇親

会になりました。OSCの会場からエ

スカレーターで1フロア上がるだけ、

という絶好のロケーションで、立食

ビュッフェ形式・食べ放題飲み放題

での懇親会です。

　東京電機大学から学生スタッフが

たくさん参加してくれていたことも

あり、学生と社会人の交流が活発に

行われたようです。途中からライト

ニングトークが始まったりしている

うちに、あっという間に懇親会の2

時間が過ぎていきました。

　そのあと、有志での2次会に移動

です。前夜祭で行った「Japanese 

BarKATSU」さんがとてもよかった

ので2日連続でお邪魔して、まだ飲

んでいない地酒を堪能します（写真

3）。締めは「環七ラーメン 周麺」さ

んで環七つけ麺をいただいて解散し

ました。

開催翌日は地元観光をし
て帰りましょう

　翌日は10時にホテ

ルをチェックアウト

して、少しだけ観光

をして帰ります。ま

ず最初に向かったの

は、高崎から小一時

間の山中にある日本

酒酒蔵「牧野酒造」さ

ん（写真4）。日本酒を

いくつか試飲して、4

合瓶で7本ほど購入。冷蔵が必要な

生酒はまとめて冷蔵便で送ってもら

うことにしました。

　次に倉渕温泉で温泉に浸かります。

露天風呂で、野生の藤が満開なのを

眺めながらの温泉は最高の贅沢です

（入湯料600円）。

　昼食は古民家で40年以上営業し

ている「魚
び く や

籠屋」さんで岩
い わ な

魚料理を堪

能。とくに囲
い ろ り

炉裏で炙った岩魚を熱

燗に丸ごと入れた「骨酒」は最高の味

わいでした。

♣

　いかがでしたでしょうか？　前夜

祭から懇親会、終了後のプチ観光と、

OSCとセットで楽しめるイベントが

満載です。おもしろそうだな、と

思った方は一緒に楽しみましょう。
｢

 ▼写真2　 OSC群馬当日運営スタッフ記念撮影。よい笑
顔です

 ▼写真3　 懇親会後、有志で2次会。群馬の地酒を
飲みながら反省会

 ▼写真4　 牧野酒造さんで「大盃」などを試飲。たく
さん買ってしまいました
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宮原、酒やめるってよ
　突然ですが、断酒を始めました。
月1～2回開催されるオープンソー
スカンファレンス（OSC）に行く
と、前日、当日、翌日と飲み食い
して、気がつくと体重が！　そん
な矢先、偶然Facebookで4年前の
自分の写真が出てきて、「病気か？」
というぐらい痩せているのを見て、
一念発起し、体重が75kgになるま
で酒断ちをすることにしました。
　本稿執筆時点で断酒後2週間が
経過し、83.6kgあった体重が
81.6kgと2kg減しています。自分
は基礎代謝が高いので、カロリー
などの摂取量を減らせば体重は自
然と減っていきます。計算ではだ
いたい3ヵ月程度で75kgになる計
算です。ただ、計算どおりにはい
かないと思われるので、バッファ
としてプラス1ヵ月程度で4ヵ月と
見込んでおり、達成できるのは10

月ぐらいになりそうです。10月1

日（土）に酒所である新潟・長岡で
のOSC開催があるので、このタイ
ミングで美味しい日本酒が飲める
よう頑張ります（写真1）。

会場変更は
いつもたいへん
　さて、5月28日（土）にOSC名古
屋が開催されました。OSC名古屋
は昨年まで名古屋駅に近い名古屋
国際センターにて開催してきまし
たが、会場が手狭になったため今
回から吹上ホールという新しい会
場での開催です（写真2）。
　名古屋地域では、多くの地域コ
ミュニティが日々活動しています。
そのため、OSCではデモ展示のス
ペースがたくさん必要となります。
今回は従来の1.5倍の展示スペース
を用意できたので、ゆったりとし
た間取りにできて、出展者、来場
者からも好評でした。本当は、各
開催でゆったりした展示スペース
を用意したいのですが、広い会場
がなかったり、使用料が高額だっ

たりするため、いつも展示ブース
をぎゅうぎゅうに詰め込んでいる
感じになっています。一方で、1つ
のブース（幅150cm程度）を2つの
コミュニティで半分ずつ分け合っ
てもらうことは「袖すり合うも多生
の縁」ではありませんが、出展者同
士のつながりを強めるようで、「そ
れはそれでいいのかな」とも思って
います。
　普通のイベントですと、セミナー
中心でデモ展示がなかったり、あっ
てもセミナーの添え物程度という
ことが多いですが、デモ展示あっ
てのOSC。今後も頑張って展示ス
ペースを確保していこうと思いま
す。

セミナーを
最大活用するには
　OSCの企画はデモ展示を重要視
していますが、もちろん最新情報
が聴けるセミナーも重要です。で
は、セミナーを最大限活用するに
はどうすればよいでしょうか？
　セミナーで最も恩恵を受けるの
は、実は発表者です。新ネタであ
れば、試行錯誤した内容をアウト
プットとして発表資料にまとめら
れますし、持ちネタであればプレ
ゼンをブラッシュアップできます。
OSCでの発表はβテストと考える
と、来たるべき本番のために少し
冒険するよい機会でもあります。
　東京などの大規模なOSCでは、

OSC名古屋とイベント運営のキモ第6回

 ▼写真1　 こちらは断酒前の、OSC名古屋打ち上
げの様子。懇親会終了後、地元の地
ビール屋さんに集合してお疲れ様会

 ▼写真2　 
スポンサーLTの様子。企
業の人がコスプレのままプ
レゼンしても、誰も何も思
わないようです（ちなみに
艦これの何かだそうです）

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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OSC名古屋とイベント運営のキモ第6回

スポンサー企業限定のLT大会を
開催しています。45分間のセミ
ナーほどのネタではない、あるい
は出展のみでセミナー枠がないス
ポンサー企業のみなさんに活用し
ていただいています。
　一方、聴講者の立場でセミナー
を活用するポイントは「共感度」に
かかっています。もし現在進行形
で取り組んでいる技術に関する内
容なら、「あるある！」や「お！そん
なことが？」といった共感を感じな
がら聴講できます。逆に、なんと
なく興味がある程度だと、共感が
得られず、実際に試してみようと
思えず、結局そのまま……という
ことが往々にしてあります。共感
度は人それぞれですから、共感度
が高くないセミナーを無理に聴講
せず、デモ展示をじっくりとみて
回ることをお勧めします。きっと、
何か新しい発見があるはずです。

立食形式は
炭水化物重視で
　OSC名古屋の懇親会は、会場の
1Fにあるレストランで立食形式で
開催されました（写真3）。
　立食形式の懇親会では、毎回た

いへんなのが食べ物の量です。時
間帯も6時半から7時、しかもセミ
ナーを聴いて脳が糖質を大量消費
したあとですので、摂食中枢が刺
激されまくりです。自然とお皿に
取り過ぎてしまって食べ物が瞬殺、
というのはIT系の懇親会でよく見
る光景です。
　そこでOSCの懇親会で工夫して
いるのが、炭水化物を多めに用意
することです。種類としてはおに
ぎりや太巻き、パスタ、焼きそば、
そしてみんな大好きカレーなどを
用意して、かつ先にそれらを食べ
てもらうようにしています。
　普通にケータリングを頼むと、
上品にサラダやオードブルなど見
栄えのよいメニューが提案されて
きますが、種類少なめ、炭水化物
多め、さらにたとえば唐揚げのよ
うに1個1個独立しているものにし
てもらうと、テーブルごとに取っ
てきたものをシェアしやすくなり、
全体の満足度が向上します。でき
るだけ食べ残しが少なくなるよう
にするのがポイントです。また、
事前にクッキーなど（写真4）のおや
つを配布して食べておいてもらう

だけでもずいぶんと空腹感が変
わってきます。懇親会を企画する
人はぜひ参考にしてください。｢

 ▼写真4
 OSCといえばカントリーマアム。大
阪の高校生がわざわざ神戸プリン味
を差し入れしてくれました。スタッフ
で美味しくいただきました

 ▼写真3 
懇親会も後半。食べるものはなくなっ
ちゃったけど、カレーのおかげで満足
感は高かったらしく、たくさんの人が
話に花を咲かせていました

 ▲味仙 今池本店まで歩いて来
ました。外観はちょっと大
きめの中華料理屋さんとい
う感じで、台湾ラーメンの
元祖という感じはしません

 ▲こちら台湾ラーメン。
たしかにスープの色
が見ただけで汗が出
てきそうな赤い色をし
ていますね

B級グルメを楽しむ
〜名古屋編〜

　地元の名物を楽しむのも全国各地を廻る楽しみで
すが、B級グルメも含まれます。名古屋のB級グルメ
で食べたことがなかった「台湾ラーメン」を食べに行き
ました。
・台湾ラーメンの味仙
　OSC会場から歩いて15分、台湾ラーメンの元祖
「味仙」今池本店に。まずは普通に中華料理を楽し
み、シメに台湾ラーメンをいただきます。味は普通の
ものと、なぜか「アメリカン」という味を薄くしたもの
の2種類。けっこう辛いと事前に脅されていたのです
が、筆者は辛いのは比較的大丈夫な方なので、アメ
リカンでは物足りないぐらいでした。でも、さすがに

唐辛子たっぷりなので、あとからあとから汗が出てき
ます。
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北海道と沖縄は12回目
のOSC開催

　断酒して1ヵ月半が経ちました。

83.6キロから80.4キロと3.2キロ

減。おおむね予定に近いペースで減

量できています。ただ、この6月か

ら7月に、北海道、そして沖縄と、

文字どおり北へ南へ飛び回り、かつ

美味しい物をたくさん食べてしまっ

たりしたので、想定以上の減量とは

いきませんでした。

　北海道と沖縄は、OSC初開催の翌

年2005年から毎年開催されており、

今回で12回目の開催です。東京一

極集中を少しでも解消しようと、少

し極端ですが日本の北と南の端でス

タートしたOSCが、これまで順調

に開催されているのは感慨深いもの

があります。北海道は土曜日開催＋

金曜日に少しだけセミナーを開催す

る「1.5日開催」ですが、参加者は合

計で700名を超える、東京・京都に

続く規模の開催地域です。北海道の

みなさんがOSCを大事にしている

こと、さらに道外から「北海道なら

行ってみたい」と思えるところが魅

力です。そのようにして、どんどん

とほかの地域へと出かけて行って、

交流を深めてもらえればと思ってい

ます。

北海道といえば生ラムジ
ンギスカン
　北海道の魅力はやはり「食」でしょ

う。OSC開催前日にスタッフが集ま

る「石鍋亭」というお店があります

（写真1）。新鮮な生ラムジンギスカ

ンと、野菜タップリのモツ鍋が美味

しい店で、なぜかOSC北海道のス

ポンサーでもあります。2005年の

OSC北海道開催も、この石鍋亭で飲

んでいたことがきっかけとなった、

OSCとは縁の深い店でもあります。

すすきの交差点に近い好立地ですの

で、札幌への出張、観光の際にはぜ

ひお立ち寄りください。

　OSC北海道終了後の懇親会はサッ

ポロビール園でのジンギスカンパー

ティー（170名以上参加！）ですが、

前夜祭の石鍋亭、さらにその前日も

石鍋亭でジンギスカンを食べていて、

今回のOSC北海道はジンギスカン

三昧でした（写真2）。もう少しラー

メンやスープカレーを採り入れても

よかったかもしれませんね。その反

省を活かして、OSC翌日の朝は二条

市場に海鮮丼を食べに行きました（詳

細はコラムにて）。

旭川、富良野から高校生
を招待
　今回のOSC北海道では、旭川工

業高校から19名、富良野緑峰高校

から7名の高校生が招待参加してく

れました（写真3）。札幌から旭川ま

でバスで2時間、富良野はさらにそ

の南ですから、本当にはるばる参加

してくれました。

　参加したみなさんは、朝から夕方

までセミナー、展示に参加し、刺激

を受けて帰ってくれたようでした。

富良野緑峰高校からは4名が懇親会

まで参加し宿泊して、翌日は北海道

北奔南走!? OSC北海道と沖縄第7回

 ▼写真1　 お世話になっている石鍋亭
のマスターと。スタッフポ
ロシャツいただきました

 ▼写真2　 ジンギスカン懇親会終了後、会
場前で記念撮影。これでも参
加者のごく一部です

 ▼写真3　 懇親会終了後、富良野緑峰
高校のみなさんと。高校
生らしくジャージです（笑）

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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北奔南走!? OSC北海道と沖縄第7回

大学のキャンパス見学をさせても

らったとのこと。これをきっかけに、

いろいろなことに挑戦してもらえれ

ばと思います。

全国各地のOSC関係者
が沖縄に集結
　OSC沖縄の開催前日、「OSCサ

ミット＠沖縄」に全国各地のOSC実

行委員が集まり、各地域の現状報告

会を行いました（写真4）。各地域共

通の課題として、「コミュニティ活

動をどうやって活性化するか」「メン

バーをどうやって若返りさせるか」

ということが挙げられました。たし

かに、OSCで知り合ったアクティブ

な学生や若者が、就職や転職で東京

に出てくることが多いと感じます。

しかし筆者は、若いうちは東京など

で修行して、経験を積んだ後に地域

に戻ることはできないかと考え続け

ています。5〜10年という期間で考

えるので今、課題を感じている人に

は何の解決策にもなりませんが、

OSCを始めてまだ10年と少し。蒔

いた種が将来芽吹き、花咲くことを

期待しながら毎回全国を飛び回って

いるわけです。若者が挑戦する機会、

成長する場を与えて、将来故郷に貢

献できる、そんなサイクルを生み出

せたらいいですね。

夕陽を見ながらビーチ
パーティー
　OSC沖縄の会場は目の前に人工

ビーチがあり、泳いだり（写真5）、

バーベキューができるので、今回は

終了後にビーチパーティーを開催し

ました。当日は最高の天気で、最高

にきれいな夕陽を眺めながら泳いだ

り、美味しいオリオンビールやサッ

ポロクラシック（北海道からの差し

入れ）を飲みながら、交流を深める

ことができました。OSCサミットに

参加した各地域の実行委員は、お互

いの地域の開催に協力し合う密約

（？）を交わせたようで、大きな成果

が得られた2日間でした。｢

 ▼写真5　 OSC沖縄終了後、会場目
の前のビーチで泳ぎまし
た。沖縄開催ならではで
すね

 ▼写真4　 OSCサミット後の懇親会で
琉装の店員さんと。あれ？
沖縄でも石鍋亭？？

▲これが注文した「けいらん丼」。具▼

 がはみ出ていて、相当引かないと
　全部写りません

▲ 地元のお店なので、観光客相手っぽ
い店が苦手な私も納得の雰囲気です

どーんと北海道海鮮丼

　ジンギスカンばかり食べていたのを反省して、Face 
bookで「朝から二条市場に行ってくるけど、いい店ないか
な？」と書いておいたら、石鍋亭のマスターが「近藤昇商
店がいいよ！」と教えてくれたので早起きして行きました。
二条市場はすすきのから歩いて10分ぐらいで、大通り
公園からも、ほど近い場所にあります。
　目的のお店を発見して、お勧めの「けいらん丼」を注文。

普通は「鶏卵」ですが、北海道では「鮭卵」、要するにイ
クラです。出てきてビックリ、北海の海の幸がどんぶ
りから完全にはみ出しています。「朝ご飯にこれでいい
の？」というぐらいのボリューム感です。また、「石鍋
亭のご紹介で」と伝えたところ、デザートに完熟メロン
をサービスしてもらえました。北海道といえばやっぱ
り海の幸。朝早くからやっているので、来年のOSC北

海道は朝、ここで海鮮丼を食べてから会
場に向かおうと誓ったのでした。
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宮原、
80キロ切ったってよ

　断酒してちょうど2ヵ月。83.6キ

ロから78.1キロと5.5キロ減。前回

のOSC北海道のあと、風邪をひき

81キロ前後で足踏みしていました

が、体調回復を待って運動を開始、

さらに今回レポートするOSC京都

があったおかげで壁を乗り越えるこ

とができたようです。

　関係各位から「早く飲めるように

なれ」、「連載のタイトルイラストと

合ってない」というありがたい（？）

お言葉を多数頂戴しているので、早

く目標の75キロをキープできるよ

うになって、断酒から減酒に移行し

たいと思っています。

OSC京都前日準備にみる
OSC運営の裏側
　OSC京都は7月29日（金）、30日

（土）の2日間、京都リサーチパーク

で開催されました。東京と並ぶフル

サイズの2日間開催となるOSCです

ので、OSCがどのように運営されて

いるか、その裏側を紹介します。

　OSCは持続可能性を考えて、単純

にアルバイトに作業をお願いするこ

とは極力せず、情報系の学生やIT系

の社会人の方にボランティアとして

運営スタッフに参加してもらってい

ます。経験を積んでもらうことで、

OSC以外の勉強会の開催などに役立

ててもらうことも狙っています。

　イベント当日の運営スタッフなら

合間にセミナーに参加したり、展示

を見に行ったりできるので楽しんで

もらえます。しかし、前日準備は会

場の準備や配布物の作成など単なる

作業になってしまうのが難点です。

　今回はとくに大学の試験期間と重

なってしまい学生スタッフの参加が

難しかったのですが、それでも試験

のない学生さんが多数集まってくれ

たおかげで、配布資料作成などの大

仕事を早く終わらせられました。

　ここで、事務局スタッフの前日準

備の様子を紹介します。

 ・9時 新幹線で東京・新横浜から京都
へ向かう

・11時 車内でシウマイ弁当を食す（写真

1）
・12時 会場到着。前日送っておいた事

務局荷物（カーゴ1台分）を受け取る
・13時 企業展示会場、セミナー会場準

備開始
・14時 学生スタッフ集合。配布物作成

開始
・17時 配布物作成完了。コミュニティ

展示会場準備開始
・18時 前日準備終了。お疲れ様でした

　2日間で約1,000人が集まるイベ

ントの裏側も、けっこう手作りで

やっていたりします。このようなノ

ウハウをぜひスタッフとして経験し

て、趣味や実務に役立ててほしいと

感じています（写真2）。

OSC京都とOSCアワード表彰式第8回

 ▼写真1　 新横浜駅で、定番の崎陽
軒のシウマイ弁当を買う
のも大事な儀式

 ▼写真2    懇親会終了後、スタッフ、さらに参加者のみなさんと記念撮影

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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OSC京都とOSCアワード表彰式第8回

情報収集も
お仕事のうちです

　以前にも書きましたが、OSCはお

もに土曜日、たまに日曜日や祝日に

開催しています。来場者の中心は現

役のエンジニアのみなさんですので、

平日開催だと参加できないというご

意見が多いためです。

　しかし、OSCを始めた10年以上

前に比べると、OSSを業務で使うこ

とも当たり前になってきましたし、

息抜き的な意味

も含めてイベン

ト参加による情

報収集も大事な

お仕事だと思い

ます。今回は、金

曜日が350名、

土曜日が650名

と約2倍の違い

が出ましたが、

初日はかなりゆったりとセミナー参

加、展示見学が行えたようです。1

人でも多く、平日のOSCにお仕事

で来てもらえるようになったらいい

なと毎回思っています。もちろん、

みなさんが殺到したら逆に困ってし

まうので、バランスが難しいですね

（写真3）。

第4回OSCアワード
表彰式を開催
　OSCアワードは、OSC開催に多

大な貢献をしていただいた方を表彰

させていただいております。今回は

京都での開催も10回目ということ

で、関西で活動されている吉田智子

氏、山下康成氏、菅雄一氏のお三方

を表彰しました（写真4）。

　土曜日の朝一番にコミュニティ展

示会場で表彰式を行い、たくさんの

方に表彰式に参加していただきまし

た。終始和やかに、OSC全体を形作

るすべてのみなさんとの一体感が感

じられる、とてもよい表彰式となり

ました。｢

 ▼写真3    『Unix考古学』の著者・藤田昭人氏の基調講演。
200人規模のホールで立ち見が出る大盛況

 ▼写真4　 受賞者のみなさんとの記念
撮影。左から吉田氏、山下
氏、菅氏

京都といえば、九条ネギたっぷり
のラーメン

前日準備を手伝ってくれた大屋さん、北海
道・サンビットの佐々木さん（常連）と前夜祭

スタッフ参加するといいことある
んですよ

　OSCの特長として、アクティブな人ほどセミナーや展示な
どコンテンツ側に廻るため、イベント全体の運営を行うイン
フラ側には人が少ないという状況になりがちです。どこかの
業界みたいですね。
　それでも、「運営スタッフが足りないよ〜」とTwitterでつ
ぶやくと、「手伝いますよ〜」という方もいらっしゃいます。
また、早めから現地に入った出展企業の担当者さんにお手
伝いしていただけることもありま
す。本当にありがたいことです。
　そんなふうに手伝っていただ
いた方には、せめてものお礼と
いうことで、事務局で用意して
いるノベルティグッズなどを差し
上げたり、終了後の食事にお誘
いしたりしています。
　今回も、前日準備終了後に
烏丸五条交差点にある蕎麦の
名店「京都 蕎

そ ば

麦工房 蕎麦の実

よしむら」で美味しい食事とお蕎麦をご馳走させていただ
きました。なぜかOSC京都の前日準備のあとは毎回この
お店です。今回も会期中2回も通ってしまいました。断
酒中で美味しい地酒が飲めなかったのが残念です。
　前日準備はなかなかたいへんですが、1日の労を癒す名
店での食事があるから、全国各地を飛び回れると感じて
ます。当日のランチも、運営スタッフを連れて「魁

かいりきや

力屋」の
九条ネギラーメンです。
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ダイエットに成功して、 
お酒解禁です

　6月頭からスタートした断酒ダイ

エットですが、目標である「3ヵ月間

で75kgまで落とす」を無事達成でき

ました。3ヵ月目の9月1日（木）に

75.6kgになりましたので、減酒フェー

ズに移行しました。今後「食生活は

変えない」「体重をリバウンドさせな

い」「73kgを目標」「飲酒は最小限に

抑える」の予定です。

「頑張らない」で集まる 
アンカンファレンス

　アンカンファレンスの定義はいろ

いろとありますが、筆者の中での定

義は「頑張らない」ということです。

通常のカンファレンスを開催する場

合、次の作業が必要となります。

・日程決め／場所取り
・セミナーなどのプログラム調整
・デモ展示の調整

・配布物作成
・事前受付
・当日運営

　OSCはほぼ毎月、各地で開催され

ており、フルタイムスタッフが3名、

日々準備作業を行っています。しか

し、規模を拡大するには限界があり

ます。また、多くの企業・団体から

のご支援も未来永劫続くとは限りま

せん。OSCを持続的に開催するため

には、低コストで運営できる形態も

模索しておく必要があります。そこ

で、2016年はとくに「オープンソー

スアンカンファレンス（OSunC）」の

開催に力を入れています。

4回開催で実績のある
OSunC川越

　現状、OSunCで実績のあるのが

川越（小江戸）です。2013年から毎

年、すでに4回開催の実績がありま

す。とくに第3回は筆者が体調不良

で不参加でしたが、問題なく開催さ

れました。これは、開催の中心に

なっている小江戸らぐのみなさんの

貢献が大でしょう。OSunC川越で

は、ライトニングトーク＋立食の

パーティーという形式で、和やかな

雰囲気が最大の特長です（写真1）。
　発表者も、当日その場で決定する

ので、事前準備を頑張らなくてもよ

いアンカンファレンスの趣旨に合っ

ているといえます。OSunC川越は、

OSunCのリファレンスモデルの1

つと言ってよいでしょう。

千葉工業大学で開催した
OSunC千葉

　OSC東京は、会場が新宿から西に

小一時間とやや遠いのが難点です。

とくに千葉方面からは片道2時間は

かかります。とある日、千葉で活動し

ている皆さんと飲んでいて、「OSunC

を千葉でやろう」「千葉工業大学が駅

前で便利だよ」「そうだ、シェル芸の

人（上田隆一氏）がいるじゃないか」

というわけで、OSunC千葉の開催

OSunCリレー（川越→千葉→金沢）とAKB第９回

 ▼写真1　 いつものメンツでゆっくり話せるのが
OSunC川越のいいところ

 ▼写真2　 千葉は首都圏だけあって、たくさんの人が集まりまし
た。千葉工業大学のキャンパスで集合写真

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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OSunCリレー（川越→千葉→金沢）とAKB第9回

が決まりました。OSunC川越のス

タイルを踏襲しつつ、学生食堂を食

事付きで借り、飲み物などを近くで

買い出し、というスタイルで開催し

ました（写真2）。会場を借りる手続

きなどでやや手間取るところはあり

ましたが、最後は現場合わせで乗り

きり、2次会まで楽しく過ごせまし

た（写真3）。反省点は、飲み物が多

過ぎたことでしょうか。持ち帰りに

備えて、飲み物は350ml缶、食べ物

は個別包装を選ぶとよいでしょう。

また、「足りなかったら買い足せば

いい」と割り切り、最初から少なめ

に見積るべきかもしれません。

北陸地域で初開催の
OSunC金沢

　これまで北陸地域でOSCは開催

されませんでしたが、2015年3月

から北陸新幹線が開通したこともあ

り、8月27日（土）にOSunC金沢を

開催しました。北陸地域のコミュニ

ティの皆さんが中心になり、初開催

ということで県外からの参加者も多

数集まりました（写真4）。開催場所

は、観光スポットでもある近江市場

の目の前の会場を選択しました。午

前中の会場準備のあと、近江市場で

名物の「ノドグロ」やお寿司などを

買ってきて皆でランチ会、その後は

LT＋立食形式の川越方式に、展示を

追加する形での開催となりました。

「次は冬の名物のブリやカニを楽し

む合宿をやろう」「OSunCやOSCも

やりたい」という意見が出るなど、地

域のコミュニティ活動を活性化する

きっかけ作りになったようです。

自由にやることの難しさ

　アンカンファレンスで最も難しい

のは「自由にやる」ということです。

ルールが定まっていれば、それに従

えば問題ありません。OSCは「イベ

ントのルール」の提示を目的として

きました。しかし、自由にやること

は「1から自分で考える」ということ

です。多くの人は自由に慣れていな

いので、アンカンファレンスで何を

していいのかわからず、戸惑ってし

まうのかもしれません。今後、開催

を重ねて「アンカンファレンスとは」

という共通理解を築いていき、時に

はそれを壊してみるのが大事ではな

いか。そう感じる千葉、金沢での

OSunC開催でした。s

 ▼写真3　 シェル芸の人の挨拶で2次会開始。2次
会も30名以上で座るところがない人も

 ▼写真4　 北陸ではOSC系のイベントは初開催ですが、50名も
集まってくれました

市場でお寿司の買い出し。左は北海
道から参加してくれた松井健太郎氏

朝から豪華海鮮丼が食べられるのも
日本海側の魅力ですね

近江市場は食の宝庫

　金沢を訪れた観光客が必ず訪れるスポットの1つが近江
市場です。日本海の幸だけでなく、
独特な「加賀野菜」も並んでいて、楽
しませてもらえます。
　今回は、OSunC金沢のお昼ご飯
だけでなく、朝ご飯も市場で海鮮丼
という、かなり贅沢な食事を楽しん
できました。季節によっては甘エビ
やカニ、ブリなども美味しいそうで
す。次回は冬の時期に合宿をしたい
ね、という話をしているので、北陸
のAKB（Amaebi、Kani、Buri）を楽

しみにまた訪れたいですね。
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今回はお酒の話、多めで
　本連載も気がつけば第10回。毎

回、全国各地のオープンソースカン

ファレンスなど、地域コミュニティ

での交流の様子をお伝えしてきまし

たが、どうもイベントレポート中心

になってしまってタイトルバックの

絵にそぐわない感じですね。そこで

今回は「お酒の話」を少し多めにお送

りします。

日本酒のふるさと、
島根へ
　まずはOSC島根の話からです。今

回は9月24日（土）の開催でした。

TRONで有名な、坂村健 東京大学

教授の基調講演、さらに地元の学生

のみなさんが出展するブースが並ぶ

など、普段の開催よりもたくさんの

人が集まり、盛会となりました。

　私自身、前日に松江工業高等専門

学校を訪問させていただいたり、

ブース出展をしてくれた学生さんを

懇親会に招待したりして、日常の活

動について話を聞かせてもらうなど、

学生のみなさんとの交流を中心に楽

しみました（写真1）。

　また、OSC島根の運営を地元コ

ミュニティのみなさんにお任せして

いるので、私も展示ブースでRasp 

berry Piを使ったデジタルオーディ

オプレーヤのデモをしたり、自社で

行った夏の学生インターンシップの

発表（Raspberry Piを使った電子工

作）を手伝ったりと、出展側にまわ

ることができ、たいへん充実した開

催となりました。たまには一参加者

としてOSCを楽しめるのも、小規

模開催のよいところです。

酒どころ、
新潟・長岡もいいところ
　さらに翌週、10月1日（土）は新

潟・長岡でOSCが開催されました。

新潟市での開催が多いのですが、今

回は久しぶりの長岡市での開催です。

長岡駅からほど近いこともあって

100名以上が参加し、和やかな中に

も活気のある開催となりました。

　この開催でも、私の主たる目的は

学生のみなさんとの交流です。地元

の長岡技術科学大学、長岡造形大学

からの参加はもちろん、遠く山形県

米沢市から山形大学の学生さんたち

が4名参加してくれました（写真2）。

OSCに参加してみたかったので、車

ではるばる来てくれたのだそうです。

これだけの行動力、若さってすばら

しいですね！　彼らはOSC東京に

も参加することになったので、この

欄に再登場するかも？

　また、地元のエンジニアのみなさ

ん向けに、前日にはOpenStack、当

日はDockerのお話をさせていただ

きました。内容は超入門レベルです

が、このような活動がどこかで成果

に結びつくとうれしいですね。

その土地を知るには
地酒から
　それでは、お酒の話を。島根も新

その土地を知るには地酒から第10回

 ▼写真1　 松江高専のみなさんと。先輩後輩の仲
がとてもいいですね

 ▼写真2　 山形大学のみなさんと2次会。OSCを楽しく満喫してく
れたようです

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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その土地を知るには地酒から第10回

潟も、どちらも日本酒の美味しい地

域です（写真3）。島根は国造り神 

話が残るぐらい古くからの歴史の 

ある地域ですから、当然お酒の歴 

史も古いです。ご存じの話として、

「八
やまたのおろち

岐大蛇を退治するためにお酒を

飲ませて眠らせてしまった」という

言い伝えが残っています。

　さすがに神話の時代からのお酒造

りは残っていませんが、今に残る酒

蔵さんはだいたい江戸から明治・大

正時代のころ、始まっているところ

が多いようです。

　今回はお城から少し離れて、水の

良い場所で酒造りをしている李白酒

造さんを訪問、試飲させていただき

ましたが、こちらは明治15年の創

業。「李白」の酒名は昭和3年、若槻

礼次郎元首相の命名だとか（写真4）。

地元の歴史を紐
ひも

解くために酒蔵を訪

問してみるのは楽しいものです。

日本酒の秋、
ひやおろしの秋
　日本酒の旬は1年中ですが、秋は

「ひやおろし」の季節です。ひやおろ

しは、夏の間熟成させた日本酒を火

入れ（加熱殺菌）せずに飲む、生酒に

近い（貯蔵前に一度だけ火入れして

いる）日本酒です。9月から11月が

ひやおろしの季節ですが、2回目の

火入れをしていないので、さらに

ゆっくりと熟成が進んでいくため、

9月と11月に飲む味が異なってくる

というおもしろさもあります。

　いろいろな種類のひやおろしが出

回るので、通常の銘柄と飲み比べを

してみるのも楽しいですね（写真5）。

ひやおろしはコクのある味わいのも

のが多いので、秋の味覚、たとえば

サンマに合わせて飲むとさらに味わ

い深いものがあります。本誌が出る

ころにはそろそろひやおろしも終わ

りの時期ですが、「晩
ばんしゅううまざけ

秋旨酒」のひや

おろしを楽しんでみてください。｢

 ▼写真4　 前から一度来てみたかった李白酒造さんを訪問。生
きもと

酛造りを購入

 ▲写真3　 OSC長岡の懇親会には、豪華な日本酒がずらり
と並びます。写真を撮っているのは日本MySQL
ユーザ会の坂井恵氏

 ▼写真5　 右手にひやおろし、左
手に長期熟成酒。OSC
長岡の前夜祭にて

小嶋屋さんのへぎそば4人前。いく
らでも食べられる危険な味わい

3枚割子蕎麦。真ん中は舞茸の天ぷ
ら。下に薬味があります

島根は出雲そば、新潟はへぎそば

　島根と新潟は、日本酒だけでなくお蕎麦も美味しい
土地です。
　島根のお蕎麦は出雲そばと呼ばれますが、「割

わり ご

子」と
いう丸くて小さなお重に入れて、い
ろいろな薬味をかけて食べるのが特
長です。お重はだいたい3段（3枚）
ですが、5段のメニューもあります。
私も以前は5段でしたが、体重を気
にするようになって3段になりました。
　新潟のお蕎麦は、「布

ふ の り

海苔」をつ
なぎに使った「へぎそば」が有名で
す。海苔のおかげで強いコシがあ
り、喉ごしがツルッとしているのが
特長です。「へぎ」というのは漁で採っ

た魚を入れる木の箱のことで、今でも頼むとへぎに載
せて出してくれます。同じお蕎麦なのに、土地が変わ
るとずいぶんと違うものですね。
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OSC東京秋には学生ス
タッフがたくさん参加

　11月は、東京秋、福岡、広島と

OSCが1ヵ月に3回も開催される大

忙しの月ですが、今回は締切の都合

上、OSC東京秋の様子だけお送りし

ます。

　11 月 5 日（土）、6 日（日）の 2 日

間、OSC2016東京秋が明星大学で

開催されました。前回の記事で紹介

した山形大学4人組のほか、来年春

に私の会社に入社予定の北海道大学

の学生、さらにOSC福岡で実行委

員長を務める予定の福岡大学の学生

も遠征参加です（写真1）。

　「せっかくの遠征だから」というこ

とで、前日準備はお昼から開始です

が、午前中は会場から多摩モノレー

ルで20分ほどで行ける立川で映画

鑑賞をしてみました。立川で映画と

いえば爆音上映が有名ですが、残念

ながら上映時間が変更になって『ガ

ルパン』爆音上映は鑑賞できず、『君

の名は。』極上音響上映を鑑賞しまし

た。劇場隣のファミレスで朝食を

とった後、スタッフ参加してくれる

若手社会人のIさん、中央大学の学

生も合流して、8名で映画鑑賞。ス

トーリーなどは割愛しますが、ほっ

こりした後、会場に向かいました。

中央大学にOSCの原風
景が？
　前日準備を開始する前に昼食をと

ろうと思い、明星大学のお隣の中央

大学（私の母校）の学食に向かいまし

た。すると奇遇なことに学園祭を

やっているではないですか！　20年

以上前と変わらず、屋台が立ち並ぶ

中を抜けて学食に到着し、皆でお昼

ご飯。学生時代に戻った気分です。

　食後は、校舎を結ぶ通路である「ペ

デストリアンデッキ」（通称ペデ上）

に上がります（写真2）。学園祭では

雨でも大丈夫なように屋根の下（ペ

デ下）に屋台が並びますが、春の新

入生勧誘の時期には、このペデ上に

サークル勧誘の机がずらーっと並べ

られていました。実はここがOSC

の原風景なのです。各コミュニティ

が机を並べて、自分たちの活動をア

ピールし、コミュニティの仲間に

入ってもらう場所。それがOSCの

展示スペースなのです。

　久しぶりの母校訪問だったので、

そのまま在籍していたサークルの部

室（『げんしけん注1』の舞台にもなっ

ていた）に突撃してみたりして、OSC

開始前からテンションMAX状態に

なっていたのでした。

大懇親会とBar root
　さて、OSC自体はいつもどおりた

くさんの人で賑わいましたが、今回

は土日開催でしたので、懇親会は初

日の土曜日終了後に行われました。

毎回、土曜日開催のときはたくさん

の人が参加しますが、今回は有償参

加者が230名ほど。さらにスタッフ

注1） 月刊アフタヌーンで連載していた木
尾士目の漫画。

OSCの原風景を確認してきました第11回

 ▼写真1　 学生スタッフと終了後にサイゼリヤで
打ち上げ。山形大学4人組は深夜バス
で帰宅の途に

 ▼写真2　 ガラーンとしてるペデ上ですが、春にはたくさんの勧
誘ブースが並びます

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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OSCの原風景を確認してきました第11回

が40名ほど参加して、合計で270

名が参加する大懇親会となりました。

確かに乾杯の際に前から見ていると、

後ろのほうまで人がビッシリといて、

たいへんな熱気でした（写真3）。

　そして恒例の、持ち込みのお酒を

振る舞う「Bar root」の開店です。毎

回、テーマを決めてお酒を用意して

いるのですが、今回は10月に開催

されたOSC長岡の翌日、新潟県魚

沼市の玉川酒造まで行って買ってき

た、アルコール度数46度もある日

本酒「越後武
さむらい

士」をメインに、40度

オーバーの焼酎、泡盛などを用意し

てみました。

アルコール度数46度もあ
る脅威の日本酒
　日本酒は蒸留していないので、普

通はアルコール度数は15度ぐらい

です。焼酎などの蒸留酒は、加熱す

ると水分よりもアルコールの方が沸

点が低いので先に気体になります。

この気体を冷却して液化させると、

だいたい60〜70度程度になります。

蒸留を続けていると段々度数が低く

なるので、それらや加水することで

通常販売されている25〜35度程度

の度数に調整するわけです。蒸留し

ていない越後武士が46度もあるの

が、どれぐらい驚異的かわかってい

ただけたでしょうか。

　これだけ度数が高いと、冷凍庫に

入れても完全には凍りません。そこ

で大学の研究室にある冷凍庫に保管

してもらい、飲む直前に出してもら

いました（写真4）。

　透明なカップに注ぐと、粘性の高

いトロッとした感じのお酒であるの

がわかり、目でも楽しめます。飲ん

でみると、日本酒の風味がありなが

ら、アルコール度数が高く、かつト

ロッとした舌触りも楽しめる、何と

も不思議なお酒です。ちなみに、酒

税法の関係から、扱いは日本酒では

なくリキュール類に分類されていま

す。こんな変わったお酒が飲めるの

も、OSCならではですね（？）。

　そのほかの度数の高いお酒も、参

加者に少しずつ飲んでみてもらいま

した。そうすると、意外と度数の低

いものをたくさん飲むより酔わない

もので、翌日もしっかりと運営にい

そしむことができました。

　次回は福岡、広島と連続して開催

されるOSC（主に懇親会）の様子をお

届けします。s

 ▼写真3　 大懇親会を後ろから。真ん中あたりに筆者がいるのです
が、隠れてしまってほとんど見えません

▶写真4
こちらが越後武
士。冷凍庫から出
したばかりなの
で、ボトルに霜が
付いているのが
わかるでしょう
か？

プラレール半加算器。写真奥側からスタートして、グ
ルグル廻りながら演算します

プラレールで作った 
半加算器の展示

　今回のOSC東京秋で注目の展示が、プラレールで
作った半加算器の展示です。プラレールには進路を変
更するポイント切り替えが行えるレールがありますが、こ
れを活用して値を保存し、演算を行うというものです。
　1回の演算を行うのに最長3分ほどかかるので、当た
り前ですがまったく実用性はないのですが、プラレール
が走っているのを眺めているだけでも楽しいものです。
次回のOSC東京春でも、再度展示をしたり、解説セミ
ナーなどをしてほしいとお願いしたので、期待したいで
すね。
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2016年もたくさん飛び回
りました

　早いもので、この連載も第12回。

1年経ってしまいました。2016年

のオープンソースカンファレンスも

OSC広島で無事に終了し、全14回

の開催をすべて終了しました。今年

も北は北海道から南は沖縄まで、全

国各地を飛び回る1年でした。

　今年は延べ参加者数が約7,000名

と、前年に比べて若干参加者が減っ

てしまいましたが、一方で各開催で

学生のみなさんに、積極的に参加、

交流してもらう機会を作ったことで、

内容的には充実していたように感じ

ます。とくに今回レポートする福岡

では、学生の活躍が目立ちました。

OSC福岡は 
10回目の開催

　OSC福岡は2007年12月に初開

催後、今年が10回目の開催でした。

過去には何度か会場に大学や専門学

校の校舎を使わせていただいたり、

学校の先生が実行委員に入ってくれ

たりと、学生のみなさんが参加しや

すい土壌です。今回も実行委員長を

福岡大学の学生である前田恵里さん

（写真1中央）が務めてくれました。

　直前のOSC東京秋にもスタッフ

として参加してもらい、運営に慣れ

てもらったおかげで、しっかりと大

任を果たしてくれました。今後、そ

のほかの地域で開催するOSCでも、

学生さんにリーダーとして頑張って

もらいたいですね。

　もちろん、ほかにも多くの学生さ

んがスタッフや講師を務めてくれま

した。たとえば、私も趣味で遊んで

いるRaspberry Pi を使ったオー

ディオ再生で出展してくれた松本壮

史さんは佐賀県在住の大学生ですが、

展示会場にたくさんのオーディオ機

器を持ち込んでデモ展示を行い（写

真2）、セミナーにもたくさんの参加

者を集めていました。ただ、セミ

ナーが30分で終わってしまったた

め、私も飛び入りでラズパイオー

ディオのネタを話させてもらいまし

た（ちょっと狙ってたのは秘密です）。

　こんな若者を、来年のOSCでも

たくさん発掘していきたいですね。

サプライズで第5回OSC
アワード表彰式

　閉会式では、1回目の開催から縁

の下の力持ちとして貢献していただ

いている坂本好夫さん（写真1右）に

OSCアワードを贈呈しました。サプ

ライズ受賞ということで最後まで

黙っていたのですが、何も言わなく

ても第1回のときに使ったスタッフ

Tシャツ（黄色）を着てきてくれてい

ました。偶然にも、私も試作した黄

色いスタッフTシャツ（現行デザイ

2016年のOSCも無事に終了第12回

 ▼写真1　 実行委員長の前田さん、OSCアワード受賞の坂
本さんと一緒に記念撮影

 ▼写真2　 松本さんの持ち込んだラズパイオーディオの
デモ機材。左上の銀色の筐体にRaspberry 
Piが組み込まれています

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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2016年のOSCも無事に終了第12回

ン）を着ていたので、新旧黄色Tシャ

ツでそろい踏み。表彰盾に刻んだお

名前が間違えているというアクシデ

ントがありつつも、和やかに表彰式

を執り行わせていただきました。

博多といえば 
中州の屋台ですよね

　さて、恒例のお酒の話。OSC福岡

では前日準備が終わったあと、前夜

祭をするのが恒例ですが、さらに2

次会では中州の屋台に繰り出しまし

た。屋台はたくさん並んでいますが、

今回は以前お邪魔したことがある「紀

文」さんに入りました。ほかの屋台

はどちらかというと観光客相手とい

う感じですが、こちらは正当派の屋

台です。美味しい焼き魚とお酒をい

ただき、翌日の本番に向けて鋭気を

養ったのでした。透明なビニール

シートで囲った屋台が多い中、格子

戸で囲われた屋台ですので見つけや

すいです。もし中州の屋台で行くと

ころに迷ったら探してみてください。

ただ、あまりお店にそぐわない雰囲

気の客だと思われると、店主の親父

さんに追い返されてしまうこともあ

るので注意してくださいね。親父さ

ん曰く、お客さんが楽しめる雰囲気

を大事にしているのだそうです。ガ

ンコ親父というわけではありません

ので、普通に行けば大丈夫です。

福岡の懇親会も 
持ち込みのお酒だらけ

　今回のOSC福岡の懇親会は、展

示会場を片付けてそのまま立食形式

で開催。ビールなども用意しました

が、やはりメインは各自持ち寄った

お酒の飲み比べです。九州のお酒と

いうとやはり焼酎ですが、鹿児島か

らの参加者の方が東京ではプレミア

ムな焼酎である「伊佐美」を持ってき

てくれたり、佐賀大学農学部で作ら

れている大学限定酒や、同じく佐賀

の「鍋島」など、美味しいお酒がたく

さん集まりました。

　OSC広島のレポートもしようと

思ったのですが、盛りだくさん過ぎ

たので、次回は広島、そして香川と

移動して学生さんたちと交流したお

話をしたいと思います。s

 ▼写真3　 今回も登場、日本MySQLユーザ会の
坂井 恵氏（右）も屋台まで付き合ってく
れました

▶写真4  懇親会後、みんなで記念撮影。美味しいお酒を飲み
過ぎて、みんなおかしくなっています

いいちこ日田蒸留所で記念撮影。こんなに巨大なボ
トルだったら、簡単には飲み終わらなさそうです

焼酎工場も見学してきました

　開催翌日の日曜日に代表的な焼酎である「いいちこ」
の日田蒸留所を見学してきました。偶然にも紅葉祭を開
催しており、アンケートに答えて試飲用ミニボトルをゲッ
ト。さらに試飲コーナーでさまざまな焼酎を飲んだ後、
自分の好みのいいちこが作れる原酒セットを購入。焼酎
を蒸留するときの圧力を、常圧（とくに圧力を変えない）
にしたり、減圧（圧力を下げる）したりすることで味が変
わるそうです。それらの原酒をブレンドすることでいろい
ろな味の銘柄が作られているとか。年末年始の休みの
間、じっくりと楽しもうと思います。
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はじめに

　前回OSC福岡関係の話だけで2

ページを使い切ってしまったので、

今回は2016年11月27日に開催さ

れたOSC広島を中心にレポートし

ます。OSC福岡の翌週に開催と、か

なりスケジュール的にも詰め詰めな

開催でしたが、学生さんがたくさん

参加してくれたことでたいへん盛り

上がりました。

呉旧鎮守府を巡る

　広島に入る前に、呉
くれ

まで足を伸ば

してみました。呉では、「大和ミュー

ジアム」や「てつのくじら館（海上自

衛隊呉史料館）」、「旧日本海軍の呉

鎮守府関係の史跡」などを見ること

ができます。また、船に乗って海上

自衛隊呉基地の港に係留されている

海上自衛隊の護衛艦を見るツアーも

出ているので、時間を確認して乗船

してみるといいでしょう。

　ランチは、呉海自カレーがお勧め

です。呉基地所属の艦艇のレシピで

作ったカレーが食べられます。お店

によって出てくるカレーの種類が違

うので、事前に調べておいた方がい

いかもしれません。

　また、「海軍さんの麦酒」という地

ビールがあったので飲みたかったの

ですが、直営店は平日昼間はお休み。

しかたがないので駅の売店で瓶入り

を購入して、広島行きの電車の中で

飲もうと思ったら、普通に混んでい

て飲めませんでした。こんなこと

だったら、駅で電車待ちの間に飲め

ばよかった！

OSC広島前日企画 学生
LT大会で大盛り上がり

　さて、OSC広島には、山陰地方の

島根、鳥取から学生さんが参加して

くれたほか、四国からも香川大学の

学生さんが30名以上、プログラミ

ングサークルの旅行として参加して

くれました。

　せっかくたくさん学生さんが参加

してくれるのに何もしないのはもっ

たいないので、前日企画として学生

LT大会を開催しました。発表者が全

部で40人近くとなったので、発表

時間は最短2分半、最長5分で、たっ

ぷり2時間以上の大LT大会を開催し

ました。「ほー」と思うような内容も

あり、たいへん盛り上がりました。

　さらに終了後は前夜祭です。ここ

からは中国地方DB勉強会のみなさ

んも合流し、前夜祭として50人近

くで盛り上がりました（写真1）。学

校間での交流も深まったようで、開

始前からよい雰囲気となりました。

　OSC広島本番（写真2）ももちろん

大盛り上がりでしたが、誌面の都合

で割愛します（書くことが多過ぎま

す！）。

OSC広島が終わったあと
は香川大学に

　OSC広島終了後、今度は筆者が香

川大学にお邪魔しました。OSC広島

への参加のお礼として、香川大学で

特別講義を行わせていただきました。

　広島から岡山まで新幹線、マリン

ライナーに乗り換えて瀬戸大橋を

渡って高松まで。うどん県に入った

わけですから、さっそく高松駅前の

「めりけん屋」でうどんを食べます

広島から香川まで、学生さんと交流第13回

 ▼写真1　 OSC広島前夜祭の様子。中央のピースサインは香川大学の花川
直己さん

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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広島から香川まで、学生さんと交流第13回

（写真3）。さらにタクシーで香川大

学に移動したら、学生さんが近所の

うどん屋に案内してくれてさらにう

どんです。おそるべし、うどん県。

　夕方から、2時間ほど学生さん向

けに講義を行いました。『オープン

ソースコミュニティによる技術交流

の重要性』というタイトルで、OSC

を10年以上続けてきたことにより

わかったコミュニティのあり方や、

技術を身につけていくうえでのコ

ミュニティとの付き合い方などをお

話しました。当初は1時間ぐらい話

して、あとは質疑応答と考えていま

したが、思った以上に熱が入ってし

まって時間一杯まで話してしまいま

した。講義終了後は学生のみなさん

と中華料理屋さんで食事会。この場

でいろいろと質問してもらえたので

結果オーライですかね。

香川に来たら金比羅さん
にお参りを

　香川には何度も来ていますが、前

回来たときにいただいたお札をお返

しに、ということで金比羅さんにお

参りしてきました。金比羅さんは高

松から南西に1時間ほど行ったとこ

ろにあります。高松から琴平電鉄と

いうローカル線が出ているので、こ

とこと揺られて向かいます。この路

線、ものすごく揺れるので、乗り物

酔いする人は注意してください。終

点の琴電琴平駅から参道を抜けてい

くと、金比羅さんにお参りするため

の階段が現れます。登り始める前に、

朝ご飯代わりに讃岐うどんをいただ

いておきます（2日間で3食目）。

　大門まで365段の間、階段の両脇

はお土産屋さんなどが立ち並んでい

るので、なんとなく眺めながら登っ

ていきましょう。実はこのエリアの

階段はあまり休めるところがなく、

傾斜もきつくてたいへんだったりし

ます。大門をくぐると境内に入り、

時折階段が出てくる程度に変わりま

す。きつい傾斜の階段を休みなく延々

と登らされることはなくなります。

　785段を登りきると御本宮に到着

です。お参りしたあと、古いお札を

お返しし、新しい「会社繁栄」のお札

をいただきます（写真4）。このお札

もまた、次回お返しに来ないといけ

ないですね。展望台からは香川の景

色を遠くまで見ることができます。

　お役目を終えたので下山し、門前

にある酒造所「西野金陵」さんに立ち

寄ります（写真5）。いろいろと試飲

させてもらい、最終的に美味しかっ

た特別純米酒をお土産に購入。

　その後、琴平温泉の日帰り入浴で

汗を流し、JRに乗り換えて丸亀に向

かいます。丸亀城に行くことを勧め

られたのですが、こちらも急坂を登

らないといけない山城です。本丸か

ら見える瀬戸内海の景色は格別でし

た。s

 ▼写真3　 めりけん屋の肉ぶっかけうど
ん。高松駅前なので、気軽に
本場の讃岐うどんが楽しめる
人気店です

 ▼写真2　 OSC広島終了後の記念撮影。最後のライトニングトークまで大
盛り上がりでした

▶写真4  金比羅さんの御札をいた
だきました。頑張って登っ
たかいがありました。
「金」の文字が独特です

▶写真5  西野金陵さん。以前は金
比羅さんの門前で日本酒
造りをしていたそうです
が、今は元酒蔵が博物館と
試飲販売になっています
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大盛況のOSC大阪で
2017年はスタート

　2017年最初のオープンソースカ

ンファレンスは大阪からスタートで

す。大阪での開催は、これまで企業

向けの内容に絞った「OSC.Enter 

prise」という名前での開催でした。

企業向けなので、セミナーや展示も

協賛企業中心ですし、平日開催とい

うことで、参加者も200名ほどのや

やこぢんまりとした開催になってい

ました。

　「大阪をもっと盛り上げたい！」と

いうことで、今回は土曜日開催、会

場も広い展示スペースとたくさんの

セミナー会場を用意して、いろいろ

なOSSコミュニティのみなさんにも

積極的に出展してもらえるように変

更しました。

　これだけの規模になると、搬入す

る荷物や事前準備も必要となるので、

前日準備の時間を取るようにしてい

ます。一方、ただ準備だけしていて

も時間がもったいないので、大きめ

のセミナー会場を1つだけ用意して、

お仕事的にも興味を持ってもらえそ

うなテーマのセミナーを開催してい

る裏で、前日準備を行うようにして

います。これを「1.5日開催」と呼ん

でいます。今のところ、北海道、名

古屋、大阪、福岡といった中規模な

開催はすべてこの1.5日開催のスタ

イルをとっています。

　今回は、たとえば筆者はDevOps

についてお話をしたこともあり、金

曜日であるにもかかわらず、それぞ

れのセミナーに常時50名近く、1日

全体で見るとユニークで100名弱の

方が参加してくれました（写真1）。

　さらに翌日の本番は400名の来場

者がありましたので、合計でのべ

500名近くの方にお越しいただきま

した。想定以上の方が来てくれたの

は、企画者冥利に尽きるというもの

です（写真2）。次回はさらにたくさ

んの方に楽しんでもらえるように頑

張りたいですね。

大阪は今、裏なんばが熱
い！？

　「食い倒れの街」大阪ですが、グリ

コの看板で有名な道頓堀のあたりは、

観光客で溢
あふ

れかえっています。そこ

で今、飲み屋街として注目されてい

るのが「裏なんば」と呼ばれるあたり

と紹介されて、ここ最近は大阪出張

のたびに開拓に勤
いそ

しんでいます。

　場所としては、千日前から日本橋

のあたりなのですが、行き方として

は吉本興業のお笑いで有名な「なん

ばグランド花月」から千日前の道具

屋筋（調理器具を扱っているお店が

たくさん集まっている、東京でいえ

ばかっぱ橋みたいなところ）を少し

入っていったあたりです。大小取り

混ぜたいろいろな飲み屋さんがたく

さん並んでいて、多くのお客さんで

賑わっています。

　筆者が好きなのは和風の立ち飲み

屋さんなので、自然と日本酒中心に

なります。最近、毎回お伺いしてい

るのが「地酒立呑み

『最』」という立ち飲

みのお店で、日本酒

好きの人たちが集

まっています。大き

な業務用冷蔵庫に入

れられた日本酒（お

米のジュースと呼ば

れている）から、呑

みきりサイズのグラ

大阪は裏なんばが熱いし、OSC大阪も熱かった第14回

 ▼写真1　 1日目終了後、準備スタッフで食事。
今回も香川大学から学生スタッフが3
名参加してくれました

 ▼写真2　 出展ブースになぜかPC-6001
（愛称パピコン）が！　筆者が一番
最初に買ったコンピュータです

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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大阪は裏なんばが熱いし、OSC大阪も熱かった第14回

スでいろいろな種類のお酒が楽しめ

るという、筆者にとっては最高のお

店です（写真3）。

　今回は前夜祭ということで、木曜

日の夜に出撃しました。たまたま隣

になった常連さんに、お勧めのお酒

を聞いたりして、楽しく過ごしまし

た。こういう楽しみがあるから、全

国各地のOSC開催に廻れるんだよ

な〜、とモチベーションアップにつ

ながっているのを感じますね。

終了後の懇親会も大盛り
上がり

　土曜日の開催になったおかげで、

OSC終了後の懇親会は70名以上が

参加し、大盛り上がりでした（椅子

が足りないハメに）。会場は「ドル

フィンズ」というベルギービールの

お店で、昔からなぜかオープンソー

ス界隈では人気のお店です（写真4）。

普通のビールが飲み放題だったので

すが、ベルギービールが通常の半額

ということで、カウンターには長蛇

の列が。私もベルギービールの代表

格「ヒューガルデンホワイト」を注文

してみました。それもダブルで。ダ

ブルにすると、巨大なグラスで出て

きます。どれぐらい巨大なのかわか

るように、今回出展スタッフとして

参加して、懇親会にも来てくれてい

た「IoT女子注1」の菅野あすかさんに

持ってもらいました（写真5）。だい

注1） http://iot-jyoshi.com/

たい600mlぐらい入っていて、ゆっ

くりと楽しめます。

　さらに有名なフルーツビール（ビー

ルに果物を漬け込んで造る）の「ベル

ビュークリーク」も呑んだりして、ベ

ルギービールを堪能して大盛り上が

りの懇親会でした。多分、次回もこ

の店になると思いますが、椅子が足

りないのをどうするか、ですね。s

 ▼写真3　 裏なんば「地酒立呑み『最』」の店内。こん
なふうに日本酒がズラッと並んでいます

 ▼写真5
 「I oT 女子」の
菅野あすかさ
ん。顔が小さい
ので、なおさら
グラスが大きく
見えます

▶写真4  懇親会の様子。次のコミュニティ活動のための英気
を養っています

左上のカラフルなお香を10個選んで自分の
香りを作ります。理科の実験みたいですね

できあがった匂い袋。大きいほうは箪
たんす

笥に入
れて、衣類に香りが移るのを楽しんでいます

京都でお香作りを楽しむ

　突然ですが、筆者はお香が好きです。去年のOSC京
都終了後、京都のお香の老舗「松栄堂」本店で買い物を
したところ、京都・嵐山店で使えるお香作り体験の無料
券が当たりました。そこでOSC大阪終了後、嵐山に立
ち寄ってお香作りを体験してみました。お香にはさまざ
まな種類があり、それぞれ香りもかなり違います。タブ
レット状に固めてある7種類あるお香から10個選んで、
乳鉢ですり潰します。粉末状になったお香を不織布の袋
に入れ、和紙で包むとオリジナル匂い袋の完成です。
　女子力高めの趣味に見えるかもしれませんが、夜に自
分の好きなお香を焚くとリラックスできます。アロマに
比べて、線香に火を点けるだけで簡単なのも魅力です。
機会があれば、ぜひ試してみてください。
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毎度お馴染み
明星大学での開催です

　オープンソースカンファレンスで

規模の大きい開催は東京と京都です

が、東京は春秋2回の開催です。今

回のOSC2017東京春も、毎回おな

じみ東京都日野市にある明星大学の

キャンパスをお借りして開催されま

した。

　毎回、いろいろな人に「遠い！」と

言われてしまうのですが、開催規模

に対して安価に、かつ広いスペース

を取ることができる場所がほとんど

ありません。都心からの距離を抜き

にすれば、大学関係の方々にもたい

へんご協力をいただいており、かつ

今のところよい代替案がないことも

あって、毎回明星大学のキャンパス

をお借りして開催しているしだいで

す（写真1）。いつもありがとうござ

います。

OSSは「普通」になり過
ぎてしまったのですか？

　今回の開催では、初日の3月10日

（金）に600名、3月11日（土）に700

名、両日合わせて1,300名の来場者

がありました。また、展示ブースも

5教室、セミナーも数え切れないぐ

らい開催され、盛況の内に終了でき

ました。

　しかし一方で、来場者合計数は

年々減少しているのも事実です。以

前なら700名、800名の合計1,500

名ぐらいは来るかな？と予測してい

ましたが、今回はやや無難な数字に

落ち着いてしまいました。

　減少傾向の理由はいろいろとある

かと思いますが、一番大きな理由は

「オープンソースが普通になった」と

いうことが挙げられるのではないで

しょうか。

　OSCをスタートした10年以上前

は、OSSの利用に

対して懐疑的な意

見も多かったの

で、活用事例や技

術解説が多く求め

られていました。

しかし、現在では

業務システムでの

OSS活用は当た

り前ですし、事例

や技術情報はネッ

ト上に溢
あふ

れていま

す。わざわざ情報収集のためにOSC

に来るインセンティブが働きにくい

のは事実です。

　しかし、OSCのような集まりに価

値や魅力がなくなったわけではあり

ません。実際、会場内は和やかに、

かつ活気に溢れていましたし、初日

の金曜日の夕方には、詰め襟学生服

を着た高校生が連れだって来場して

くれました。土曜日はお子さん連れ

の方が多数来場してくれていました

（写真2）。

　Twitter上でもたくさんの「すごー

い！」「たーのしー！」が溢れていま

す。ぜひ、ハッシュタグ#osc17tk

で検索してみてください。この雰囲

気を大事にしながら、今後も継続的

にOSCを開催していきたいですね。

「変わらないでいるためには変わら

ないといけない」ということで、い

くつか新たな取り組みを始めていま

すので紹介したいと思います。

今、あらためて
入門セミナーをやる意味

　まず最初に紹介したい取り組みが、

入門セミナーを企画開催したことで

す。開催したセミナーは以下のとお

りです。

・コマンド入門
・Linuxインストール入門
・Linuxシステム管理入門
・ファイルサーバ入門

春だからこそ入門したいよね第15回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　 当日早朝からの準備に備えて、高幡不動に
泊まり込む弊社スタッフ。夜はホテルの部屋
で「けものフレンズ」鑑賞会
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春だからこそ入門したいよね第15回

　どれもこれも、Linuxなどを日常

的に使っている本誌読者には今さら

感があるテーマかもしれません。し

かし、まだまだこれからLinuxや

OSSを使い始めたい、という初心者

はいるものです。実際、各セミナー

とも参加者は40名以上で教室は満

席になっており、入門セミナーを目

的にOSCに参加した、という人も

多くいました。まだまだ、OSSの仲

間に加わりたい人はたくさんいるよ

うです。

　今回の入門セミナーは、有志が講

師を務めましたが、作成した資料は

クリエイティブコモンズでライセン

スして自由に再利用できるようにし

ました。さらに、今後の東京以外の

地域でのOSCでも開催していく予

定です。データベース入門など、そ

のほかのテーマの入門セミナーも順

次そろえていこうと考えています。

　継続的に開催してきているからこ

そ、振り返って、これからの人たち

のための情報発信もしていかないと

いけないですね。

OSC学生スカラーシップ
制度を始めます

　もう1つの取り組みが、OSCに出

展したい学生に対して交通費などを

補助するOSC学生スカラーシップ

制度です。これまでもたくさんの学

生スタッフが運営を担ったり、OSC

に出展している様子をこの連載で紹

介しました（写真3）。

　意欲のある学生に対して、ほかの

地域のOSCへの出展を支援してい

きます。今回はこの制度の原資とし

て、3年間で300万円まで使える予

算を確保しました。予算を明確にし

たことで、より積極的に支援が行え

るようになるかと思います。全国各

地の若者を発掘して、OSCで次々と

デビューさせていきますよ！　ご期

待ください。s

 ▼写真3　 恒例の学生スタッフとサイゼリヤで打ち上げ。今回
もたくさんの学生スタッフが手伝ってくれました

 ▼写真2　 NTTデータの「Hinemos」のマスコット
キャラ「もにた」と来場されたお子さん

いつものように懇親会も
盛大に

　「OSCの半分は懇親会でできている」は誰か
の名言ですが、今回も盛大に開催されました。
今回は、さくらインターネットのエバンジェリ
ストである横田真俊氏と2人で「あすなろブラ
ザーズ」を結成して、「2017年5大ニュース」と
題したかけあい漫才をしたり、毎度お馴染み
お酒を持ち寄る「Bar root」を開店したりと大忙
しでした。また、OSC2015東京秋（第4回）
から出展していただいているサードウェアさん
から20周年記念の紅白まんじゅうが来場者に
配られたりして、OSCの夜は更けていくのでし
た。みんな、明日もあるんだからな！

◀ ライトニングトークの司会
をしてくれた IoT女子の
みなさん。懇親会でもい
ろいろな人と交流してく
れました

▼ サードウェアの久保元治
社長から紅白まんじゅう
をいただきました。20周
年おめでとうございます
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GW明けまでOSCはお休
みです

　オープンソースカンファレンスは、

ほぼ毎月のように開催されているた

め、この連載もOSC開催に連動し

て執筆しています。ただし、3月末

から4月中は年度の切り替わりとい

うこともあって、OSCを開催するこ

とがありません。そこで今回は、秋

葉原にあるよい感じの飲み屋さんを

紹介します。しかし、ただ紹介する

だけでは成立しないので、あれこれ

悩んだあげく、本誌の編集長である

池本公平氏をお誘いして、美味しい

お酒を楽しみつつ、雑誌作りへの思

いをお聞きしました（写真1）。

　まず向かったのは、秋葉原駅から

電気街に出て徒歩3分ほどにある

バー「G
ゲ ー ジ

auge（Report参照）」です。

SDでスキルを身につけて
もらいたい

　まず、一番気になるのはSDの編

集方針です。雑誌の方針は時代の流

れとともに変わっていくわけですが、

現在の方針を聞くと「スキルを身に

つけることができる記事を掲載して

います」とのこと。

　確かにSDのキャッチフレーズは

「OSとネットワーク，IT環境を支え

るエンジニアの総合誌」ですが、単

に新しい技術などを紹介する記事で

はなく、実際に試せる、業務に取り

入れられる実践的な内容が多いよう

に感じます。

　また、執筆者の顔ぶれを見ると、

現場で実践的に何かをやられている

方がほとんどです。「活きたスキル」

に触れる機会を頻繁に作るというの

は、Webの速報性と書籍の専門性の

間にはまる形になる雑誌というメ

ディアの性質なのでしょうね。

読者の年齢層が若返って
きている

　SD編集部に配属された8年前、平

均読者年齢が40〜50代になってい

て、このままでは雑誌が続

かないという危機感にさい

なまれたということです。

そこでシェルスクリプトや

ログ管理などの若返り企画

を推進することで、ITの学

習色を濃くしたのですが、

結果として若い読者の呼び

込みに成功して、今は20〜

30代の読者が主となってい

るとのこと。とくにデータベースの

記事は読者からの反応がよいようで

す。「SQLを身につければ、長く食

べられるスキルになる」というお話

は、私自身が新卒で日本オラクルに

入社してデータベースやSQLを身に

つけ、いまだにそれで食べられてい

ることからも、納得感があります。

技術者としての働き方

　話題は技術者の働き方の話に。こ

れは最近、私が感じていることです

が、自分の得意なスキルを活かして

活躍する「エンジニア」というより

も、仕事として言われたことだけを

こなす「サラリーマン」な技術者が増

えているような気がしています。池

本さんからは、これまで見てきたさ

まざまなエンジニアのお話を伺えま

した。学生時代から頭角を現した人

もいれば、地道な努力をしているう

ちに機会をとらえて世の中に出た人

もいます。

　共通しているのは自分の好きなこ

とを一生懸命にやっているというこ

と。そこがサラリーマン的な技術者

との決定的な違いでしょうか。もち

ろん、誰もがすごいエンジニアにな

れるわけではありませんが、何かの

きっかけでその人が大きく変わるこ

とを見てきているので、SDの記事

がそのようなきっかけ作りになれば、

という思いがあるのですね。今年の

4月号では、新人向けの第1特集で

サラリーマンになるな、エンジニアになれ!第16回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　 まずはカウンターで乾杯。私はい
きなり日本酒から入ってます
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サラリーマンになるな、エンジニアになれ!第16回

私も少し記事を書かせていただきま

したが、あの記事をきっかけにエン

ジニアとして成長してくれたらうれ

しいですね。

今後の方向性は？

　今後の誌面作りの方向性を伺った

ところ、引き続き「OS、ネットワー

ク、インフラ」をしっかりと押さえ

ていくとのことでした。現在、紙媒

体の雑誌が少なくなっている中、イ

ンフラ系エンジニアが楽しく読める

雑誌はSDしかありませんから、今

の路線を踏襲してくれるのは私も賛

成です。ただ、同じネタを2回も3

回も取り上げると飽きられてしまう

のが悩みの種とか。一方で、あまり

奇をてらい過ぎたネタは万人向けで

はないですし、バランスが難しいと

ころですね。私自身、この連載がエ

ンジニアのみなさんの一服の清涼剤

になればと思って、今後も頑張って

連載を続けていこうかと思います。

　このあたりでお

店も混み合ってきた

ので河岸を変えて、

昔は万世橋駅だっ 

た場所を改装した

「マーチエキュート

神田万世橋」にある

「常陸野ブルーイン

グ・ラボ」に移動（写

真4）。さまざまな

クラフトビールを堪

能しました。ただ、今回はあえて会

話を録音しなかったので、このあた

りからは何を話したのか全然覚えて

いませんが、今後のSDに期待でき

る楽しいお話で盛り上がったことは

間違いありません。s

 ▼写真3　 テーブル席に移動して、議論白熱です。お酒も
進みます（日本酒2杯目）

 ▼写真2　 お酒のボトルの上にヴィンテージの計測機器が
ずらりと。最高の肴ですね

バー「G
ゲ ー ジ

auge」

　秋葉原で買い物をしたあとに立ち寄
りたい、大人のバーとしてご紹介した
いのが「Gauge」です。Gaugeは、オ
シロスコープなどの計測機器を扱って
いる老舗「東洋計測器」が経営してい
る計測器バーで、「計測器ランド」の
お隣にあります。店内は真空管アンプ
のオーディオでBGMが流れる中、
ヴィンテージの計測機器を眺めなが
ら、美味しいお酒が楽しめます（写真
2、3）。

　とくに日本酒、焼酎の品揃えがす
ばらしく、ほかのお店ではなかなか
飲めないような逸品が味わえるので、
ついつい通ってしまいます。
　銘木から切り出したテーブル、カ
ウンターもすばらしく、カウンターで
1人グラスを傾けながら、電気街巡
りの疲れを癒すのもいいですね。

 URL  http://cn493.sakura.ne.jp/gauge/

 店内だけでなく、お店の外にも
ヴィンテージの計測機器が展示さ
れています

▼写真4　 クラフトビールで2次会。キャッシュオンデ
リバリーなので1杯から楽しめます

▶
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コミュニティ活動とは

　普段、OSCの事務局のような裏方

で忙しく活動しているため、私自身

は特定のコミュニティでの活動は 

していませんでした。ですが最近、

Raspberry Piで音楽を聴く「ラズパ

イオーディオの会（@RasPiAudio）」

というコミュニティを立ち上げて、

OSCだけでなく外部のイベントにも

出展して普及・啓蒙活動を開始しま

した。今回は「コミュニティ活動と

はこんな感じ」というお話をしたい

と思います。

ラズパイオーディオとは？

　Raspberry Piはみなさんお馴染

みだと思いますが、Raspberry Piで

オーディオ、となると「？」な人が多

いのではないでしょうか。

　パソコンで本格的にオーディオ 

を聴くには、オーディオインター

フェースをUSBで接続するのが一

般的な方法です。実はRaspberry Pi

上で動作するLinuxも、このUSB

オーディオインターフェースがあっ

さりと動作します。そして、Linux

カーネルのオーディオのしくみであ

る ALSA（Advanced Linux Sound 

Architecture）や、音楽再生を担当

する MID（Music Player Daemon）

などを組み合わせれば、MP3や

FLAC（ Free Lossless Audio 

Codec）などの楽曲データを高音質

で再生できるというわけです。もち

ろん、ハイレゾにも対応しています。

　Raspberry Pi で動作するオー

ディオ専用のディストリビューショ

ンも各種用意されています。よく使

われるのは「Vo lum io  2注1」です。

Webアプリでの操作だけでなく、専

用のアプリでスマホをリモコンとし

て使うこともできます。楽曲データ

はNASに入れたりと、エンジニア

スキルを活かせるのもおもしろいと

ころです。

ラズパイオーディオの会
としての活動

　ラズパイオーディオの会は、2016

年11月開催のOSC福岡から活動を

開始しました。当時、佐賀在住の座

布団1枚会長（@zabuton1mai）が

OSC福岡に出展、セミナーを開催し

たところから結成されました。その

ときの様子は本連載第12回（2017

年2月号）でも書いています。

　コミュニティ活動といっても、各

人がTwitterなどで情報発信したり、

メーリングリストでやりとりしたり

するのが中心です。また、オーディ

オ系のイベントにも出展してラズパ

イオーディオをアピールしたりもし

ていますので、そのときの様子を紹

介したいと思います。

注1） https://github.com/volumio/
Volumio2

ヘッドフォン祭りに出展

　まず、4月29日（土）、30日（日）

に中野サンプラザで開催された「ヘッ

ドフォン祭り」に出展しました。活

動を支援していただいている出版社

「ステレオサウンド」のブースを一部

間借りしました。

　イベント名称のとおりヘッドフォ

ン好きの人が集まるので、Rasp 

berry Piが小さくて持ち運びもでき

る、モバイルバッテリで駆動できる

ところをアピール。さらに試作品で

すが、Raspberry Pi Zeroで使用す

る「SabreberryDAC ZERO」も展示

させていただきました（写真1）。開

発者のたかじんさん注2、ありがとう

ございました。

　また、会長と私しかいないラズパ

イオーディオの会だけでは心許ない

ので、この連載では常連となりつつ

注2） http://nw-electric.way-nifty.com/
blog/

ラズパイオーディオの会でコミュニティ活動第17回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　 「SabreberryDAC ZERO」
を先行展示。わざわざこれ
の音を聴きに来てくれる人も
いました
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ラズパイオーディオの会でコミュニティ活動第17回

あるIoT女子（#IoT女子）のみなさん

に応援に来てもらいました（写真2）。

ブースがグッと華やかになりますね。

　やはりIT系とは来場者層が異なる

ため、「Raspberry Piはなんとなく

知っている」「興味はあるけどどう始

めていいかわからない」という人が

圧倒的に多く、かなり開拓の余地が

ありそうです。

　Raspberry Piを使ったオーディ

オ機器を開発するメーカーのコン

ソーシアムが結成されており、この

イベントでケースの試作品も展示さ

れていましたから、オーディオ業界

でRaspberry Piが広まる日はそう

遠くないかもしれません。

OTOTENに出展

　続いて、5月13日（土）、14日（日）

に東京国際フォーラムで開催され 

た「OTOTEN（音展）」にも出展しま

した。同様にステレオサウンドさん

のブースを間借りしましたが、こち

らのイベントはハイエンドオーディ

オ中心のイベントですので、Rasp 

berry PiにUSB接続のDAC＋アン

プをつないで、スピーカーで音楽を

鳴らすデモを実施しました（写真3）。

　来場者層もアナログオーディオ愛

好家が中心のため、デジタルオー

ディオにはあまり詳しくない方が多

く、基本的なところから紹介するこ

とが多かったように思います。ハイ

エンド市場にRaspberry Piが食い

込んで行くには、もう少し時間がか

かりそうです。

　こんな感じで、ラズパイオーディ

オの会の活動を行っています。いろ

いろな人と趣味の話をするのは楽し

いですから、まずは好きな何かでコ

ミュニティ活動を始めてみてはいか

がでしょうか？s

 ▼写真3　 OTOTENでの出展の様子。エレベーターの前な
ので、たくさんの人が立ち寄ってくれました

 ▼写真2　 IoT女子のみなさん。事前の勉強会でラズパイ
オーディオの予習もバッチリです

京都奈良で
　日本酒三昧

　ヘッドフォン祭りは2日間でしたが、筆
者は初日だけの参加で、翌日から京都・奈
良への旅に出かけました。テーマは「日本
酒」です。
　まず向かったのは伏見。軽く散策しつ
つ酒蔵さんに立ち寄ったり、酒屋さんで
伏見のお酒を飲み比べたりしました。次に
向かったのが奈良の大

おおみわ

神神社です。酒造
りの神様として信仰されています。そのあ
と、昼間は室生寺や吉野山などに足を運
び、夜は奈良の日本酒が堪能できる酒屋
「なら泉勇斎」であれこれと飲み比べしてき
ました。奈良の日本酒、美味しいですよ。

◀ 大神神社の境内に
は奈良県内から奉
納された酒樽が並
べられています

▲ 酒屋「なら泉勇斎」。奈
良県内のお酒を100
種類以上試飲・購入で
きます

▼ 活
いくひ

日神社。杜氏の祖先神 高橋活
いくひのみこと

日命
を奉っています
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尾張名古屋は手羽先でもつ

　今年度のOSCシーズンが始まり

ました。今回は5月27日（土）に開

催されたOSC名古屋、そして9月2

日（土）に開催予定のOSC千葉の会

場下見の様子などをお送りします。

学生スタッフが支えてくれ
たOSC名古屋

　OSC名古屋は1日で500名が参

加する、全国の中では比較的大規模

な開催となる地域です。そのため、

これまで会場が名古屋市立大学、名

古屋国際センター、そして昨年から

は吹上ホールと、より大きな会場へ

と変更になっています。ちなみに吹

上ホールは展示即売会が行われてい

るような施設で、今回もお隣ではピ

アノの展示販売が行われていました。

　会場が大きくなってゆったりして

いいのですが、その分準備に手間が

かかります。毎回、スタッフ確保に

苦労するのですが、今回は「東海道

らぐ」「SWEST＆LED-Camp」「中部

大学」「名古屋工業大学」「名古屋市立

大学」など多数のご協力で、前日準

備や当日運営を行えました。アルバ

イトなどで人手をまかなうのは簡単

なのですが、こうやっていろいろな方、

とくに学生さんたちに運営を支えて

もらうことで、この経験が今後何か

の役に立てばいいなと思います。前

日準備終了後は、みなさんを労うた

めに会場近くの「元祖手羽先 風来坊」

で手羽先を堪能しました（写真1）。

懇親会の料理が瞬殺に

　OSC名古屋（写真2）終了後の懇親

会での出来事です。私は荷物がすべ

て搬出されて、会場を返却してから

懇親会会場に向かったのですが、途

中で「料理が食べ尽くされました」と

のメッセージが届きました。予約時

より多少人数は増えましたが、たっ

た15分で料理が終わってしまうのは

尋常ではありません。大急ぎで現場

に急行しました。原因は、事前にや

りとりをしていたお店側の担当者が

不在で、事前打ち合わせの内容が当

日の担当者に伝わっていなかったこ

と。現地で幹事を務めてくれた方が、

お店側と交渉してアレこれと追加し

てもらえましたが、参加していただ

いたみなさんには少し不満が残って

しまったかもしれませんね。

　OSCのようなイベントだと、なぜ

か立食形式の懇親会では料理がすぐ

になくなってしまうことが多いです。

OSC名古屋とご当地カントリーマアム第18回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　 風来坊の手羽先。美味し
かったので2回も3回もお
かわりすることに

 ▼写真3　 飲み足りない面々は2次会で多いに盛り上がり
ました。名古屋の夜はまだこれからです

 ▼写真2　 OSC名古屋の受付スタッフは、名古屋市立大
学の学生で、博物館の企画をサポートするボ
ランティアサークルMAROのみなさん
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OSC名古屋とご当地カントリーマアム第18回

これがビジネス系の懇親会ですと料

理は余り気味になるのはなぜでしょ

う。対策として、おやつなどを出し

て空腹感を紛らわす、とにかく炭水

化物を多めにするなどがあります

が、根本的な解決は難しいものがあ

ります。このあたりがイベント運営

のおもしろさでもあるのですけどね。

　結局、物足りない連中は、会場か

らのシャトルバスで最寄り駅まで

送ってもらったあと、2次会（写真3）

で食べ、さらに3次会で飲み、名古

屋の夜は更けていくのでした。

ご当地カントリーマアム

　いつからか、「OSCといえばカン

トリーマアム」というツイートをす

るようになりました。もともとは運

営スタッフ用に、美味しく、個包装

なので余っても困らないので用意を

していたのです。最近では、「ご当

地カントリーマアム」をお土産や差

し入れとしていただくようになりま

した。そういえば前回のOSC名古

屋のときには、大阪から参加してく

れた高校生が「神戸プリン風味」のカ

ントリーマアムを差し入れてくれま

した。

　今回のご当地カントリーマアムは、

名古屋といえば「小倉トースト風味

（写真4）」。「お味は？」というと、普

通に小倉味で美味しかったです。

OSC千葉の会場は千葉
工業大学

　昨年はアンカンファレンス形式で

開催した千葉ですが、今年

は若干ステップアップして

150名の大教室とブース

展示での開催となります。

開催は千葉工業大学で9月

2日（土）です。「OSC東京

はちょっと遠くて」という

千葉県民のみなさん、ぜひ

当日はご参加ください。

　どのような形で開催できるか検討

するため、また実行委員会で意見交

換を行うため、会場を下見してきま

した（写真5）。

　下見には何名か在学中の学生さん

に参加してもらえました。当日、単

なるお客さんとして参加するのでは

なく、企画段階から入ってもらえる

ことで何かを学び取ってもらえれば

と思っています。

　会場は教室も広いですし、展示ス

ペース用の廊下部分もゆったりして

いるので、当日はじっくりとセミ

ナー、ブース展示見学をしてもらえ

そうです。開催が楽しみですね。s

 ▼写真5　 千葉工業大学の会場下見。机の並べ方な
どを頭の中でシミュレーションしていきます

 ▼写真4
　 小倉トースト風味。実はOSC
名古屋の翌日に開催されてい
たAndroidイベントへの差し
入れだったりします

大阪、京都と関西方面も盛り上
がってきました

　千葉会場下見の翌日は大阪へ出張です。大阪での
開催は今年も来年も1月ですが、「この間も実行委員
会中心に少しずつでも集まろう」ということで、LT大会
を企画してもらいました。当日は前回の実行委員だけ
でなく、新しい人も参加して、ビール＆ピザでお互いの
LT発表を楽しみました。来年1月の開催までさらに何
回か開催して結束を強めていきたいところです。
　その後は京都に移動して、8月開催に向けての決起
集会です。実行委員だけでなく、ITとはまったく関係
ない人たちにも声をかけて参加してもらい、いろいろ
と話を聞きました。「WordPressでWebサイト作りを
始めてみたい」という意見が出たので、さっそくOSC
京都ではWordPress入門のセミナーを開催してみよう

ということになりました。このような形で、どんどん
ニーズを満たすセミナーを企画していきたいですね。
　さて、この文章は沖縄行きの飛行機の中で書いてい
ます。次回はOSC沖縄の様子をレポートしたいと思
います。もちろん、オリオンビールと泡盛も。

▶ 京都での決起集会
の様子。すでに
グッスリと寝てし
まっている人も？

◀ さくらインターネッ
トの林 雅也氏の紙
LT。少人数ならこ
れもアリですね
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宮原流リモートワークの
ご紹介

　OSCで全国を飛び回っているな

か、とくに好きなのが沖縄です。

OSC沖縄を2005年に初開催して以

来、毎年のように開催していますが、

ここ最近はOSC終了後、離島にし

ばらく行くのを習慣にしています。

　今 回 は 6 月 15 日（木）に 沖 縄 に

入ったあと、6月25日（日）まで10

泊11日の長期滞在となりました。も

ちろん、その間遊んでいたわけでは

なく、石垣島に行ってリモートワー

クをしたりしていたので、今回は日

記ふうに、その11日間を綴ってみ

たいと思います。
July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday

15 雨の沖縄

　午後から沖縄に移動。沖縄はまだ

梅雨が明けていないということで雨。

到着後、沖縄に来たら必ず行く

「ジャッキーステーキハウス」で食事。

毎回供される謎の白いスープがある

のですが、今回なぜか味が美味しく

なっていて、逆に物足りなさを感じ

ます。その後、4月から私の会社に

新卒入社した北村壮大氏、本コー

ナー常連の坂井恵氏と一緒に牧志公

設市場の裏手にある立ち飲み屋でせ

んべろ注1（写真1）。

July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday
16 美ら海水族館→会場設営

　スタッフと一緒に美ら海水族館ま

で。名護市のオリオンビール工場で

美味しいビールを試飲。いつもはド

ライバーですが、今回は坂井氏が運

転してくれたので飲めました。感謝。

　夕方からOSC会場の設営を1時間

ほど行いました。終了後、海鮮居酒

屋で沖縄の美味しい魚を堪能。2次

会は泡盛専門バー「泡盛倉庫」で泡盛

の古酒を満喫。AKB総選挙は中止に。

July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday
17 OSC当日→琉球居酒屋

　OSC当日。雨はまだ降っていまし

注1） 千円でべろべろに酔える、が由来の
低価格で飲める居酒屋や立ち飲み店。

たが、今回の会場はモノレール駅か

らほど近く、影響少なし。参加者は

100名程度と例年並み。展示スペー

スをゆったりと取ったので快適でし

た。終了後、琉球居酒屋で懇親会。

2次会は泡盛倉庫（写真2）。

　やや飲み足りなかったので、工藤 

淳氏と居酒屋で刺身にビール。この

時点で深夜1時。お疲れ様でした。

July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday
18 那覇市観光

　スタッフと那覇市内観光。識名園、

首里城、牧志公設市場、壺屋の焼物

街をブラブラ。疲れを癒すために昼

寝後、沖縄転勤中の友人と合流して

「肉山」で肉を味わいました。
July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday

19 沖縄オープンラボ訪問

　6月から加入した沖縄オープンラ

ボ（うるま市）を訪問し、午前午後

じっくりとディスカッション。終了

後、那覇市内に戻り、ヘリオス酒造

の直営店でビール三昧懇親会。2次

会は泡盛倉庫へ行きました。

OSC沖縄のついでに石垣島で
リモートワークしてみた第19回

 ▼写真3  日本UNIXユーザ会の法林
浩之氏と。離島ターミナル
は八重山の各島への高速
船が発着しています

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真2　 泡盛倉庫にて。壁にもぎっ 
しりレアな泡盛の瓶が並んで
います

 ▼写真1　 1,000円でつまみ1品、飲
み物3杯が沖縄のせんべろ
スタンダードらしいです
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OSC沖縄のついでに石垣島でリモートワークしてみた第19回

July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday

20 石垣島へ移動

　梅雨明け快晴。石垣島に移動。ま

ずは竹富島に行って食事、海で泳ご

うと離島ターミナルに行くと、西表

島に行く法林浩之氏とばったり遭遇

（写真3）。

　竹富島では「そば処 竹の子」で八重

山そばを堪能し、コンドイビーチで

泳ぎました。石垣島に戻って日本最

南端の樽生ギネスビールを堪能後、 

一足先に石垣島に来ていた日本

PostgreSQLユーザ会（JPUG）の喜

田紘介氏と合流して海鮮居酒屋で泡

盛を堪能しました。
July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday

21 リモートワーク開始

　喜田氏が石垣島市役所に婚姻届を

出しに行くというので、カメラマン

（野次馬）として同行（写真4）。1時

間ほどで終わったので、そのあとは

宿でリモートワーク。沖縄そばで遅

めの昼食後、ホテルエメラルドアイ

ランドのカフェでリモートワーク。

無線LAN、電源も使えて、フリード

リンクで500円は安いですね（写真

5）。19時まで仕事。夜は喜田氏と

海鮮居酒屋で泡盛を嗜みました。
July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday

22 リモートワーク（訪、辺銀食堂）

　午前中は宿でリモートワーク。ラ

ンチは石垣島ラー油で有名な辺銀食

堂でジャージャー麺。午後は昨日と

同じカフェでリモートワーク。夜は

喜田氏、JPUGの尾高 保氏と海鮮居

酒屋で泡盛を満喫しました。

July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday
23 那覇へ戻る

　午前中は宿でリモートワーク。昼

からANAインターコンチネンタル

石垣リゾートにある真栄里ビーチで

泳ぐ。ホテルのシャワーや更衣室が

無料で使え、空港までのバスも停ま

るので、石垣島でもう一泳ぎすると

きにお勧めです。那覇到着後、翌日

のイベントの準備のお手伝い。夜は

たまたま社員旅行で沖縄入りしてい

たミラクル・リナックスのみなさん

と琉球居酒屋で懇親会。2次会は泡

盛倉庫で泡盛の古酒を堪能しました

（写真6）。

July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday
24 ハッカーズチャンプルー

　沖縄のみなさんが企画しているイ

ベント「ハッカーズチャンプルー」に

スタッフ参加。100人以上集まり、

なかなかの盛り上がり。LTでラズパ

イオーディオを紹介、会場の片隅で

デモをしたところ、興味を持ってく

れる人が多く有意義でした。懇親会

では琉球大学の学生さんといろいろ

お話ができました。沖縄でもYAPC

（Yet Another Perl Conference）を

開催するそうです。

July

Monday

July

Tuesday

July

Wednsday

July

Thursday

July

Friday

July

Saturday

July

Sunday
25 帰途

　もうさすがにやることもなくなっ

たので、ホテルをチェックアウトし

たらそのまま那覇空港に。11日間、

お疲れ様でした。

♣

　さすがにここまで長期間不在にし

ていると、多少仕事に支障はありま

したが、一方で集中的に仕事をこな

すこともできたので、たまには1人

で離島合宿も悪くないなあと思いま

した。来年は宮古島あたりで合宿で

すかね。s

 ▼写真4　 喜田紘介氏、由衣さんと婚
姻届。石垣島で婚姻届を出
すダイビング好きな人は多
いらしいです

 ▼写真5　 2日間お世話になったカフェ
スペース。リノベーション 
したばかりのお洒落空間で
した

 ▼写真6　 2次会は泡盛倉庫で泡盛古酒三昧
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猛暑のOSC京都

　オープンソースカンファレンス京

都は毎回、夏に開催されます。今年

も8月4日（金）、5日（土）という夏

真っ盛りの時期に開催されました。

この時期は台風5号の影響で西日本

は猛暑に襲われており、8月6日（日）

には島根県益田市で39.3度の気温

を観測。もちろん、京都も暑かっ

た！　そんな京都の様子をレポート

します。

今年も京都リサーチパー
クで開催

　11回目の開催を迎えるOSC京都

の会場は、ここ数年、京都リサーチ

パーク（KRP）で開催しています。市

内の中心部からは若干外れますが、

少し南に下ると京都鉄道博物館や京

都水族館がある、やや西側のエリア

です。毎回たくさんの出展やセミ

ナーが開催され、来場者も多く訪れ

るため会場探しには苦労するOSC

ですが、KRPは展示スペース、セミ

ナー会場ともに豊富なため、OSC京

都の開催が成り立っています。また、

この期間は「KRP WEEK」という会

場全体でのイベントが行われている

こともあって、会場側からのOSC

へのバックアップがあるのもうれし

いところです。東京などではなかな

かこのような会場がないため、毎回

たいへん助かっています。

OSC京都は学生スタッフ
が大活躍

　OSC京都の特徴の1つとして、学

生スタッフが運営に大活躍してくれ

ている点が挙げられます。前日準備

での配付資料の袋詰めや、2日間の

受付、会場運営など、規模の大きい

イベントでは多くのスタッフが必要

となります。今回は京都女子大学、

そして大阪のECCコンピュータ専門

学校の学生さんたちがスタッフとし

て参加してくれました。また、京都

開催のもう1つの特徴として、学生

出展が多いことも挙げられるでしょ

今年のOSC京都も暑かった！第20回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真2　 京都といえばおばんざい。
これが冷酒に合います

 ▼写真3　 納涼床から鴨川を眺めて。夕暮れの空と涼しい風が楽しめました

 ▼写真1　 懇親会でスタッフ集合写真。今回もたくさんのスタッフが開催を
支えてくれました

本PDFは『Software Design』に掲載された記事を再構成し、技術評論社の許諾を得て配布するものです。 
許諾を得ていない、無断での複製・転載・配布など著作権法に違反する使用は固く禁じます。 ©株式会社技術評論社 2021



10 - Software Design Oct.  2017 - 40

R e p
o r t

今年のOSC京都も暑かった！第20回

う。今回も普段の活動を紹介する展

示ブースに、学生さんの説明員がた

くさん立って盛り上がっていました。

こういうところは、まさにOSCの

「OSSの文化祭」というキャッチフ

レーズにピッタリですね。実際、終

了後の懇親会（写真1）も、学生さん

がそのまま参加するため、ほかの地

域の懇親会に比べると「若い人が多

いな」と感じます。ほかでの開催も、

どんどんこういう雰囲気を作ってい

きたいですね。

京都の夜は食べ歩き、飲
み歩き

　OSC京都のもう1つの魅力は、夜

の食べ歩き、飲み歩きです。ここ最

近では、前日の準備が終わったあと

の夜の食事は五条烏丸にある「蕎麦

の実 よしむら」というお店に決まり

つつあります。店名のとおり、お蕎

麦をメインにした居酒屋という感じ

ですが、いろいろな蕎麦料理が楽し

めます（写真2）。それに合わせた日

本酒も各種取りそろえていますが、

ここはやはり地元京都の日本酒で

しょうか。

　それ以外によく行くのが、鴨川の

西側にある細い路地

にお店がたくさん並

んでいる先
ぽんとちょう

斗町です。

この時期は川岸の店

から川面の空中にせ

り出した「納涼床」が

楽しめます（写真3）。

今回も納涼床で日本

酒と串揚げを堪能し

ましたが、日中の暑

さに比べて、鴨川を

抜ける風が涼しかっ

たのが印象的でした。こういったそ

の地域ならではの楽しみ方ができる

ので、暑い京都でのOSC開催も楽

しめるというものです。

イギリスからPimoroniの
人たちがやってきた

　場所は変わって東京でのイベント

の話題です。最近、Raspberry Piで

いろいろとやることが多くなってき

ているのですが、8月8日（火）の夜

にRaspberry Piを使って電子工作

をする人たちの集まりである「Rasp 

berry Jam Tokyo #008」に参加し

てきました。普通の勉強会と違って、

自分の作ってきた電子工作をテーブ

ルの上に並べて、お互いにああだこ

うだと情報交換をする楽しい会でし

た。今回はイギリスでいろいろな

Raspberry Pi関係のハードウェア製

品を開発・販売しているPimoroni社か

ら、Paul Beech氏とNiko Kotilainen

氏が来日してゲスト参加してくれた

こともあり、なかなかの盛り上がり

を見せました。イベント自体もビー

ル片手に、という感じでしたが、終

了後はさらにスタッフの打ち上げが

あり、さらに大盛り上がりしました

（写真4）。こんなふうに交流ができ

るのも、オープンなイベントならで

はですね。s

 ▼写真4　 Pimoroniのみなさんと記念撮影。（飲み
過ぎで）大盛り上がりです

細い路地にこそ名店あり？

　隠れた名店を探すのも、これまた地方出張の楽しみ
です。今回も納涼床での食事を終わらせた後（観光地
価格ですのでちょっと高いのです）、いい感じのお店
を探します。いろいろと彷

さまよ

徨った挙げ句、細い路地を
発見しました。経験上、こういう細い路地を入ったと
ころには、こぢんまりとしていながらもこだわりのお店
があるものです。一般人なら躊

ちゅうちょ

躇するような路地です
が、気にせず入り込んで店をチェックしていくと、日本
酒BARを発見。ここはあやしい、ということで突撃し
たところ、これが大当たりでした。このお店、珍しい
日本酒が100種類以上あるがメニューはないので、適
当に頼むと店主が選んで出してくれる、というシステ
ム。3種類飲み比べなどはあるのですが、金額も時価

という、日本酒が好きな人でないと困ってしまうような
お店でした。お店の名前はあえて伏せておきますので、
みなさんも京都に行ったら細い路地を探してみてくださ
い。私は次に京都に行ったら、多分また行ってしまう
と思います。

▶ 島根の隠れた
銘酒「王禄」の
20年古酒とい
う謎の逸品。
なんでこんな
ものがあるの
でしょう？
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「開発」をテーマに 
イベントを開催

　本連載は全国各地で開催されてい

るオープンソースカンファレンス

（OSC）の様子をおもにお届けしてき

ましたが、OSCはどちらかというと

インフラエンジニア向けのイベント

でした。

　しかし世の中ではDevOpsやSRE

といったキーワードが流行している

ように、インフラエンジニアも開発

者とのコミュニケーションをとる機

会が増え、構築作業自体も自動化ス

クリプトで実現するなど「開発」に積

極的に関わる必要が出てきていま

す。そこで8月19、20日の2日間、

「オープンデベロッパーズカンファ

レンス」（ODC）を開催しました。

久しぶりの 
日本工学院専門学校

　ODCの会場となった日本工学院

専門学校はJR蒲田駅すぐ近くと絶

好のロケーション。校舎も建て替

わって数年というすばらしい会場で

す。建物は違いますが、以前にも

OSCの会場として利用させていただ

いたこともありましたので、久しぶ

りの会場です。

　ODCは初開催ということもあっ

て人が集まるのかどうか不安なとこ

ろもありましたが、朝からたくさん

の方が来場してくれてホッと一安心。

最終的に、初日の土曜日が250名、

2日目の日曜日が150名と、想定の

400名ちょうど参加していただけた

ので、見込みどおりでした。

　セッションの内容ですが、普段の

OSCではあまり話すことができない

OSSがどのように開発されているの

か、コミュニティ開発の裏側につい

て説明するセッションが複数あった

のが印象的でした。私自身が企画し

たMySQLとPostgreSQLの開発の

比較セッションも、たとえばPost 

greSQLはRedmineなどのチケッ

ト管理ではなく、メーリングリスト

で開発の課題が管理されているとい

うのは驚きでした。そのほか、シス

テム設計やDevOpsに関わるセッ

ション（写真1）など、私自身が今興

味を持っていること（写真2）につい

てジックリ聴くことができたので、

企画運営している私自身が楽しめる

イベントになりました。こういう収

穫があると、今後も頑張って継続し

ていくぞ、というモチベーション

アップになりますね。今回は東京で

の開催でしたが、今後の各地のOSC

の中にも開発をテーマにしたセミ

ナーを積極的に取り入れていくつも

りです。

2日目のメインは 
LLイベント

　今回のODCの2日目は、メイン

がLLイベントです。これまではLL

は「Lightweight Language」でした

が、今回は「Learn Language」とい

オープンデベロッパーズカンファレンスを開催しました第21回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真2　 『スラスラわかるPython』
（翔泳社）の監修をした寺
田学氏と。機械学習の講
演も大好評でした

 ▼写真1　 私のDevOps超入門の講演。本連載のページをスクリーンに映し
て宣伝中
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オープンデベロッパーズカンファレンスを開催しました第21回

うことで、基調講演の「ハッカーに

なるためには何の言語を勉強したら

いいですか？」を始め、開発言語の

学習がテーマとなりました（写真3）。

とくに最近注目されている関数型言

語のセッションなど、私も興味が

あったのですが、私は私で裏側で

Raspberry Piのハンズオンなどを

やっていたので聞けずじまい。それ

でも、あらためて自分の中で気に

なっていることを発見できるのも、

このようなイベントの醍醐味ですね。

蒲田の夜は更けていく

　さて、会場のあった蒲田はたくさ

んの飲み屋さんがありますので、当

然懇親会も盛り上がります。前日準

備が終わったあと、蒲田といえば餃

子だろ、ということで餃子を堪能し

たあと、私は1人で翌日の2次

会のお店を探しに1人で夜の

蒲田をウロウロと。一応目星

を付けておいた日本酒立ち飲

みのお店（写真4）に行くと、い

い感じだったので突撃して店

主お勧め3種飲み比べを注文。

それぞれ90ml（0.5合）が3つ

ですので、1.5合につまみ2品

が付いて2,000円は安い！　隣にい

る常連のお兄さんたちの会話を楽し

みながら、明日はここに何人来るか

な〜と想像しながらほどほどで帰宅

しました。

　さて、翌日は懇親会1次会が終

わったあと、有志でまた日本酒立ち

飲みのお店へ、10名ほどでゾロゾ

ロと。土曜日のせいか少し混んでい

ましたが、奥の方に陣取らせても

らって、思い思いに注文します。ど

れもこれも安いので、どんどん注文

が入っていくのが怖いところ。明日

もあるんですよ〜、と思いつつ、私

も少し飲み過ぎてしまいました。し

かし、写真5のように揃いのTシャ

ツを着て入っていったので、いった

い何者かと思われたに違いありませ

ん。s

写真4▶
 日本酒立ち飲
みの店「日本
酒人」。次々と
日本酒が入れ
替わるので、
つい通ってし
まいそうです

 ▼写真3　 LLイベントの竹迫良範氏の基調講演の様子。日曜日にもか
かわらず100名以上が参加しました

まさに昭和！
蒲田の「鳥まん 本店」

　2日目は有志のみなさんが会場の片付けを手伝って
くれたので、その後そのまま打ち上げに。向かったの
は会場ほど近くの「鳥まん 本店」です。昭和39年

（1964年）創業の老舗、安くて美味しい大衆居酒屋
です。とくに名前に鳥が入っているとおり、若鶏の唐
揚げがサイズも大きくて、揚げたて熱々で美味しいで
す。また、こういうお店はビールももちろんいいです
が、焼酎ボトルにホッピーが似合います。みんなで美
味しく、2日間の疲れを癒すことができました。

 ▼写真5　 講師陣と個人スポンサーに配布
した「開発」Tシャツで記念撮影

▶ 鳥まんの鶏の唐
揚げ。1人1皿ぐら
いがちょうどい
いです。火傷注意

◀ 左の赤いのは「バイス」と言うら
しい。紫蘇風味で焼酎割りで飲
むそうです。初めて見ました
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4月 年度が始まったばかりで動きにくい。企業は予算がまだ固まってい
ないこともある

5月 GWのため、実質最後の1週間ぐらいしか使えない
6月 比較的動きやすい
7月 学生さんは月末ころに前期末試験があるため動けない
8月 夏休みがあるが、逆に狙い目？
9月 上期末なので月後半は動きにくい。週末は運動会などと重複する
10月 イベント開催のピークで日程が重複しまくる
11月 文化祭との重複が多い
12月 忘年会シーズン
1月 年末年始を挟むため、実質最後の1週間ぐらい

2月 学生さんは後期試験や卒論で忙しい。入試関係で学校は貸してもら
いにくい

3月 年度末なので月の後半は人の動きが悪くなる

年間スケジュールと 
イベント開催時期

　大規模イベントでは、できるだけ

たくさんの人が参加できる日程を検

討する必要があります。表1に、月

ごとの人の動きやすさを整理してみ

ました。

　整理してみると、イベント日程を

組みやすいのは6月か10月。ただ

し、企業協賛は予算が執行可能にな

るのが5月〜6月ぐらいまでずれ込

むため、6月はイベント開催にはあ

まり向いていません。結局、日程に

余裕がある10月を中心とした秋に

イベント開催の日程が集中すること

になるわけです。

　そこで、できるだけ重複を避ける

ために日程をずらそうとしますが、

2017年はその思惑が逆に一致して

しまい、9月にイベントが目白押し

になるという事態になってしまった

のは皮肉ですね。

今回のOSC東京の 
イメージは「ゆったり」

　イベント過密日程のトップバッ

ターになったためか、いつもに比べ

ると少し出展数やセミナー数が減っ

た感じですが、それでも土日2日間

合わせて1,100名とたくさんの人に

集まっていただけました（写真1）。

また、毎回展示スペースが過密でキ

ツキツになることが多いのですが、

今回は少し「ゆったり」とレイアウト

できたため、結果として出展者と来

場者が「ゆったり」と会話できたよう

です。この「ゆったり感」がよかった

ようで、出展者のみなさんからは好

意的な意見が聞かれました（写真2）。

一方で、企業出展の方などはやはり

イベントとしての集客数のようなわ

かりやすい客観的な指標がないと協

賛しにくくなるわけで、このあたり

のバランスが難しいところです。

　今後、数値的な指標だけでなく、

「出展者・来場者満足度」のような質

的な指標も提示していく必要がある

かもしれません。

デブナイト出張版を開催

　これまでのOSCでは、基本的に

招待講演などは行わず、活動の成果

を発表したい企業やコミュニティか

らの自発的な参加申請に基づいてセ

ミナーや展示を行ってきました（写

OSC東京／千葉とデブナイト出張第22回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　 懇親会はもちろん大盛況。土日開催は土曜日が懇親会なので参加
者が多めです

 ▼表1　年間のスケジュール概要
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OSC東京／千葉とデブナイト出張第22回

真3）。ただ、最近のようにテーマが

多様化してくると、OSCのようなメ

タなイベントですべてをカバーする

ことが難しくなってきます。その現

れの1つが、前回レポートした開発

者 向 け の イ ベ ン ト で あ る ODC

（Open Developers Conference）

でもあったわけです。

　そこで今回のOSC東京では、ほ

んの少しですがオープンソースとは

関係ないセミナーを開催してみまし

た。仕事柄、とかく不健康になりが

ちなエンジニア向けに開催してきた

「デブナイト」というイベントの出張

版です。これまでウェアラブルデバ

イスや健康アプリについてのLT中

心で開催してきましたが、今回は板

橋 里麻さん（株式会社たべかた代

表・管理栄養士）をお招きして、健

康についてのセミナーを開催しまし

た。たべかたさんに作っていただい

たランチボックス（ヘルシータコラ

イス）を食べながら（写真4）、エンジ

ニアが知っておきたい「食」の話を聞

くという趣向です。かなり多岐に

渡ったお話がありましたが、たとえ

ばおやつにはカカオ成分の多いチョ

コレートや、低GI食品と呼ばれるス

ナック類が太りにくくていいようで

す。とくに大豆食品（納豆や豆腐な

ど）が健康にいいとのこと。ぜひ参

考にしてみてください。

OSC千葉も 
開催しましたよ

　OSC東京の前哨戦ということで、

9月2日（土）に千葉工業大学でOSC

千葉を開催しました。OSC東京の会

場である日野市は千葉方面からみる

と完全に東京の横断が必要なため、

場合によっては2時間以上かかって

しまいます。昨年はアンカンファレ

ンス形式でしたが、今回は大部屋1

つを15分ごとのセミナー、そして

廊下踊り場に展示スペースという形

で開催し、100名以上の人に集まっ

てもらえました。こちらも「ゆった

り感」は同じで、出展者、参加者同

士の会話も弾みました。コミュニ

ティイベントとしてはこれぐらいが

ちょうどいいのですよね。

　懇親会にも50名以上が集まり、大

量の揚げ物と格闘するなどのイベン

トもありつつも盛り上がりました（写

真5）。2次会も盛り上がり過ぎて

うっかり終電を逃すという失態を演

じてしまいましたが、楽しい開催と

なりました（写真6）。来年はもう少

し規模感を大きくしての開催になり

そうです。s

 ▼写真5 　 懇親会で出てきた揚げ物盛り合わせ。
みんなで頑張りましたが、完食できず

 ▼写真4　 ヘルシータコライス。お肉の代わ
りに大豆ミートで作られています

▲写真6　 2次会で飲んでいたら
しい日本酒飲み比べ。
すでに記憶がなく、ス
マホの写真で気づきま
した

 ▼写真2  毎度お馴染み終了後のスタッフ集合写真。いろいろ
な人が片付けを手伝ってくれたので早めに終わりま
した

 ▼写真3  OSCドリブンで開発が進められているプラ
レール半加算器。今回はさらにコンパクト
になりました
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最初に余談……

　前回は、出張デブナイトで健康を

気にしたランチ（ヘルシータコライ

ス）の写真の隣に、明らかにダメだ

ろうという山盛りのコロッケの写真

が掲載されていて、ちょっとダメな

連載ですが、今月もダメさ加減

120％（笑）でお送りします。

OSC福岡は2008年以来
の福岡大学で
　OSC 福 岡 は 2017 年 10 月 7 日

（土）に福岡大学で開催されました。

福岡大学での前回開催は2008年で

すので、9年ぶりに戻ってきた感じ

です。前日早めからの準備が必要

だったので、前々日の10月5日（木）

の夕方から福岡入りしました。

　現地入りしてすぐ、「飲みに出か

けるぞ！」ということで地元の方に

教えていただいた、立ち飲みができ

る「こば酒店」に出かけました（写真

1）。地元でも人気のある立ち飲み屋

さんで大入り満員でしたが、なんと

かテーブルを確保。「やはり地元九

州のお酒を飲まないと」ということ

で「寒
かんほくと

北斗」や「若波」などをいただき

ました。飲みやすくてクイクイいけ

ちゃう、危険なお酒ですね。このよ

うな気取らない、地元の人が集まる

立ち飲み屋で飲んでいると、一気に

その土地に入っていける気がします。

私なりのルーティーンですね。

　前日準備のあとは、準備を手伝っ

てくれた学生さんと一緒に大学近く

の安い居酒屋で怪気炎を上げて、当

日を迎えました。

　当日は、九州産業大学の学生さん

が授業の一環としてたくさん来てく

れたこともあり、朝から若い人たち

で大賑わいです。だいたい100名ぐ

らい来てくれたのではないでしょう

か。若い人1人はおっさん3人に匹

敵するという法則があるので、実質

300人ぐらい来てくれた感じです

（当社比）。残念ながら午後の授業に

出席するために前半しか居られない

学生さんが多かったのですが、みな

さん楽しそうで、何かを感じて帰っ

てくれたようです（写真2）。OSCを

続けられる原動力になりますね。

OSC島根は2008年以来
10回目
　OSC島根は2017年10月14日

（土）に開催されました。島根開催は

地元の方が自主的に運営してくれて

いるので、今回はラズパイオーディ

オの会として出展しつつ、軽くお手

伝いという感じで参加してきました。

　OSC島根は2008年に初開催し、

今回が10回目の開催です。年々、地

元にオフィスを構える企業さんが増

えてるなと感じるのは、OSS/Ruby

効果でしょうか。最近では地元の高

専の学生さんが展示をしてくれるな

ど、地元の若者たちとの連携も増 

2008年の縁のある3ヵ所でOSC開催第23回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真2　 懇親会後、スタッフ中心に記念撮影。学
生スタッフが今後も続いてくれるといいで
すね

 ▼写真3　
　 渓にごりとOSC
島根実行委員
長の木村忍氏

 ▼写真1　 こば酒店にて、本連載の常連、坂
井恵氏ほかと記念撮影
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2008年の縁のある3ヵ所でOSC開催第23回

えていっています。このペースで15

年、20年と続いていってほしいで

すね。

　さて、お酒の話。島根にある王
おうろく

禄

酒造さんは、私の好きな日本酒ベス

ト3に入る蔵です。特約店にしか卸

さないのですが、島根駅前にある居

酒屋「根っこ」さんでは王禄酒造さん

のいろいろな銘柄が楽しめます。飲

み比べセットでは、この季節だけの

ひやおろしが楽しめて、コクのある

味わい。さらに微発泡の「渓
けい

にごり」

は、上澄み部分とにごり部分を分け

て飲むという飲み方を教わりました

（写真3）。でも2008年の初回のと

きに、これを飲み過ぎて翌日ひどい

2日酔いになった苦い経験があるの

で、ほどほどにしておきました。

　懇親会でもたくさんに地酒に囲ま

れて（写真4）、若い人たちのライト

ニングトークを聞いたり、突然ガン

ダム勉強会を開催したりと、楽しい

時間を過ごす

ことができま

した。

OSC長岡も2008年以来
の長岡技科大
　OSC長岡は2017年10月28日

（土）に長岡技術科学大学で開催され

ました。こちらも2008年以来なの

ですが、校舎がリノベーションされ

てピカピカになっていたのには驚き

ました。この開催でも、学生さんが

授業の一環として参加してくれたの

で、朝から熱心に会場に足を運んで

くれました（写真5）。

　ほかの地域に比べると、OSSより

技術寄りの話が好まれるようで、私

が担当したDevOpsのセッションは

何と参加者1名（関係者除く）。長岡

技術科学大学の学生さんだったので

すが、参加理由を聞くと「DevOpsと

いう言葉が流行っているのと、研究

室のシステムの運用をどうにかした

いので」ということでした。裏番組

がRaspberry PiとIoTだったので、

そういうほうが好まれる傾向がある

のがわかったのも、ちょっとした収

穫でした。

　懇親会はもちろん、新潟の地酒三

昧。1本数千円もするような銘酒が

並びました。さらに翌日は酒蔵めぐ

りということで「吉乃川」、そして「久

保田」を醸している朝日酒造を見学

して帰ってきました。こんな感じで、

図らずも2008年に絡む開催が3つ

続きましたが、日本酒を堪能できた

OSCツアーでした。次回は広島で開

催されるOSCサミット、そして

OSC大忘年会の様子などをレポート

したいと思います。s

 ▼写真5　 和気あいあいとしたOSC長岡の展示。“Code 
for 新潟”の説明を熱心に聞く学生さんたち

 ▼写真4　 島根の地酒を前にして、碇ゲンドウごっこ。
「ひやおろしばかり？　問題ない」

大分でサッポロビール工場見学

　OSC福岡終了後に有志で高速バスに乗って大分県
日田市まで移動しサッポロビール工場を見学しました。
　ヱビスビールコースと黒ラベルコースがありました
が、今回は黒ラベルコースに参加。生産ラインをざっ
と見学後、お待ちかねの試飲タイムです。3杯まで飲
めるので、普通の黒ラベル、黒い黒ラベル、ガイドさ
んが缶ビールを美味しく注いでくれた黒ラベルと飲ん
だところでタイムアウト。しかし、出口に向かうまでの
間に「パーフェクト黒ラベル」というクリーミーな泡で飲
める有料試飲があったのでさらに一杯。
　いい感じになったところで、工場内にあるバーベ

キューレストランで焼き肉食べ放題をしながら、さらに
ヱビスビール、黒ラベルをピッチャーで。本当に贅沢
な1日でした。ありがとうございました。

▶ パーフェクト黒ラ
ベル。大分県に1
台しかない専用
サーバできめ細
やかな泡を注いで
くれます

◀ 大人エレベーターで記念撮影。
そういえば去年は大きないいち
こボトルで撮影したな
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　各地のOSC実行委員会や各コ

ミュニティをリードするメンバーが

集まって、活動報告や議論を行う

OSCサミットを2017年11月25

日（土）に広島で開催しました。過去

2回、沖縄で開催したのですが、

2016年に本当のサミットが広島で

開催されたこともあり、今回は広島

での開催となりました。

　報告の中から、印象に残ったこと

を私からのコメントも交えてお伝え

したいと思います。

OSC浜名湖の報告

　OSC浜名湖実行委員会の杉本等 

さんからの報告。参加企業や参加者

が頭打ちになっている中、静岡県立

島田商業高等学校や静岡県川
かわねほんちょう

根本町

などの出展を誘致した事例が報告さ

れました。島田商業高校からは女子

高生が授業で開発したアプリを展示、

セミナーも行ったので、当日はかな

り目立っていたのを覚えています。

川根本町はITキャンプやサテライト

オフィス実証実験などを行っている

そうですので、興味がある方は調べ

てみてはどうでしょうか。

　悩みとして、スタッフが県外に

引っ越してしまって減っているとの

ことで、このあたりは東京以外の地

域での共通の課題のように感じます。

今後、もう少し広い地域の間で連携

してOSCや各種コミュニティ活動

を行っていけないかと考えました。

香川大学の報告

　香川大学のプログラミングサーク

ル「SLP」に所属する花川直己さん 

からの報告（写真1）。SLPは昨年の

OSC広島にもサークル旅行として参

加してくれており、過去にはOSC

京都などにも同様に参加してくれて

いるアクティブな学生サークルです。

　学生がOSCに参加することは、就

職して社会人になるうえでのロール

モデルを見つける場になっていると

のことでした。また、人脈を広げた

り、新しいOSSを発見して実際に大

学に戻ってから使ってみたりなど、

社会人の参加者同様の意義もあると

のことです。

　また、OSCでは学生LTなどで発

表する場を多く設けていますが、発

表を経験することで、大いに刺激を

受ける学生もいるそうです。実際、

昨年発表した1年生が興味のあるコ

ミュニティに参加し始めるなどの変

化があったそうです。

　これまでのOSCでも参加してく

れた学生さんから刺激になったとい

う意見をたくさん聞くのですが、そ

のようなメリットがOSCに参加し

ていない学生のみなさんにうまく伝

えられていないと感じます。成長の

場としてのOSCやコミュニティで

あることをもっとアピールしていか

ないといけないですね。

　お二人以外にもいろいろな発表が

ありましたが、OSCは長期間継続し

て開催してきている分、課題も根本

から変えないと解決できないことも

多いので、2018年1年間は新しい

施策も増やさないといけないなと感

じました。

　OSCサミット終了後は、皆で広島

港まで移動して焼き牡
が き

蠣を堪能しま

した（写真2）。

OSC広島も大賑わい

　OSCサミットも大事ですが、本番

はOSC広島です。今回はセミナー、

出展ともに希望が多く、セミナー枠

OSCサミット＠広島で2018年のOSCを考えた第24回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真2　 牡蠣小屋の謎のマスコット
キャラ。キモカワ系？

 ▼写真1　 香川大学の花川直己さんの
発表。今回はLTの司会も引
き受けてくれました
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OSCサミット＠広島で2018年のOSCを考えた第24回

は完売、出展もホワイエ部分までは

み出るぐらいの大賑わいでした（写

真3）。

　新しい趣向で、招待講演として地

元の中国電力執行役員である丹治邦

夫さんにお越しいただき、中国電力

でのOSSの取り組みをお話いただき

ました（写真4）。

　電力会社のような組織でOSSとは

意外な感じがしますが、OSSに取り

組むことでベンダ任せにならず、意

欲的な取り組みが増えたそうです。

DIY精神はOSSにとって欠かせない

ものですが、そのような面が作用し

たのでしょうか。非常に参考になる

事例です。

　展示会場も大混雑でしたが、私も

スペースを見つけて、当日ゲリラ的

にラズパイオーディオの展

示をしてみました（写真

5）。

　来場者に実際に音を聴い

てもらうと、高音質に驚か

れていました。こういう反

応があるから展示は楽しい

ですね。今回はRaspberry 

Pi純正のタッチパネルで

操作できる環境を作ってみ

ましたが、案内が足りな

かったのか見ているだけの

人も多かったので、無人でも楽しん

でもらえるようデモ環境の作り込み

が必要そうです。s

 ▼写真3　 閉会式にて。最後までたくさんの参加者が
OSC広島を楽しんでくれました

 ▼写真5　 ホワイトボードを活用してその場でラ
ズパイオーディオをゲリラ展示

オバマ大統領も飲んだ広島の日本酒

　広島の日本酒は水が軟水であることもあり、京都・
伏見同様「女酒」と呼ばれます。飲みやすさが特徴では
ありますが、蔵元さんに行くと原酒などしっかりしたも
のも飲めるので、広島空港到着後、車で20分ほどで
行ける西条に行ってみました。
　まず行ったのが賀茂鶴酒造。オバマ大統領が来日
した際に飲んだ「賀茂鶴ゴールド」で有名です。ふくよ
かな味わいでスイスイ飲めてしまいます。「日本酒は苦
手」という人にもお勧めです。
　次に向かったのが福美人酒造。こちらは比較的しっ
かりした味わいが特徴で、とくに原酒は女酒らしくな
いパンチ力があります。西条にはほかにも酒蔵がたく
さんあるので時間をかけていろいろな酒蔵を巡りたい
ところですが、今回は時間切れ。後ろ髪引かれながら
安芸の宮島・厳島神社に向かうのでした。

▶ 厳島神社への到着は
夕方でしたが大混
雑。さすが世界遺産

◀ 賀茂鶴酒造の試飲
コーナー。いろい
ろな種類が好きな
だけ味わえます

◀ 西条、宮島とまわっ
て、最後は広島市内
でお好み焼き

 ▼写真4　 中国電力の特別講演の様子。午前中
でしたが満員の盛況でした
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2017年の締めは
OSC.Enterpriseで

　オープンソースカンファレンス東

京のアンケートで「もっと都心で開

催してほしい」というご意見は常に

上位にランキングされるわけですが、

そのような声にお応えするために開

催しているのが「OSC.Enterprise」

です（写真1）。もともとはデータベー

スにテーマを絞った「OSC.DB」や、

クラウドに絞った「OSC.Cloud」など

を企画開催してきましたが、より幅

広くエンタープライズシステム向け

のOSSソリューションに関する情報

を提供する場として開催されるよう

になりました。

　場所は、今回も渋谷駅のほど近く

にある会場を借りて開催しました。

渋谷駅にヒカリエという大きなビル

ができたおかげで、駅から会場近く

まで屋根のある通路で来られる抜群

のロケーション。もうこれで「会場

が遠い」とは言わせません。今回も

300名以上の方にご来場いただけま

した（写真2）。

　会場の立地という意味では、渋谷

はかなり良い場所ですが、やはり会

場費がそれなりにかさむのがつらい

ところです。このような「集まりの

持続可能性を考えると、高コスト体

質は避けないといけないね」という

話は本連載でも何度もしてきていま

すが、それでも「使うときには使う」

ぐらいの感覚は必要かもしれません。

要はバランスですかね。

OSC大忘年会を開催

　OSC.Enterpriseを12月に開催

しているのは、終了後の懇親会が出

展者などのOSC関係者の忘年会を

兼ねていることも理由の1つに挙げ

られます。今回も100名以上の方に

参加していただいた大忘年会になり

ました。80名ぐらいを見込んでい

たので、懇親会場内を移動するのも

一苦労なぐらいの大盛況でした。そ

れでも、みなさん1年の活動の総括

ということでしょうか、会話が弾ん

でいました（写真3）。

　立食形式だったので、料理は会場

の片隅に並べられた大皿から取って

もらうビュッフェスタイルです。こ

の手の立食パーティーでは料理を取

るために長蛇の列ができるのはよく

見る光景ですが、OSC福岡の懇親会

から行っているビュッフェスタイル

のルールを紹介します。

懇親会の食べ物渋滞を解
消しよう

　そもそも、なぜ長蛇の列ができて

しまうかという原因を考えてみると、

これは一種のパニック的な集団心理

が起きているとみるべきでしょう。

「早い者勝ち」「取りっぱぐれる」とい

2017年の締めのOSC.Enterpriseと大忘年会第25回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真2　 私も「DevOps超入門」のセミナー開催。た
くさんの方に聴講していただけました

 ▼写真1　 展示会場は普段に比べてゆったり。出展企業の
方とじっくり会話できます
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2017年の締めのOSC.Enterpriseと大忘年会第25回

う心理が働いて、人よりも早く、多

く取ろうという行動が長蛇の列につ

ながります。これは飛行機搭乗の際

に列ができるのと似ています。そも

そも、飛行機は席もあらかじめ決

まっていますし、全員が搭乗しない

と離陸できないので、遅く乗っても

問題ありません。それでも、棚に荷

物が載せられなかったらどうしよう、

と考えて我先に乗り込もうとします。

そして通路を塞ぐ人がいるため、な

おさら乗り込むのが遅れる悪循環に

つながるわけです。

　このような問題を起こさないよう

にするには、順番に秩序を与えるこ

とです。秩序だった動きをルールに

することで、全体の行動を

コントロールできますし、

パニックに陥らずスムーズ

に進めることができます。

飛行機であれば、「まずお

年寄りや小さい子供連れの

乗客から乗せ、次に後方の

座席の人から順番に乗せる」

といった段取りです。とは

いえ、やはり通路を塞いで

しまう人はいるものですが、混雑は

多少は緩和されるというものです。

食べ物は若手・女性から
順番に取りに行こう

　では、立食形式のときはどうすれ

ばよいでしょうか。具体的にはまず、

学生や女性から優先的に食べ物を取

りに行ってもらいます。人数として

はだいたい1割から2割といったと

ころですので、そこまで混雑しませ

ん。その後混雑具合を見ながら、20

〜30代、次はそれ以上という感じ

で、年齢順に取りに行ってもらいま

す。このようなルールを作ることで、

優先的に取りに行かせてもらってい

る人たちは「後の人のために取り過

ぎないようにしよう」という配慮が

生まれますし、待っている人たちは

「慌てたらいけないな」と落ち着くこ

とができるわけです。

　IT系のイベントのあとにある懇親

会で、立食形式の食事が瞬殺だとい

うことをよく聞きますし、私も実際

にみたことがありますが、ちょっと

したルールを適用するだけでずいぶ

んと緩和されます。むしろ、OSC福

岡のときも今回の忘年会も、あやう

く食事が余りそうになるぐらいでし

たので、ぜひみなさんも試してみて

ください（写真4）。s

 ▼写真3　 なぜかFacebookの画像認識で私と
間違えられる川北英治氏と

ラズパイオーディオの会忘年会

　今回は忘年会ネタばかりですが、以前紹介した私が
活動に関わっているラズパイオーディオの会の忘年会
が開かれました。オーディオの集まりということもあ
り、Raspberry Piでいい音楽を聴くために選ばれた会
場が表参道にある「ペニーレーン」というお店。店名 

の由来はビートルズの「Penny 
Lane」という曲であり、また吉
田拓郎の「ペニーレーンでバー
ボン」で歌われた店でもありま
す。現在のお店は、1990年に
一度閉店したあと、2006年に
系列店舗をリニューアルオープン
したものです。店舗の2階には

小さなステージがあり、また総額うん百万のオーディオ
システムがあるのですが、今回はこちらのシステムをお
借りしての忘年会です。参加者の中には現役のオー
ディオ機器開発エンジニアの方もいたりして、たいへ
ん充実した忘年会でした。今後もこのような集まりを
継続して開いていきたいですね。

▼ 乾杯もそこそこに高級オーディオに群がる人々。ス
ピーカー1本50万円

◀ 洒落た外観の「ペニーレーン」

 ▼写真4　 「心配しなくても大盛のパス
タがありますよ～」という感
じで
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2018年を迎えて

　2018年の年明けはやたらと寒く、

東京でも大雪が降った年と記憶され

そうですが、今年の最初のOSCは1

月26日（金）27日（土）に大阪で開催

されました。小雪が舞い散る中、400

名もの方が参加する幸先のいいス

タートでした。2018年のオープン

ソースも盛り上がりそうです。そん

な当日の様子を紹介します。

最近話題のトピックはや
はり自動化

　OSCは土曜日開催が基本ですが、

業務に役立つ内容のセミナーも多い

ので、今回も金曜日は裏で準備をし

つつ、セミナーを半日1トラックと

いう1.5日開催でスタートしました。

　セミナーの内容は、OSSライセン

スに始まり、Ansibleによる自動化、

PostgreSQLやMySQL、そして冗

長化・バックアップと、すぐにでも

業務に役立ちそうな内容が並んだた

め、お仕事として参加されている方

がほとんどでした。また、かなり真

剣に聴講してくれているのを見ると、

東京だけでなく全国各地で開催して

いるOSCの存在意義が確認でき、モ

チベーションアップにつながります。

もっともっとたくさんの方に参加して

いただけるように頑張りたいですね。

ルンバの設定で四苦八苦

　一方、セミナー会場の隣の準備部

屋では、配布物の袋詰めや、翌日の

Amazon Alexaの開発ハンズオンの

準備（写真1）をしました。また、Ama 

zon Echoとルンバの掃除機を連動

させるセットアップをしていたので

すが、なかなかうまくいきません。

　あれこれ試すこと1時間、使用し

ていた無線LANのアクセスポイン

トのセキュリティ設定が原因である

ことが判明。「ルンバが無線LAN接

続後、同じ無線LANに接続してい

るスマホと通信できず、設定がいつ

までも完了しない」という罠
わな

でした。

使用していたバッファローの無線

LANアクセスポイントには、「隔離

機能」と「プライバシーセパレー

ター」という、似た2つの機能があり

ます。設定画面上、後者は画面外で

見えないため、前者だけ解除してい

た、というオチでした。こういう現

場でのトラブルシューティングは、

解決できれば達成感もあり、現場力

が磨かれる気がします。1つ勉強に

なりました。

ゆったりした展示スペース
が好評でした

　今回は建物の3F、4Fにある広い

スペースを展示にして、5Fの会議

室をセミナーという構成にしてみま

した。昨年は会議室をコミュニティ

2018年は雪のOSC大阪からスタート第26回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真2　 大阪情報コンピュータ専門学校 
ITcreate部のみなさん。OSCの展
示ブース出展、お疲れ様でした

 ▼写真1　 準備のおかげか、大好評だったAmazon Alexaハンズオ
ンの様子。みなさん、黙々と開発中です
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R e p o r t

2018年は雪のOSC大阪からスタート第26回

系の展示にしたのですが、奥まった

ところにあり、若干狭かったのです。

今回の4Fのスペースは天井も高く、

開放感のある展示会場となったため、

みなさんゆったりと展示を楽しんで

もらえたようです（写真2）。

　ただし反省点もあります。前日準

備を5Fでやっていたのですが、展示

会場へ前日の内に荷物を移動できな

かったため、朝イチは荷物の移動に

人手が取られてしまい大混乱。やむ

なく準備が完全でなくても始まって

しまいましたが、出展者や来場者の

みなさんもそのあたりの事情は汲ん

でくれているので大きな支障もなく、

なんとか乗りきることができました。

数百人規模のイベントを少ない人数

と短時間の準備で廻すのは本当にた

いへんですが、このあたりのノウハ

ウをもっと広めていきたいですね。

謎の腹痛によりお酒が 
飲めない

　前日準備をしつつも、実は金曜日

の朝から謎の腹痛に襲われていまし

た。前日準備が終わるころには「早

くホテルの部屋に戻って寝たい！」

という状態で、準備が終わってス

タッフと夕飯を済ませて、やっとホ

テルに帰着。微熱と腹痛でなかなか

寝付けず、眠れたのは日付が変わっ

たころでした。しかし4時過ぎに激

しい腹痛で目が覚め、寝不足のまま

会場に向かいました。痛くて動けな

いほどではなく、運営には支障な

かったのですが、懇親会では美味し

そうな日本酒が飲み放題なのに一滴

も飲めず、個人的にはパッとしない

OSC大阪になってしまいました。い

つもなら楽しそうな2次会の写真を

掲載しますが、今回はなしです。

大阪の仇
あだ

を浜名湖の 
地ビールで

　OSC大阪の2週間後、2月11日

（日）にOSC浜名湖が開催されまし

た。地元企業であるヤマハがネット

ワーク機器を出展したり、昨年に続

いて島田商業高校の高校生が授業で

開発したアプリの展示とプレゼン（写

真3）をしたりと、昨年以上に盛り上

がりました。参加者も160名と若干

増加しました。浜名湖（浜松）での開

催も6回目ですが、地元に定着して

きた感があります（写真4）。そして

浜名湖といえば地ビールの「マイン・

シュロス」。大阪で飲めなかったこ

とが仇というわけでもありませんが、

ドイツ系のビールを飲みながら大盛

り上がり。「今度合宿しよう」「勉強

会に来てほしい」など、次につなが

る話題がたくさん出ていたので、来

年も楽しみです。s

 ▼写真3　 島田商業高校のみなさんの
プレゼン。地域の課題解決
に取り組むアプリ開発を
行ったそうです

浜松の美味しい居酒屋で討ち死に

　浜名湖（浜松）は餃子が有名ですが、懇親会では 
ソーセージは出ても餃子は出ないので、前夜祭で美味
しい浜松餃子を食べてきました。開始時間まで時間

が空いたので、
お店の周囲の
飲み屋街をう
ろうろ歩いて、
一軒よさそう
な店を発見し
たので2次会

にお邪魔してみました。これが当たりで、店内の雰囲
気も良く、日本酒もつまみも美味しかったです。
　メニューに載って
いない隠し酒までい
ただいて、すっかり
いい気分になってし
まいました。「あ」と
いうお店です。浜松
で探してみてください
ね。

▼  2次会で飲み干された徳利の
みなさん。この写真を撮った
事自体、覚えてないという

◀  OSC浜名湖 前夜祭2次会のお店に
て。おおむねいつもの面々です

 ▼写真4　 湖西市在住のきゅうり農家
の小池誠氏が作ったきゅう
り選果機。ラズパイでTen 
sorFlowが動作しています
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はじめに

　今回はOSC東京春の様子に加え、

開催をお手伝いした「Raspberry 

Jam Big Birthday Weekend 2018 

in TOKYO」の様子も紹介します。

大阪に続き、またもや体
調不良！？

　OSC東京春が2月23日（金）24

日（土）の2日間で開催されました。

のっけから個人的な話で恐縮ですが、

OSC大阪に続き今回も体調不良での

開催入りでした。水曜日に謎の腹痛

（多分ウイルス性胃腸炎？）でグッタ

リ。翌日には多少回復したものの、

前日準備も本調子ではありません。

この時期は手洗いをまめにするなど

普段よりも気をつけているのですが、

完全には防ぎきれなかったようです。

　それでも、最近では前日準備から

学生ボランティアスタッフのみなさ

んが集まってくれて、なんとか準備

をこなすことができました（写真1）。

東京での開催は事務局スタッフもフ

ルメンバーで準備に関われるので、

ここ数年は極力、私以外のスタッフ

で準備および運営をしてもらってい

たことも功を奏したかもしれません。

今後は、一般の社会人ボランティア

スタッフにも現場を経験してもらい、

イベント運営のスキルを身につけら

れるような機会作りもしたいです。

子供のプログラミング教
育とOSS

　2020年度から小学校段階でのプ

ログラミング教育がスタートするこ

とを見据えて、今回のチャレンジの

1つとして、子供のプログラミング

教育に関するセミナーを2日間開催

しました。この企画、実は毎回会場

をお借りしている明星大学からの発

案でスタートしました。教職課程が

あり、また地元の教育委員会と共同

で先行的にプログラミング教育に取

り組んでいることなどから、OSCと

同時開催になりました。

　セミナーでは明星大学の先行事例

の紹介のほか、OSCに協賛している

企業での子供のプラグラミング教育

への取り組みや、CoderDojoのように

すでに多くの実績を上げている団体

の事例紹介などが行われ、2日間で

100名以上の参加者を集めました。

　今回は初回ということで手探りな

面もありましたが、今後も継続的に

企画開催する予定です。実践的な事

例紹介だけでなく、参加者間の交流

や、実際にプログラミング教育を体

験できるハンズオンの開催など、や

りたいこと、やるべきこともたくさ

んありそうです。プログラミング教

育の中でOSSが果たす役割も考えた

いですね。

進化した 
プラレール全加算器

　OSC東京の名物といえば、線型算

OSC東京春とラズパイ6回目の誕生日イベント第27回
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真2　 プラレール全加算器の様子。見やすいよう、
手前側は段差になっています

 ▼写真1　 朝のスタッフミーティング。OSCはたくさんのボ
ランティアスタッフに支えられています
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OSC東京春とラズパイ6回目の誕生日イベント第27回

法同好会のみなさんのプラレールで

の演算装置（写真2）。これまでは半

加算器でしたが、今回はバージョン

アップして全加算器となりました。

必要となるプラレールのパーツもク

ラウドファンディングで集め、レー

ルが6層、7層と重ね合わされるボ

リューム感満点の構造となっていま

した。回を重ねるごとにバージョン

アップする「OSCドリブン」な開発が

進められていますが、今後の展開が

楽しみです。今年はぜひ、東京以外

のOSCにも出展していただきたい

ですね。

ラズパイバースデー 
イベントも盛大に開催

　OSC東京春の翌週の3月3日（土）、

4 日（日）に、「Raspberry Jam Big 

B ir thday Weekend 2018 in 

TOKYO」が東京・蒲田にある日本工

学院専門学校をお借りして開催され

ました。Raspberry Piの6回目の誕

生日として世界中の46ヵ国で同時

にお祝いをするイベントです。

　OSC東京春は事務局スタッフに準

備をお任せしていましたが、こちら

は私が準備をあれこれ

しなければならず、久

方ぶりの大きめなイベ

ントの裏方です。とく

に今回はお借りした会

場に机や椅子がないた

め、レイアウトを早め

に決定してレンタル業

者に数量を発注しなけ

ればならず、しかしそ

ういうときに限って次から次へと変

更リクエストが相次ぎ、「なんとな

くシステム開発に似ているな」と思

いながらの開催でした。

　イベントの構成は、メインのセミ

ナーと、分科会形式でハンズオンな

どが開催され、そして企業やコミュ

ニティの展示ブースが並ぶという、

盛りだくさんの内容でした（写真3、

4）。2日間で400名の参加者が集ま

り、Raspberry Piについて熱く語り

合うイベントとなりました。とくに

出展企業ブースでは各種パーツやア

ウトレット商品が販売されたため、

私もついうっかりRaspberry Pi用

ケースをいくつも購入したり、欲し

かったパーツも大人買いしたりして

散財してしまいました。OSCはいろ

いろなテーマのごった煮として開催

していますが、こういうテーマを1

つに絞ったイベントも楽しいですね。

運営側にもかかわらず楽しんでしま

いましたが、このイベントは継続的

に開催に関わっていけたらと思いま

す。s

 ▼写真3　 Raspberry Piのバースデーイベントに朝
からたくさんの人が集まりました

サードウェア 久保さんの思い出

　非常に残念なことに、2018年3月3日（土）に株式
会社サードウェア 代表取締役社長 久保元治氏がお亡
くなりになりました。
　サードウェアはLinuxでブロックストレージをネット
ワーク経由で複製する「DRBD」の商用サポートを行っ

ていた会 社
として有名で
あり、2005年
に開 催され
たOSC東京

秋から10年以上に渡ってスポンサーとしてOSCを支え
続けてきてくれました。
　OSC東京春の開催時、「急に体調不良で参加できな
くなった」とご連絡をいただいたときには単なる風邪か
と思っていましたが、そ
れが原因で1週間後に
は帰らぬ人となりまし
た。ここに謹んで哀悼
の意を表します。

OSC2017東京秋で
の2ショット。私自身
の写真が少ないので
貴重な1枚

◀  OSC2017東京春で、サードウェア
20周年記念紅白饅頭を配ってくれ
ました

▶

 ▼写真4　 懇親会ではバースデー
ケーキも。撮影会のあ
と、皆で美味しくいただ
きました
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OSunC川越に学ぶ 
アンカンファレンス
　3月、4月は年度の変わり目とい

うこともあり、OSCの開催はお休

みですが、4月14日（土）にOSunC

川越（OSunC：Open Source unCo 
nference）が開催されました。すで

に5回目の開催となるのでこの連載

でも何度かレポートしていますが、

「そもそもアンカンファレンスと

は？」という疑問もあるようなので、

その疑問にお答えする形で企画、

準備段階からお話します。

アンカンファレンスとは？
　アンカンファレンスの形式に明確

な定義があるわけではありませんが、

通常のカンファレンスが主催者やス

ポンサーなどが主体となって開催さ

れるのに対して、参加者主導で開催

される会議であることが基本です（写

真1）。また、スピーカーやディスカッ

ションのテーマは事前に決め過ぎず、

場合によっては当日にホワイトボー

ドや付箋などを使って決める方法な

ども特徴として挙げられるでしょう。

　OSunC川越では、1人5分間の

ライトニングトーク形式で、参加申

し込み時、あるいは当日でも飛び入

りで発表が可能で、発表タイトルな

どはGoogleスプレッドシートで発

表希望者が自分で記入するスタイル

を取っています。申し込み順の発表

なので、テーマもバラバラですが、

座って聞いているだけでいろいろな

話が聞けるおもしろさがあります。

通常のカンファレンスでは、自分の

興味のあるセミナーにしか参加しま

せんので、視野が狭くなりがち。で

すので、このあたりはアンカンファ

レンス形式の魅力の1つでもあるで

しょう。

アンカンファレンスの 
開催スタイル？

　アンカンファレンスは参加者主導

型の会議ですから、開催にあたって

の制約はそれほどありません。想定

される参加者の人数に見合った広

さの会場が確保できれば、最低限

の準備は完了です。もちろん、ライ

トニングトーク形式で発表を行うの

であればプロジェクター、あるいは

大型のモニターなどが欲しいですが、

あえてプレゼンテーションツールな

どは使わず「喋り」だけで行うのもお

もしろいでしょう。

　あるいは、ライトニングトーク形

式ではどうしても話している人と聞

いている人、という形になってしま

いますから、テーマ別に分かれたグ

ループディスカッションのような形

式で行っても良いでしょう。ただこ

の場合、自分の興味のあるテーマの

グループに入る分、それ以外のテー

マについては参加しないことになる

ので、最後の時間に全体で集まる

時間を用意して、各グループごとに

話し合った内容を発表するなどの工

第28回 アンカンファレンス開催のススメ
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　 参加者主導ですから、準備も自分たちで。 
買い出してきた食べ物を並べたり、ビールサー
バを設置したり

 ▼写真2　 交流スペースはガジェットで盛り上がります。
真ん中は「CrystalDiskMark」の作者であるひ
よひよ氏
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第28回 アンカンファレンス開催のススメ

夫が欲しいところです。このあたり

の開催方法は、アンカンファレンス

形式のベースになった「オープン・

スペース・テクノロジー」について

調べてみるとよいでしょう。

OSunC川越の 
開催スタイル

　OSunC川越では発表形式の一方

通行を解決するために会場を2分割

して、発表を聞くエリアと立食形式

で参加者同士が交流するエリアを用

意して、同時並行で進めるようにし

ています。エリア間の行き来は自由

ですので、交流エリアで話をしてい

る間、おもしろそうな発表が行われ

ていれば発表エリアに移動して話を

聞く、ということもできます。また、

懇親会も同時に行っていることにな

りますので、時間の制約で懇親会に

はなかなか参加できないという人に

もうれしいしくみです（写真2）。

　このような開催方法はあくまで一

例ですが、そのイベントに集まる人

や全体的なテーマに合わせたスタイ

ルをあれこれ試して継続的に開催、

改善していくと良いでしょう。

アンカンファレンスを 
開催してみましょう

　繰り返しになりますが、アンカン

ファレンスは参加者主導の会議であ

ることが大事で、これを満たさなけ

ればならない、というような厳密な

決まりはありません。

　OSunC川越は主催側がかなりあれ

これと準備をしてくれていますが、もっ

とシンプルにするのもアリでしょう。

とりあえず時間と場所だけ決めて、

あとは告知と参加申し込みだけして

もらって、当日どうするか決める、ぐ

らいのカジュアルさでもまったく問題

ないでしょう。現在、年間を通して

OSCを全国で開催していますし、そ

れ以外のイベントも頻繁に各地で開

催されるようになりましたが、まだ

まだ集まる機会が少ない、と言われ

る地域も多いようです。そんなとき

こそ、幅広くいろいろなテーマで盛

り上がれるアンカンファレンスを開

催してみてはどうでしょうか？ ─

─ 意外と近くにおもしろいものが潜

んでいるかもしれません（写真3）。

｢

ビールサーバで美味しい生ビールを

　OSunC川越では主催である小江戸らぐのみなさ
んが、川越周辺のB級グルメである川越焼きそば
や東松山やきとんなどを用意してくれます（写真A）。
また、ビールサーバも用意されているので、自分
でカップに生ビールを注げるのも嬉しいですね。
ビールサーバは第1回開催から用意していたので
すが、最初のころは使い勝手がわからず泡ばかり

出ていました（写真B）。泡が多くなった原因はサー
バ内でビールを通す際に冷やすための金属プレー
トが十分に冷えていないためでした。金属プレー
トはCPUなどを冷やすヒートシンクのようなもの
で、表面がフィン状になっているため、氷を細か
くしてフィンの隙間まで入り込ませないとよく冷
えないのです。ビールサーバは酒屋さんなどで樽
入りビールや炭酸ガスと一緒に用意してもらえます。
盛り上がりますのでお勧めです。

 ▼写真3　 最後にスクリーン前で参加者全員での記念撮影。 
Software Designの記事執筆者もチラホラ

◀写真A
川越周辺B級グルメ。
インスタ映えする盛り
付けを目指すも、色
合いが地味過ぎ

▼

写真B
ビールサーバ設置も慣
れたので、理想的な泡
の量で注げます。コッ
プを無駄遣いしないよ
う、名前を書きましょう
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OSC始めは尾張名古屋で
　2018年度のOSCが始まりました。

まずは5月19日（土）に開催された

OSC名古屋から今シーズンはスター

トです。今後、沖縄、北海道、京都

など主要都市を廻
まわ

りつつ、来春の

OSC Tokyo/Springぐらいまで、毎

月のように全国各地で開催していき

ます。この連載もすでに2年以上経

ち、シーズンを2回廻してきてるの

ですが、それでもまだまだ書けるこ

とがたくさんあるのはすごいことで

す。それぐらい、OSCには毎回新し

い出会いがあるということですかね。

名古屋は展示スペースが 
広いのですよ

　OSC名古屋の特徴の1つとして、

展示スペースがとても広いことが挙

げられます。意外に出展者の数が多

いからなのですが、一方でちょうど

ぴったりの広さの会場が借りられる

わけでもないので、展示場を借りて、

そこに展示ブース、ワークショップ

会場、セミナー会場を同居させる形

で利用しています。それでも使い切

れないぐらい広いスペースがあるので、

各ブースもゆったりしていて、出展

者と来場者がじっくりと話ができる

良さがあります。今回はとくに朝10

時からたくさんの人が展示を訪れて

くれて、熱気ムンムンでした（写真1）。

名古屋は学生さんがたくさん
サポートしてくれています

　数年前までの名古屋での開催は、

開催規模に対してスタッフの少なさ

が大きな課題となっていましたが、

年々学生サポートスタッフが増えて

きて、スムーズに開催が行えるよう

になってきました。今年も、前日準

備には名古屋工業大学や大同大学、

当日運営には中部大学の学生さん

が駆けつけてくれました（写真2）。

　大事なことなので毎回書いていま

すが、OSCのポリシーとしてボラ

ンティアとして手伝ってくれている

スタッフに何かの作業を強制するこ

とはしないようにしています。イベ

ントとしての運営を下支えしてもら

うことと、セミナーに参加したり展

示を見て回ったりしてイベントを楽

しむことの両立を目指しています。

もちろん、OSCの開催時間はあっ

という間ですから両方を120％満た

すことは難しいですが、今回も学生

スタッフのみなさんが自主的に動い

てくれているのを見て、頼もしく思

いました（写真3）。

第29回 2018年度のOSCは名古屋から
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　展示会場は1日中たくさんの人が来てくれ 
　　        て大盛り上がり

 ▼写真3　 終了後にスタッフで記念撮影。1日お疲れ
様でした！

 ▼写真2　ポスターのデザインをし
てくれた名古屋工業大学の齋藤 
孝徳さん。こんなところでも学生
さんが活躍！
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第29回 2018年度のOSCは名古屋から

会場で見かけたおもしろ
いもの

　今回は開催直後に原稿の締め切

りを設定したので、展示会場でおも

しろいものを見つけるぞ！──と決

めて、珍しくジックリと廻ってみま

した。今回、JPMUG（Japan Maria 

DB User Group）が出展していまし

た。多分OSC初出展？　MariaDB

はご存じのとおりMySQLから派生

したOSSのデータベースですが、

マスコットがアザラシです。という

わけでブースでは白いアザラシのぬ

いぐるみを気前よく自由配布（写真

4）。流線型のフォルムがなんとな

く和菓子っぽい（？）2匹をいただい

てしまいました。

　浜松ポリテクカレッジでは、多足

歩行ロボットをデモンストレーショ

ン（写真5）。青く塗ったら例のアレ

になりそうなフォルムで注目を集め

ていました。単に動くだけでなく、

カメラで表情を認識して、それに応

じて挙動が変わるという、ペットロ

ボットのようなしくみも取り入れら

れているとのこと。これ以外にも全

体的に電子工作などの出展が多い

のが名古屋開催の特徴でしょうか。

　名古屋*BSDユーザグループでは、

CPUにモトローラ製MC88100を

使ったOMRONのLUNA-88K2で

OpenBSDを動作させる動態展示を

行っていました（写真6）。もともと

廃棄物置場から回収したものに

OpenBSDを移植して動くようにし

たものだそうです。こういうレアマ

シンを見られるのもOSCならでは

ですね。｢

「焼き肉のコツを伝授」

　今年のOSC名古屋の懇親会は焼き肉食べ放題（写
真A）。昨年、一昨年と料理が少なくて悲しい思い
をさせてしまったので、王道の食べ放題コースに
してみました。しかし、美味しい焼き肉を食べる
にはそれなりのコツがあります。意外と知られて
いないので、ポイントを伝授したいと思います。

　一番重要なのは焦がさないこと。焦げたお肉ほ
ど美味しくないものはありません。そこで大事な
のが「脂をしっかり鉄板に行きわたらせる」「火は
強くし過ぎない」「野菜を使って蒸す」といったこ
とを守る必要があるでしょう。お肉が焦げるのは、
脂がない鉄板の上で強火で焼かれるから。焦らず、
やや弱火かな（？）ぐらいの火加減でジックリと焼
けば、誰でも美味しい焼き肉が焼けます。また、
鉄板に直に触れると焦げやすいので、肉は一度野
菜の上に乗せて間接的に加熱したあとに鉄板部分
で手早く焼くと焦げにくくなります。ぜひお試し
ください。

R e p o r t

◀写真A
　懇親会でTシャツ争奪じゃんけん大会を開催。
　懇親会には80名以上が参加してくれました

 ▼写真4　ニョロッとした感じのア
ザラシぬいぐるみ。ストラップ付
きなのでカバンに付けたらいい
かも？

 ▼写真5　複合移動型ロボット「ぺ
たた」が正式な名称だそうです。
履帯で移動することもできます

 ▼写真6　LUNA-88K2稼働中。
　 天板部分からCPUボードが見え
るようになっています
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まさかの台風発生!?　 
そのとき現場は？

　6月16日（土）にOSC沖縄が開催

されました。沖縄というと、常夏！

海と青い空！と連想される方も多い

かもしれませんが、南国なので雨も

多いです。そして台風の本場です。

今回は開催直前に台風5号が発生し

ていたので、その分大丈夫かな？と

思っていたところ、突然台風6号が

発生して、まさに開催日の朝から暴

風雨に見舞われるという状況でした。

　しかし、まだ台風シーズン本番前

ということもあって、台風6号はそ

れほど勢力も強くなかったので、

OSC沖縄は開催を決行。ばたばた

の会場準備がどんな感じだったのか、

時系列でお伝えします。

7時〜8時；だんだんと 
雨風が強くなる

　宿泊先の那覇市内のホテルを8時

に出発予定だったため、7時前に起

床。ホテルの窓から眺めると、まだ

雨風は強くなく、普通に傘を差して

歩いている人もいます。1階に下り

て外を眺めながら食事をしていると、

徐々に雨風が強くなってくるのがわ

かります。出発の8時の段階では、

傘を差すのが難しいぐらいの強風が

吹き始めたのを感じながら会場に向

けて車で出発。雨が強いので、ワイ

パーは速めにしないと追いつかない

ぐらい（写真1）。

9時〜11時；土砂降りの雨の
中、荷物搬入と会場準備

　会場は9時から借りていますが、

台風の影響もあるので15分前から

開けてもらいました。普段は荷物の

搬入も建物の前に集積しておいて

運ぶので時間的な余裕があるので

すが、今回は濡らさずに置いておく

こともできないので、会場が開いて

から一気に運び込みます。このよう

なオペレーションの変更が発生する

と、時間進行にズレが出てきて、後

工程に大きく影響してきます。結局、

すべての荷物の搬入が終わった時

点で9時を過ぎていました。

　さらに悪いことは重なるもので、

いつもならば展示ブース用の机の

配置が終わっているのに、今回は机

も椅子も出ておらず、片付けられて

いるはずのソファセットまで邪魔な

位置に置いておかれるというマイナ

ス状態から会場準備がスタート。展

示スペースはそれほど広々としてい

るわけではないので、現場合わせ

だけでも結構な手間がかかるので

すが、机や椅子を並べる作業もし

なければならないとなると大幅なタ

イムロスです。

たくさんのスタッフのおか
げで何とか乗り切れた

　幸いだったのは、地元の沖縄オー

プンラボラトリのみなさんがたくさ

んサポートスタッフとして協力して

くれていたので、手分けして会場設

営と来場者配布物の準備が行えた

ことでしょうか（写真2）。イベント

運営は、どれぐらい手間がかかるの

か事前に読むのが難しいので、たと

えフタを開けてみたらやることがな

くて暇だったとしても、スタッフは

多めに参加してもらうに越したこと

はありませんね。

　そんなこんなで、最低限の形を整

第30回 台風6号にも負けず、OSC沖縄開催
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1
出発時のホテル前の木
の様子。テレビの台風
中継でよく見る状態

 ▼写真2　 終了後、ガジュマルの樹の前でス
タッフ記念撮影

本PDFは『Software Design』に掲載された記事を再構成し、技術評論社の許諾を得て配布するものです。 
許諾を得ていない、無断での複製・転載・配布など著作権法に違反する使用は固く禁じます。 ©株式会社技術評論社 2021



10 - Software Design Aug.  2018 - 60

第30回 台風6号にも負けず、 OSC沖縄開催

えて、10時からのセミナーを開始

することができましたが、準備はま

だまだ終わりません。結局、場内案

内などの準備が完了するのも含める

と、11時ぐらいまでかかってしまい

ました。とくに9時から10時の間の

最初の準備が忙し過ぎましたね。

イベント開催と危機管理
　危機管理というと大げさですが、

今回のようなことがあると、イベン

ト開催におけるリスク要因をどのよ

うに織り込んでおくのかについて少

し考えさせられました。

　イベントは開催の日時や場所が

決まっていますが、何かあった場合、

参加人数が少なければ中止や延期

で良いですが、参加人数が多く利

害関係者が増えるほど中止や延期

の判断は困難になります。今回の

OSC沖縄の規模だと、スタッフ、

出展者、来場者合わせて100名規

模なので、気軽に中止できるほど小

さくはありません。

　今回は2日前から気象情報の変化

を見ながら、最終的に台風6号はそ

れほど強くなく、影響は当日午前中

だけと判断できたので良かったので

すが、そのほかの災害などは突発的

に発生しますし、判断は中止、延期

に傾きがちでしょう。この記事を書

いているまさに今日（6月18日）、近

畿地方で大きな地震が起きましたが、

今後同様のことが起きる可能性もあ

ります。

　OSCは幸い、開催コストそのも

のを抑えめにしているため、万が一

中止になった場合でもダメージは大

きくはありませんが、中止になった

ことの情報の伝達や善後策など、対

処しなければならないことも多々あ

るため、まずは無事に開催できてホッ

としています。
◆　◆　◆

　結局、11時過ぎからは雨風も止み、

午後には晴れ間も広がり（写真3）、

あの暴風雨はいったい何だったの

だろう？という感じでOSC沖縄を

終わらせ、那覇市内に戻って本番

の懇親会、美味しい泡盛を飲む2

次会と、沖縄の夜を満喫しました（写

真4）。来年もOSC沖縄は開催予定

です。観光も兼ねて、ぜひ参加し

てみてください。｢

沖縄で肉山に登る

　「肉山」というと、吉祥寺にある本店はなかなか
予約が取れませんが、肉山 那覇は比較的予約が取
りやすいので、沖縄を訪れるときに夕食に悩んだ
ら予約してみることをお勧めしています。私もこ
こ最近、沖縄に行くと1回は肉山におうかがいして、
美味しいお肉を食べさせていただいております。
　各お皿を登山の1合目、2合目になぞらえて、順々
にお皿が出てきます。自分で焼いたりする必要も

ありませんし、食べやすく切ってあるので、おつ
まみ気分で美味しく味わえます。最後の締めは卵
かけご飯か、肉入りのカレーで。

R e p o r t

◀写真B
希少部位のお肉が美
味しくたっぷりと味わ
えます

◀写真A
国際通り、牧志駅から
徒歩5分ほど。隠れ家
のような肉山の看板

 ▼写真3
午後にはこの青空。自称晴れ男
としては引き分けという感じです

 ▼写真4　2次会はいつもの泡盛倉
庫。「黄金まさひろ」の古酒と、
海に沈めた海底酒を飲み比べ

 ▼写真5　前の日は天気が良かった
ので、まさひろ酒造の工場を見学
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　前回は沖縄でしたが、今回は北

海道です。もともとOSCは開始2

年目の2005年に東京のほか、北海

道と沖縄の3ヵ所で開催したので開

催地としては最古参のうちの1つで

す。すでに14回目。2日間合計で

730名と過去2番目の来場者を記

録（最高は2014年の800名）。すっ

かり北海道の地元イベントとして定

着した感があります。今回は私も大

忙しだったので、自分の行動を中心

に開催の様子をレポートします。

台風7号の影響で 
荷物が届かない？

　OSC北海道が開催された7月6日

（金）、7日（土）には、台風7号の影

響で西日本各地で大雨洪水となって

いましたが、北海道も同様に旭川な

どで洪水が発生するなど影響が出て

いました。この影響で東京方面から

の荷物の運送が滞り、一部の荷物が

準備段階で会場に届かないなどの問

題が起きてしまいました。

　数年前には津軽海峡を渡ること

ができず、会期中に荷物が届かな

いということが起きましたが、今回

は何とか土曜日の朝には届けてもら

えたので被害は最小限で済みました。

配達期間に余裕を見て発送をお願い

してはいますが、どうしても遅くなっ

てしまうことはあります。今回のよ

うに悪天候が見込まれる場合には、

発送荷物が届かない最悪の場合でも

セミナーや展示が行えるよう、ハン

ドキャリーで最低限の物品を持って

くるのが肝心かもしれません。

充実の 
セミナーラインナップ

　OSC北海道にたくさんの参加者

が集まる理由の1つとして、セミナー

の数が多いことが挙げられます。土

曜日だけで全部で9トラック、50

セッションものセミナーが開催され

ます（写真1）。中にはさくらインター

ネットのIoTハンズオンや、カレー

を食べながら話をする「カレーカン

ファレンス」などユニークなものも

あります。かくいう私も、もともと

自社のセミナーと、Linux技術者認

定試験「LinuC」についてのセミナー

の2つの講師を務める予定でしたが、

ランチタイムのセッション枠がス

コーンと空いていたので、ここぞと

ばかりにラズパイオーディオの会と

してセミナーを急遽開催することに。

あまり裏番組がなかったためか、50

名以上の方が参加し楽しんでいただ

けました。とくに若い人が興味を持っ

てくれたらしく、その後懇親会でじっ

くりと音質を確かめてくれました。

　そんな調子で土曜日の半分ぐらい

はセミナー講師をしていたので、今

回はあまりほかのセミナーに参加し

たり、展示をじっくりと見たりするこ

とができませんでしたが、たまに展

示スペースを覗
のぞ

くとみなさん楽しそ

うに話をしてくれていました（写真2）。

第31回 夏の北海道で大盛り上がりのOSC

 ▼写真1　 Elastic Stackを活用してログ解析をする方法につい
て熱心に耳を傾ける参加者

 ▼写真2　今回も富良野緑峰高校、旭川高等
専門学校の学生のみなさんをご招待しました

宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
北村 壮大（きたむら まさひろ）　 Twitter  @nasa9084　日本仮想化技術株式会社
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第31回 夏の北海道で大盛り上がりのOSC

　また、初日は準備をしつつ、少し

ビジネス系のセミナーを開催する

1.5日開催方式なのですが、こちら

も常時50名ほど、ユニークで80

名ほどの方に参加していただけまし

た。これだけでも北海道の規模感

としてはそれなりの人数が集まって

いるかと思いますので、今後も続け

ていくぞ！と励みになりますね。年

に1回のOSCだけでなく、もう少し

継続的に年間を通して小まめにイベ

ントを開催していきたいところです。

大懇親会で沖縄の泡盛を
振る舞ってみる

　今回も大懇親会に170名以上の

参加者が集まりました。会場は前回

同様ANAクラウンプラザホテル札

幌なのですが、前回は最上階で眺

めは良かったものの狭かったので、

今回は3階の広々としたバンケット

ホールでの開催です。昼間の本番と

は別に懇親会も協賛したので、展示

ブースとして机を1ついただいてし

まいました。何をやろうか考えたの

ですが、ここはひとつ、北の大地の

みなさんに南の島酒「泡盛」の美味し

さを広めるエヴァンジェリストとし

ての活動を行ってみました（写真3）。

　みなさん、食事や懇談に忙しくて

大勢の方が押し寄せる、とまではい

きませんでしたが、何人か泡盛好き！

という方に66度や50度の原酒を

飲んでみてもらったり、44度の3

年古酒の味わいを楽しんでもらうな

ど、当初の目的は達成できたように

思います。それ以外に、昼間はセミ

ナーしかできなかったラズパイオー

ディオのデモ展示や、ライトニング

トークでドローンをScratchから制

御するなど、昼間の延長戦という感

じで楽しむことができました（写真

4）。結果、一口も食べられないと

いう事態になってしまったので、2

次会に行く前にスープカレー屋に（写

真5）。そして札幌の夜は更けてい

くのでした。｢

北海道はLTも大盛り上がり

　OSC北海道実行委員、LT＆閉会式で司会を務め
た北村壮大です。2016年から3回連続で司会を務
めています。今回は8人の発表者に5分間のLT発
表をしてもらいました。
　他地域では比較的淡々と進行するLT大会ですが、
OSC北海道では、司会も発表間のつなぎで積極的
に会場を盛り上げるよう心がけています。また、
各発表もおもしろく、尖ったものが多いので、
OSC北海道のLTは毎年非常に盛り上がります。
　今年も、1998年（！）の最新情報のLTから始まり、
ejectコマンドや海外カンファレンスでの登壇話など、
多彩なLTを披露してくれました。ステージ上でLTの
順番待ちをしている間に、前の登壇者のネタをしっ
かりスライドに反映させる超技能も見物です。
　また、大懇親会でもLT発表があります。なんと、

大懇親会が始まってから資料を作成する様子も見
ることができます。技術に関係のないLTも多く、
一風変わった内容を楽しめるのが懇親会LTの魅力
でしょう。

R e p o r t

◀写真A
懇親会LTでドローンを
飛ばす筆者（宮原）。
撮影：三谷公美

 ▼写真3　懇親会の展示ブースに
並べられた高度数泡盛。後ろは
弊社の伊藤宏通CTO

 ▼写真4　ラズパイオーディオのデ
モ。富良野から招待した高校生
が食いついてくれました

 ▼写真5　スープカレー。すすき
のの「ショーリン」がホテルから
近くてお気に入りです
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宮原徹の

　日本全国が記録的な猛暑に見舞わ

れる中、暑さで知られるOSC京都

が8月3日・4日の2日間、京都リサー

チパークで開催されました。今回は

招待講演に『ゲームセンターあらし』

の作者でお馴染みのすがやみつる先

生が登壇するなど、普段のOSCと

はひと味違う開催となりました。

運営や展示に学生さんが 
大活躍

　全国のOSCは学生のみなさんの

献身的な協力のおかげで成り立って

いるといっても過言ではありません

が（本当に）、OSC京都はとくに学

生のスタッフや出展が多い開催です。

　今回も、前日準備の段階でたくさ

んの学生スタッフのみなさんがお手

伝いに集まってくれました（写真1）。

届いた出展者からの荷物の仕分け

やブースへの配置、来場者配布物

の制作など、いつもだと結構たいへ

んな作業も、たくさん集まってくれ

たおかげで人海戦術でいつも以上

に早く終わりました。空き時間がで

きてしまったので、届いたばかりの

ソニーの小さなマイコンボード「SPR 

ESENSE」をセットアップして動か

してみたり、ドローンを飛ばしてみ

たりと、準備だけでなくおもしろい

ことも一緒に楽しんでもらえました。

　当日も、受付や来場者の誘導な

どの運営スタッフのほか、展示ブー

スでアイロンビーズ体験や、キーボー

ドのキートップや基板を活用したア

クセサリの販売など、来場者が楽し

める展示をしてくれました（写真2）。

　このように学生さんが活躍してく

れる開催は京都の伝統になりつつあ

ります。今回は過去に学生スタッフ

として参加し、現在は社会人となっ

た人たちも何人か来場してくれてい

ましたし、伝統がつながっていくと

いいですね。

招待講演『「学ぶ」という 
ことについて』

　今回、若干個人的な動機による

企画として、招待講演を行いました。

講師にお招きしたすがやみつる先生

は、現在京都精華大学マンガ学部 

キャラクターデザインコースの教授

を務められています。我々の世代（40

代後半）からするとアニメにもなっ

た『ゲームセンターあらし』が代表作

ですが、実は『こんにちはマイコン』

（小学館／1982年）というマイコン

（今でいうパソコン）を紹介する教育

マンガを描かれています。このマン

ガでマイコンに目覚め、そのまま

IT業界で仕事をするようになった

人も多数います。もちろん、私もそ

の一人なのですが。

　講演では、生い立ちからマンガ

家になったこと、マイコンにはまり、

その後パソコン通信を始めて海外

第32回 すがやみつる先生の講演に京都の夏が燃えた ！
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　
前日準備の様子。来てくれた人数が多かったのであっ
という間に終わりました

 ▼写真2　 
2日目の朝に撮ったスタッフ記念写真。運営に、展示に、
頑張りますよ ！のガッツポーズで
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第32回 すがやみつる先生の講演に京都の夏が燃えた ！

とF1の情報を交換するようになっ

たことなど懐かしいお話ばかりで、

「あらし世代」には大うけでした。が、

そのほかの若い聴講者には若干「は

てな？」という感じだったかもしれ

ません。

　その後、57歳でeラーニングで

早稲田大学に入学、さらに教育工

学の修士課程を修了し、京都精華

大学で教鞭をとるようになった経緯

をふまえて、大人の学び直し（リカ

レント教育）に大事なことをお話い

ただきました。とくに私がそのとお

りだと思ったのが「プライドを捨て

る」ということ。確かに、ある程度

大人になると、自分の成功体験に

縛られて、新しいやり方にチャレン

ジできなくなったり、物事を低く見

たりすることが増えてきます。それ

らを捨て去り、素直に学ぶ姿勢とい

うのはどんな年齢でも大事なことだ

と思いました。また、おもしろいこ

とをどんどんする、という姿勢も大

事とのこと。このあたりはOSCに

集まる人たちは実践できているなと

感じました。

　懇親会にも参加いただき、参加

者と交流を深めたり、サイン会になっ

たりと大いに盛り上がり、お招き 

した甲斐のある招待講演でした（写

真3）。

SD編集部 宮島さんが取
材に来てくれました

　Software Design編集部の宮島 

幸太さんがはるばる京都まで取材

に来てくれました（写真4）。さらに

私がガイドをつとめるブースツアー

にも同行して、いろいろと取材して

いってくれました。レポートを書い

ていただけるということなので、詳

しくはそちらの記事をご覧ください

（p.178、およびhttps://gihyo.jp/
news/report/2018/08/1701）。

宮島さんの目にOSC京都がどのよ

うに映ったのか、楽しみですね！

｢

京都は日本酒が美味しいです

　夏の京都はやはり日本酒です。キリッと冷やし
た冷酒を飲みながら、暑い夜を過ごします。昨年
発見したとある日本酒バーは、メニューがなく、
マスターに飲みたい感じを伝えるとそれに合った
日本酒を出してくれるシステムになっています。
今年もOSC京都の1日目が終わったあと、2次会
でうかがいました。
　まずは「京都の夏」というフワッとしたオーダー

をしたのですが、同じようにオーダーした2人に別々
の日本酒、しかも飲み比べ3種なので合計6種が
出てくるマニアックぶりです（写真A）。そのあと、
あれこれオーダーすると、予想の斜め上を行く日
本酒が出てきて、ついうっかり飲み過ぎたのですが、
美味しかったせいか翌日はすっきりでした。とて
も小さな店なので店名は伏せておきますが、ネッ
トで検索すれば見つけられると思うので興味があ

る方は探してみてください。

R e p o r t

◀写真A
（左）最初に出てきた「京都の夏」3種。
「真夏の ！」が頼もしい限りです
（右）カウンターに並んだ日本酒たち。
まだ空いてますが、このあと常連さんで
満員になりました

 ▼写真3　すがやみつる先生にお
願いしてMacBookにあらしを描
いていただきました。感激しす
ぎて酷い顔になってます

 ▼写真4　
宮島さんを逆取材。放浪記のペー
ジを開いて記念撮影しました
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宮原徹の

　オープンデベロッパーズカンファ

レンス（ODC）は、昨年から開催を

始めた開発に関するカンファレンス

です。オープンソースカンファレン

ス（OSC）はセミナーのテーマがオー

プンソースソフトウェアの「使い方」

に寄りがちですが、ODCでは「開発

する」というテーマに絞りました。

　今回も、OSSの開発や自動化、

スマホアプリの開発など、幅広い開

発に関するテーマのセミナーが行わ

れました（写真1）。

ODC実行委員会による 
プログラム編成に手応え

　OSCも各地域での開催では実行

委員会を編成して企画や運営を行っ

ていますが、東京のOSCは規模も

大きいため実行委員会を組んでの

企画・運営を行っていません。一方、

ODCは2日間で来場者も400名程

度とほどよい規模感なので、実行委

員会でアイデア出しをして、講師を

お願いするプログラム編成も行って

みました。

　昨年も実行委員会によるプログ

ラム編成を行ってみましたが、アイ

デアはたくさん出たものの、具体的

に話してもらえる人を見つけるのが

困難だったため、あまりうまくいき

ませんでした。そこで今回は、話し

てほしいテーマと講師をセットでア

イデア出ししてみました。この方法

だと、アイデア出しの段階で誰にセ

ミナーを依頼すればいいか明確な

ので、実行委員からのお願いでいく

つかのセミナーが実現しました。そ

れほど数は多くはありませんでした

が、新しいやり方のコツがつかめた

ので、今後のOSCやほかのイベン

トでも同じパターンで企画していけ

そうです。

挫折させない開発勉強会
　相変わらず運営で忙しいのでゆっ

くりとセミナーに参加できないので

すが、前述のように実行委員会か

らお願いしたセミナーのうち、板谷

晃良さんの「挫折させないiOS App

開発勉強会の裏側」に参加しました

（写真2）。

　学生時代に行ったアプリ開発勉

強会についての経験談で、あらかじ

め用意しておいたサンプルコードを

少しだけいじってもらう、という工

夫をしていたとのこと。言語の学習

にはソースコードを全部入力させる

「写経」が有効という話もありました

が、スマホアプリなどの場合には、

まずは全体像をつかんでもらうこと

が理解の助けになるようだというお

話でした。

ラズパイオーディオ 
ハンズオンを開催

　ODCは1日目が各種セミナー、2

日目はLLイベントやコミュニティ

企画が開催されましたが、私自身は

ラズパイオーディオ関係のコミュニ

第33回 ODCで開発について考える2日間
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　フォワードネットワークの展示。強化学習で
板の上のボールがきれいに転がるようになります

 ▼写真2　 板谷さんの講演の様子。勉強会の対象は初
心者と経験者の両方をカバーしたとのこと
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第33回 ODCで開発について考える2日間

ティ企画を行いました。

　まず午前中はラズパイオーディオ

ハンズオンということで、Raspberry 

PiとUSBオーディオインターフェー

スを接続して音が鳴るようにしまし

た。音は段ボール箱に穴を開けて

スピーカーを取り付けるという手作

り感満載の企画です。過去に何度

か開催してきましたが、今回も11

名の方が参加してくれました。実際

に音が出たときの達成感を感じてく

れるのは、毎回教えていて楽しい瞬

間ですね。

夏のラズパイオーディオ
ミートアップも開催

　午後はラズパイオーディオミート

アップを開催し、Raspberry Piで

音楽を鳴らすためにいろいろな開発

をされている方3名にお話をしてい

ただきました。参加者も40名以上

と、思ったよりもたくさんの方が集っ

てくれました。

　ワンボードオーディオコンソーシ

アム代表の海上忍さんによる発表

では、独自に開発されているディス

トリビューション「1bc」に関心が集

まりました。現在独自に開発を進め

ているが、リリース後はオープンソー

スにして開発を進めるとのことで、

リリースが待ち遠しいですね。

　2番目のTakazineさんは、Sabre 

BerryシリーズなどのRaspberry 

Pi用DACを独自に開発しています

が、その背景にあるさまざまなノウ

ハウを語ってくれました。オーディ

オ機器開発のプロの話を聞けるの

は貴重な機会ですが、半分ぐらい

は難しすぎてわからなかったので、

デジタル回路の基本から勉強しな

いといけないですね。

　3番目の㈱あおごち代表の山田斉

さんは、ラズパイオーディオ用のケー

スなどを制作・販売していますが、

このケースに組み込む各種電子デ

バイスについて解説してくれました。

スイッチやボリューム、OLEDなど

を使うと、ラズパイオーディオがよ

り快適になるということで、工作意

欲が高まる内容でした。

　さらにLTでは、独自に開発され

ているiOS用オーディオ再生操作用

アプリや、球形スピーカーが紹介さ

れるなど、ODCにふさわしい開発

の実践例を発表いただき、参加者

の満足度も高かったと感じました（写

真3）。スマートフォンなどで手軽

に音楽を聴けますが、自分で再生

環境を自作するのも楽しいですよ。

ぜひ、みなさんも試してみてくださ

い。｢

沖縄で避暑？　おもにビール

　ODCが終わったあと、会社で所属している沖縄
オープンラボの会議に参加するため、沖縄に行っ
て来ました。初日はサミットも開催された万国津
梁館でオープンソースとビジネスについてのディ
スカッションを行い、翌日は那覇市内で人材育成
について話し合いました（写真A）。
　どちらの議論でも感じたのが、大きな会社にな
るほど、オープンソースに取り組むにはコンプラ
イアンスが壁として立ちはだかっているということ。
そのような課題を解決しようと頑張っているうちに、

OSSを活用したり、自社で開発したソフトウェア
をOSSにしたりするようなオープンな会社が成長
し、エンジニアを獲得している現状を考えると、
なんだか複雑な気持ちになります。
　そんなモヤモヤを吹き飛ばすべく、夕陽を見な
がらオリオンビールを飲んだり、土砂降りの雨の中、
ヘリオス酒造のクラフトビールを飲んだりして、
東京よりもなぜか涼しい沖縄の夜は更けていきま
した（写真B）。

R e p o r t

◀写真A
沖縄オープンラボの
エンジニアメンバー
と。夕陽が強すぎて
ハレーション起こし
てます

◀写真B
ヘリオス酒造で
クラフトビール。
議論の延長線上
であーだこーだ
やっています

 ▼写真3
kitamura_designの球形スピー
カー。真ん中のプレーヤ部分にラ
ズパイが組み込まれています
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　みなさんは長崎県南島原市をご

存じでしょうか？　長崎県の島原半

島にあり、歴史的には島原の乱があっ

たことで有名です。一揆軍が立てこ

もった原城が先日、「長崎と天草地

方の潜伏キリシタン関連遺産」とし

て世界文化遺産に登録されました。

海あり山あり温泉もあり、風光明媚

な土地です（写真1）。主な産業は農

業や漁業、そして手延べ素
そうめん

麺の製

造も盛んで、みなさんも食べたこと

があるのではないでしょうか。

　そんな南島原市を今、IT/IoTの

人材集積地にしようと3年ほど前か

ら活動しています。「なんで南島原

市で？」と思うかもしれませんが、

いわゆる田舎特有の閉鎖的なところ

がなく、外部からの人材流入を歓

迎する空気があり、少しずつUター

ンIターンで南島原市に移り住む人

が出てきています。こんなところで

IT/IoTの研究開発を行えるように

したらおもしろいのではないか？　

そう思って活動を始めました。今回

は南島原市で開催したアイデアソン

の様子を紹介したいと思います。

南島原ローカル 
ITサービス創発塾

　まず9月7日から9月9日の3日

間開催されたのが「南島原ローカル

ITサービス創発塾」のアイデアソン

です。今年で3回目となるイベント

で、地域の課題をITで解決しよう

という趣旨で開催されています。1

回目には参加しましたが、2回目は

OSCの日程と重複したため参加で

きず、久しぶりの参加です。今回は

「体験型民泊」「世界遺産」「移住」の

3テーマに分かれて、それらの業務

に従事されている方へのインタ

ビューを行い、グループ内のディス

カッションを経て、最後はアイデア

をプレゼンするという流れで活動を

行いました。

移住してもらうには 
どうしたらいい？

　私は移住グループに入り、まず

は南島原市のSWOT分析（強みや弱

みを抽出する）を行い、そこから課

題を取り上げ、解決策を考えます（写

真2）。課題として挙がったのが、

すでに住んでいる人でも地域のお

店などの情報が入手しづらいという

こと。基本的に口コミで情報が広が

る土地柄で、情報チャネルが整備

されておらず、またネット上にもあ

まり情報が掲載されていません。確

かに、住む場所を探してみようと有

名な不動産情報検索サイトで南島

原市の物件を検索しようとしても、

1件も登録されていない状態です。

第34回 南島原市からIT/IoTソリューションを発信するために
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1
ドローンを飛ばして原城を海上から撮影してみました。
南島原市はドローン飛ばし放題です

 ▼写真2
地元チームと外部チームに分かれてSWOT分析。お互
いが南島原市をどう見てるか比較しながら課題を抽出し
ます
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第34回 南島原市からIT/IoTソリューションを発信するために

これでは移住どころか、住んでいる

人も不便すぎます。というわけで、

私のグループでは地域情報サイト

を立ち上げて情報をきちんと掲載し

ていけるようにしよう、ということ

になりました。まったく革新的なア

イデアではありませんが、まずは基

礎が大事だよね、ということで、

10月に開催されるハッカソンで実

際にサイトのプロトタイプを開発す

る予定です（写真3）。

南島原 IoT Hack Day 
2018にも参加

　翌週には「南島原 IoT Hack Day 

2018」が開催されました。こちら

はIoTに特化したアイデアソンで、

農業チームと漁業チームに分かれ

てIoTソリューションを考えました。

私は漁業チームに入り、フグの陸上

養殖、ハマチなどの洋上養殖を行っ

ている事業者さんにインタビューを

させていただきました。実際にフグ

が大量に養殖されているところや、

船で海の上の養殖生
い

け簀
す

にまで連

れて行っていただくなど、普段なか

なかできない経験をさせてもらいま

した（写真4）。

　魚の養殖での共通の課題は、魚

の数を数えたいということ。現在は

出荷時の水の体積などからだいた

いの数を推測しているが、もっと正

確に数えられないか、という要望で

す。魚を出荷する際にはポンプで

吸い上げてパイプ伝いに水槽に移

すそうなので、このときにセンサー

を使ってカウントできそうです。実

は同様のソリューションはすでにあ

るようなのですが、非常に高額でコ

スト面で採用できません。原理は単

純ですから、現在はアイデア段階

ですが、Raspberry Pi＋電子工作

でプロトタイプぐらいはできそうで

すね。そのほか、病気になった魚を

画像解析で見つけるなど、いろいろ

なアイデアが出て、充実した2日間

でした。現在、さまざまな地域で課

題を解決するためのアイデアソンや

ハッカソンが開催されています。み

なさんもぜひ参加してみてください。

｢

合宿形式で濃密な議論を可能に

　南島原市でのアイデアソンは「エコパーク論
ろんしょばる

所原」
というキャンプ場に泊まり込みで行っています（写
真A）。島原半島は火山による造山活動でできたた
め、非常に起伏が激しい地形です。この傾斜地を
利用して造成しており、とても景色の良い高原の
キャンプ場になっています。別荘地のようにキャ

ビンに宿泊できるので、お酒を飲みながら夜遅く
まで議論をすることができます（写真B）。薪でご
飯を炊いてカレーを作ったりもしますので、アウ
トドア気分も楽しめます。今後も頻繁に開催しま
すし、ご案内もできますので、開発合宿をやりたい！
という方がいらっしゃれば私までご連絡ください。

R e p o r t

 ▼写真A　エコパーク論所原の素敵な景色。
週末にはオートキャンプを楽しむ人で賑わいます

 ▼写真B　キャビンの中での飲み会の様子。ほかの
グループの議論の様子を聞いたり、アイデアを出
し合ったりします

 ▼写真4
船に乗せてもらって、洋上の養殖
魚を見に行きます。漁業チームは
平均年齢高めでした

 ▼写真3
2つのアイデアソンの間、私も南島
原市にお試し移住。現地のチームメ
ンバーと家飲みで作戦を立てます
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宮原徹の

　11月10日（土）にOSC新潟が開

催されました。ここ2年ほどは長岡

市での開催が続いていましたが、

2018年は3年ぶりに新潟市に戻っ

ての開催です。新潟といえば酒処、

日本酒が美味しい土地です。今回

も美味しい日本酒を楽しみにして新

潟に行ってきました。

燕三条の包丁工場で感動
　今回のOSC新潟の会場は市立図

書館のホールを使用することもあっ

て前日準備ができなかったので、や

やゆっくりめの新潟入りです。現地

の方が車で迎えに来てくれるという

ことなので、上越新幹線で新潟駅

のやや手前、燕
つばめさんじょうえき

三条駅に降り立ちま

した。燕三条といえばステンレスな

どの洋食器生産で有名な土地です。

昔はiPodの裏側がツルツルなのも、

燕三条の磨き職人さんが1つ1つ手

作業で磨いていたということで話題

になりました。ちょうどテレビドラ

マ「下町ロケット」の舞台として燕三

条が使われているらしく盛り上がっ

ているようでした。私は見ていない

のでよくわからない中、事前にいろ

いろと調べた中で包丁を作っている

工場が見学できる「藤次郎オープン

ファクトリー」（https://tojiro.net/）

を訪問してみました。

　お洒
しゃれ

落なインテリアのショールー

ムに、たくさんの包丁が並んでいま

す。一般的な包丁は合金板から打

ち抜いたものを研磨して作るそうで

すが、やはり鍛
たんぞう

造で作っている一点

物は、表面に現れる波紋が全部異なっ

ているそうでとても美しいです。私

は料理は全然しないのですが、見

ているとお料理をしてみたくなりま

すね。自由に見学できる工場も包丁

作りについて勉強になることしきり。

こういった工場見学も、各地域の産

業を理解するうえで欠かせないので、

今後の各地のOSCでも続けていき

たいと思います。

新潟のワインと日本酒と
　次に新潟でワイン造りをしている

「カーブドッチ」を訪問しました。包

丁をいろいろ見すぎてしまって到着

が遅くなり、ショップの閉店15分

前に飛び込みましたが、白ワインと

赤ワインを試飲し、木箱入り赤ワイ

ン6本セットを購入しました。新潟

の海岸に近い土壌は砂が堆積して

できているため、水はけがよく痩
や

せ

ていて葡
ぶどう

萄の生育に向いているのだ

そうです。試飲できなかったワイン

もセットには含まれているので、年

末にゆっくりと飲もうと思います。

　その後、新潟駅前のホテルにチェッ

クインしたあと、前夜祭として居酒

屋に（写真1）。日本海の美味しい魚

と、新潟の地酒が飲み放題。全部

で11銘柄ありましたが、全種類を

制覇してしまいました。そのあと、

布
ふ の り

海苔が入っていてツルツルしてい

る新潟独特のへぎそばで締めて、

翌日のOSC新潟本番に備えました

（写真2）。

少人数ながらも 
満足度の高いOSC新潟

　10時開場、11時開始となかなか

タイトなスケジュールでしたが、朝

からスタッフおよび出展者総出で机

や椅子を並べたり、電源配線したり

と会場設営を行って、なんとか予定

どおりスタートすることができまし

た。会場のホールをステージ側が

セミナー、後ろ半分を展示スペー

第35回 日本酒三昧！ OSC新潟に行ってきました
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　日本酒で乾杯。たくさん
飲みましたが、不思議と翌日残り
ませんでした

 ▼写真2　締めはサッパリしたへぎ
そばで。いくらでも食べられてし
まうのが不思議です
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第35回 日本酒三昧！ OSC新潟に行ってきました

スと分けたので、出展している人た

ちもセミナーを聴いていられるとい

うメリットがあります（写真3）。今

回は参加者が全部で70名とほかの

開催に比べれば少なめでしたが、全

体として一体感があり、出展者から

も満足の声が上がる開催となりまし

た（写真4）。

　私は昼食休憩明けの13時から

Gitについての話をしたのですが、

時間になってもあまり人が戻ってこ

ない？　会場の図書館は住宅街の

中にあるので、近隣にあまり飲食店

がなく、みなさん遠くまで食事に行っ

ていたようです。話しているうちに

みなさんがゾロゾロと帰ってきて、

会場が賑やかになりました。会場が

飲食禁止でなければ何か配達して

もらって会場で食べることもできる

のですが、このあたり、次回への課

題ですね。

　次回は、これまた日本酒が美味

しい島根・松江でのOSCの様子を

お伝えする予定です。｢

日本酒だらけのOSC新潟懇親会

　OSC新潟の懇親会といえば、新潟の美味しい日
本酒の飲み比べです。今回は乾杯用に甕

かめ

に入って
いて柄

ひしゃく

杓で注ぐ萬寿鏡の「甕
かめのぞき

覗」という日本酒が用
意されておりました。そのほかにも精米歩合40％
の「萬寿鏡 F40」のような初めて見る日本酒など、
バリエーション豊かな日本酒の飲み比べで、大満
足の懇親会でした（写真A）。

　しかし、翌日朝早めに帰宅するために新潟駅に
来ましたが、時間が余っていたので駅前の「ぽんし
ゅ館」で利き酒をしてみました（写真B）。93の酒蔵
の日本酒を、500円で5種類まで試飲できるコー
ナーがあり、朝9時30分から営業しています。帰
る前にお気に入りの日本酒を見つけて、お土産に
買って帰るのもいいですね。

R e p o r t

 ▼写真A　用意された日本酒と一緒に記念撮影。真
ん中にある甕には一升（1,800ml）入っています

 ▼写真B　ぽんしゅ館の利き酒コーナー。ズラッと
並んだ機械にコインを入れてボタンを押せばお猪
口（ちょこ）に注がれるしくみです

 ▼写真3
セミナーの間の休憩時間は展示コーナーで情報交換。
ちょっと狭いですが、一体感があって良いですね

 ▼写真4
スタッフおよび最後まで残ってくれた人たちで集合写真。
このまま皆で懇親会になだれ込みました

本PDFは『Software Design』に掲載された記事を再構成し、技術評論社の許諾を得て配布するものです。 
許諾を得ていない、無断での複製・転載・配布など著作権法に違反する使用は固く禁じます。 ©株式会社技術評論社 2021



71 - Software Design

宮原徹の

OSC島根で 
ラズパイオーディオ

　OSC新潟で日本酒三昧したばか

りですが、11月23日（金）に開催さ

れたOSC島根でも日本酒三昧して

きました。出雲国造り神話もあると

おり、太古の昔から歴史のある島根

は日本酒造り発祥の地でもあります。

毎回、美味しい日本酒を楽しませて

もらっています。もちろん、OSC

島根も楽しんできました。

　OSC島根はスタッフがたくさん

いるので運営は地元のみなさんにお

任せして（写真1）、私はラズパイオー

ディオの会として出展してみました。

Raspberry Pi自体は島根でも幅広

く使われているようで、たとえば同

じスペースに出展していた松江工業

高等専門学校でも学校内の温度な

どをセンサーで測ってデータを集め

る展示などを行っていました（写真2）

が、趣味性の高いオーディオで使う

のは目新しかったらしく、興味深く

ブースを訪問してもらえました。

一人LT3本勝負は惜敗
　また、セミナーは1部屋だけで

15分一本勝負というスタイルです

が、私は「プログラミングでドロー

ンを飛ばす」「ラズパイオーディオ」

「git入門」を一人LT形式で5分×3

本という無謀な挑戦をして、結局

gitはしくみだけ話してあとはSlide 

Shareにアップされている資料を見

てね、という残念な結果になってし

まいました。それぞれ3分ぐらいず

つで話すつもりで準備をすればいけ

るかな？　次回はOSC浜名湖で15

分スタイルの発表機会があるはず

なので、その際に試してみようかと

思います。

世界文化遺産 
「原城跡」をマッピング

　OSC島根の1週間後、12月1日

（土）に、今度は以前紹介した長崎県

南島原市でOpenStreetMap（以下、

OSM）のマッピングパーティを開催

しました。南島原市にある原城跡は

世界文化遺 産にもかかわらず、

OSM上ではわずかに線が引かれて

いる程度で、ないに等しい状態でし

た。8月に東京で開催された「State 

of the Map Japan 2018」の LT で

呼びかけたところ、たくさんのマッ

パーの方がはるばる南島原市まで

集まってくれました。

　私も含めて何名かはマッピング

作業自体が初めてなので、OSMア

カウントの作成からスタートです（私

はアカウント作成は以前していたの

でパスワード再設定）。今回は地元

の島原翔南高校から先生に勧めら

れて高校1年生が1名参加してくれ

ました。パソコンはそれほど詳しく

ない、ということで、私自身も初め

てですがマンツーマンで教えながら

作業を行いました（写真3）。

第36回 島根、長崎とたまにはイベント参加を楽しむ
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　OSC島根の運営スタッフのみなさん。インド
から松江市に交流で来ている女性もLTのドラ担当と
してお手伝いしてくれました

 ▼写真2　松江工業高等専門学校のRaspberry Piの
デモ。収集したデータをグラフで可視化すると、い
ろいろな傾向が見えてきておもしろいですね
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第36回 島根、長崎とたまにはイベント参加を楽しむ

マッピングは意外と 
楽しい

　ア カ ウ ン ト の 作 成 や ツ ー ル

（JOSM）の初期設定などが終わった

ところで昼食を取りつつ、当日現地

入りの人たちと合流し、本格的にマッ

ピングパーティがスタートです。ま

ずはフィールドワークということで、

原城跡をうろうろと歩き廻り、写真

などを撮っていきます。GPSを有

効にしておけば、あとでその写真が

だいたいどのあたりで撮ったものか

わかりますが、印刷した地図にもメ

モしていきます。原城跡は遺構など

があまり残っていない城跡ですが、

起伏に富んだ地形にあるため、マッ

パーの人たちもかなり楽しんでいた

だけたようです。予定の1時間を大

幅に超えたところで、作業場所に

移動してマッピング開始です。私は

原城にある温泉施設の前に置かれ

ている「獅子吼」というライオンの像

をマッピングしてみました。この像

は長崎の平和公園にある平和祈念

像を制作した彫刻家、北村西望氏

が地元出身ということで置かれてい

ます。実際の地図と

重ね合わせて、OSM

上にオブジェクトを

マッピング、アップ

ロードすると、しば

らく経ってOSM 上

に情報が現れます。

これで世界中の人か

ら見てもらえるよう

になるということで

すので、なんだかうれしくなります

ね。ほかの人も思い思いにマッピン

グを行って、何も書かれていなかっ

た原城跡の地図が、それなりに見

られるようになりました（図1）。

　南島原市内には、古い街並みが

残っているため、お地蔵さんや道祖

神、記念碑等々がたくさんあります。

今後、地域の高校生や中学生など

を巻き込んで、マッピングパーティ

を継続的に開催していく予定です。

どんなことになっていくか、楽しみ

ですね。｢

OSC島根の前にぶらぶら観光R e p o r t

◀写真A　
足立美術館の庭園。
遠くの山が借景に
なっています。あい
にくの天気でした
が、水墨画のよう
で風情がありますね

写真B▶
境港の市場で海鮮ラ
ンチ。新鮮な刺身に
煮付けと、味もボリュー
ム感も満点です

 ▼写真3　事前準備の様子。左側が
参加してくれた高校生の中山颯
太さん。泊まり込みから翌日の
フィールドワークまでフル参加し
てくれました

 ▼図1　できあがった原城跡の地図。上にある案
内所とトイレは中山颯太さんがマッピングしてく
れました

　OSC島根は3連休の初日に開催ということもあり、
少し早めに現地入りし、まずは日本庭園が有名な
足立美術館へ（写真A）。見事な日本庭園と、充実
の横山大観のコレクションの両方が楽しめます。
やや遠いところにありますが、JR安

やすぎ

来駅からシャ
トルバスも出ていますので、ぜひ一度足を運んで
みてください。季節ごとに異なる景色が楽しめる

ので、何度行っても飽きませんね。
　今回は車で行ったので、そのあとに有名なバリ
スタの方がやっている喫茶店でエスプレッソをい
ただいたり、境港まで行って海鮮丼を堪能したり（写
真B）。そして夜は毎回訪問している松江駅前の居
酒屋「根っこ」にお邪魔して、あまりよそでは飲め
ない島根の日本酒「王

おうろく

祿」を飲み比べ。翌日からの
OSC島根に向けて鋭気を養いました。
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　早いもので2018年も終わり、1

年間で15回ものオープンソースカ

ンファレンス（8月のオープンデベ

ロッパーズカンファレンス含む）を

開催してきました。ほぼ毎月のよう

に全国各地のみなさんにお会いして、

そして飲んできましたが、その締め

くくりとしてOSC福岡、さらに東

京で開催されたOSC.Enterpriseに

ついてレポートします。

OSC福岡は今年も 
学生がたくさん参加

　2018年12月8日（土）にOSC福

岡が開催されました。

　OSC福岡の特徴と言えば、毎回

学生のみなさんがたくさん参加して

くれるということです。今年もいく

つかの大学、専門学校の先生が呼

びかけをしていただいたおかげで、

たくさんの学生さんが参加してくれ

ました（写真1）。

　何人かの学生さんに声をかけて

話を聞いてみましたが、Linuxなど

は演習などの環境として普段から

使ってはいるものの、あまりオープ

ンソースソフトウェアであることは

意識していないということ。このあ

たりがこの10年で大きく変わった

ところだなと感じます。利用する人

のすそ野は確実に広がっている一

方で、OSSの理念的なところはそ

こまでは広がっていない。というか、

ごく当たり前にOSSがあるので、

オープンではないものとの違いを意

識しないでいいということなので

しょう。幸せなことではありますが、

今後のことを考えると、啓蒙活動も

大事な点ですね。毎回、若い人た

ちから学ばされます。

　今回は早めに福岡入りをして、い

くつかの学校を訪問して、来年はぜ

ひ参加だけでなく出展も、とお願い

してきましたので、来年の開催はもっ

と賑やかになるかもしれません（写

真2）。

アフリカのOSS事情に 
ついて聞いてみた

　東京に戻って、2018年12月14

日（金）にOSC.Enterpriseを開催し

ました。名前のとおり企業向けの

OSSソリューションが中心のテー

マですが、今回アフリカから日本に

インターンとして来ているナミビア

のTomas Kapiye 氏、ルワンダの

Dieudonne Dukuzumuremyi氏、

エジプトのHatem Wasfy氏の3氏

がプレゼンテーションを行ってくれ

ました。

　Tomas氏は少し日本語がわかる

ということで、日本語と英語を混ぜ

てプレゼンテーション。LibreOffice

のアフリカーンス語へのローカラ

イズについて話してくれました。

Dieudonne氏はLibreOfficeのQA

（品質保証）について話してくれまし

た。Hatem氏はLibreOffice Online

とNextcloudを組み合わせた、ク

第37回 2018年末は国際色豊か？　アフリカ、そしてアジアからも
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　
前日準備には ISIT（九州先端科学技術研究所）のみなさん
もお手伝いに来てくれました。毎回ありがとうございます

 ▼写真2　
お昼休みの時間帯、受付前は参加してくれた学生さん
のアンケート提出とくじ引きで大混雑です
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第37回 2018年末は国際色豊か？　アフリカ、そしてアジアからも

ラウド版オフィス環境についてデモ

してくれました（写真3）。

　アフリカでも、企業などはWin 

dowsとMS Officeを使うことが多

いそうですが、大学では予算などの

関係もあってオープンソースが活用

されていて、LinuxやLibreOffice

がたくさん使われているそうです。

また、さまざまなネットベンチャー

も生まれてきていて、クラウドが活

用されているそうなので、日本のよ

うな状況になってくる日も近いかも

しれませんね。

香港のオープンソース 
カンファレンス

　2018年の年末は国際色豊かなゲ

ストが多く、クリスマス休暇を利用

して香港からCalvin Tsang氏が来

日されました。Calvin氏は香港の

オープンソースカンファレンスで

ある「HKOSCon」やPythonのカン

ファレンスである「PyCon」などの

運営をされているそうです。たまた

まツテで知り合ったので、日本の

OSC関係者やシビックテック関係

の人たちに集まってもらい、日本の

コミュニティの現状をお話ししたり、

香港での活動についてお話ししても

らったりしました（写真4）。

　アジアでは、HKOSConのほかに、

台湾でCOSCUP（Conference for 

Open Source, Coders, Users and 

Promoters）というイベントも開催

されており、日本からも何人かが参

加しています。これらのイベントで

香港、台湾、日本がゆるやかにつな

がり始めており、2019年は各イベ

ントで海外ゲストトラックを持ちた

い、という提案を受けました。まさ

にこの原稿を書いている最中に、以

前来日された際にお会いしたCOS 

CUP関係者から連絡があり、OSC

東京春に行くからよろしく、OSC

東京秋では海外ゲストトラック作ら

せてよ、とのこと。というわけで、

2019年はさらに国際色豊かにあれ

これ活動していくことになりそうで

す。｢

 ▼写真3　プレゼンしてくれた3人
と、LibreOffice Japanese Team
の榎真治氏とで記念撮影

 ▼写真4　Calvin Tsang氏と集まっ
たみんなで記念撮影。あまり集ま
らないかと思って会場変更したら
思ったより集まりました

2018年の締めくくりも飲んでました

　この連載も37回目と4年目に突入しましたが、
相変わらず飲んでいます。OSC福岡では前日準備
終了後、「博多うま馬」で前夜祭。この店は博多ラー
メンの源流である「三馬路」というお店の流れを汲
む店らしく、コースの最後に半ラーメンが食べら

R e p o r t

 ▼写真B
OSC.Enterpriseの懇親会。来年はもう少し広い会
場を探さないとダメかも

れるので、締めのラーメン店を見つける必要がな
いという、うれしいんだか悲しいんだか（写真A）。
　そしてOSC.Enterpriseのあとは、OSC全体の忘
年会を兼ねての懇親会。2019年に向けて鋭気を養
いました（写真B）。

 ▼写真A　冬の博多はやっぱりモツ鍋。
明日の本番に向けて締めのラーメンまで一軒で終わ
りにできるのはありがたいですね
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　2019年最初のOSCは大阪の開

催です。1月25日（金）、26日（土）

の2日間、毎回恒例の産業創造館（大

阪市中央区）での開催です。この時

期の開催は雪などの天候が不安な

ところ。京都、奈良あたりでは雪が

降ったようですが、大阪では幸い降

らなかったこともあり、2日間で

350名が参加してくれました。大

阪は、なんとなくほかの開催地より

も年齢層が若いような気がする、活

気のある開催となりました。

朝の準備で大忙し
　2日間の開催ですが、前日は会場

の一部しか借りることができないた

め、2日目の準備は朝一番から行わ

なければなりません。ブース展示を

する3階と4階に、前日に5階で受

け取った荷物を降ろす作業は、荷

物が多い分だけたいへんです。そ

れでも朝イチから学生スタッフのみ

なさんはじめ、出展関係者もお手伝

いしてくれたお陰で比較的短時間で

準備を終わらせることができました。

ただ、出展関係の準備に気が行き

すぎたせいか、セミナー会場のプロ

ジェクタの準備がギリギリになると

いうハプニングもありました。

　本当なら前日に余裕を持って準

備をしたいところですが、開催規模

が大きくなるとなかなか思いどおり

にならないこともあり、このあたり

がイベント開催の難しいところです。

セルフハンズオンで 
Lチカし放題

　今回、新しい企画として、セルフ

ハンズオンを企画してみました。通

常、ハンズオンセミナーは講師やア

シスタントがいて、解説を行いつつ

実際に手を動かして試してみる形で

進めますが、セルフハンズオンでは

資料を見ながら自分一人で進めて

もらう形を取っています。そのため、

あまり難しいことや複雑なことはで

きません。

　手軽にできる題材としてRaspbe 

rry Piを用意して、Pythonでプロ

グラミングをしてLEDを使った信

号機をチカチカさせる、いわゆる「L

チカ」を選びました。8名分の機材

を設置し、実際に来場者に触っても

らいましたが、最大でも同時に7名

が試してくれて、1日の間それなり

の人数の人が遊んでくれました（写

真1）。また、実際にやってみてもらっ

て、用意しておいた資料に不備があ

るなどもわかったので、改良したも

のを今後各地のOSCで展開してい

こうと思います。

太陽の塔に行ってきた
　大阪といえば大阪万博の開催が

決まりましたが、前回1970年に開

催された万博のシンボルといえば

太陽の塔です。実は私の住んでい

る川崎市や、オフィスのある渋谷な

どは制作者である岡本太郎に縁が

深く、作品をいくつも見ることがで

きるのですが、代表作である太陽

の塔を見たことがありませんでした。

今回は前日入りの時間を前倒しにし

て、リニューアル公開された太陽の

塔に行ってみました。

　近くで見るとさすがに大きく（高さ

約70メートル）、存在感十分です（写

真2）。中に入ると、復刻された第4

の顔（地底の太陽）と世界中のさまざ

まな仮面が展示され、プロジェクショ

第38回 2019年はOSC大阪からスタート！
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　
セルフハンズオンの様子。みなさん、
テキストを見ながらもくもくとLチカ
してくれました

 ▼写真2　
夕陽に照らされた太陽の塔。遠目
からでも想像よりも大きくてびっくり
しますね
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第38回　2019年はOSC大阪からスタート！

ンマッピングが鑑賞できます。さら

に塔の内部にある生命の樹の周囲を、

さまざまな生物を鑑賞しながら階段

で上っていきます。音響効果も考え

られた塔の内部は、さまざまな色で

ライティングされて、幻想的な雰囲

気です。作られた当時のままにされ

ているものも随所にあるので、歴史

も感じることができる、なかなかよ

い観光スポットでした。私もそうで

したが、地元の方でも意外と行った

ことがないらしいので、一度行って

みることをお勧めします。予約制と

なっていますが、週末は結構混んで

いるようなので、平日が狙い目ですね。

箱根で温泉合宿
　大阪から帰ってきて、今度は箱

根で開催された温泉合宿に参加し

ました。今回で4回目の開催となる

合宿ですが、都内近郊だけでなく

遠方からも参加があり、今回も44

名が集まりました（写真3）。

　私は2回目からの参加ですが、前

回に引き続きラズパイオーディオの

分科会を主宰しました。今回は参加

者が1名と少なかったのですが、基

本的にもくもく作業をして、わから

ないことがあったらアドバイスする

というスタイルなので、あまり気に

なりません。私は以前買って放置し

ていたRaspberry Piに装着する3.5

インチタッチパネルを使ってオーディ

オの再生や停止ができるようにしま

した。普段、ついめんどくさくてや

らないことも、合宿の課題にすれば

集中して取り組むことができるのが

合宿形式のメリットですね。｢

 ▼写真3　夜は大宴会。LT大会もあるので毎回大盛り上がりです。
 その勢いでさらに2次会、徹夜麻雀と続きます

「鉄道バー 駅」で発車オーライ

　さて、今回は比較的長期出張となったので、た
まには変わったお店にでも行ってみよう、という
ことで上

うえほんまち

本町にある「鉄道バー 駅」に行ってみまし
た。店の外観は鉄道風になっていて、中は立ち飲
みですが釣り革が付いているなど、鉄道テイスト
溢
あふ

れる店です（写真A）。
　マスターにお勧めを聞くと、ワンカップ酒を勧
められました。確かに電車で飲むのは缶ビールか

R e p o r t

 ▼写真B
店内でワンカップ酒を立ち飲み。制帽をかぶって「発
車オーライ！」もできます

ワンカップ酒ですね（実際には小瓶の日本酒を飲む
ことが多いですが）。店内では工事用のヘルメット
や駅員さんの制帽など、小道具を自由に使って鉄
分溢れる写真も撮影できます（写真B）。上本町は
やや行きにくい場所にありますが、ほかにもディー
プな立ち飲み屋がある「ハイハイタウン」の地下の
一角にありますので、観光のついでに行ってみて
ください。

 ▼写真A
お店の外観。車輌のようになっているので、ひと目
でそれとわかりますね
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　2019年2月は、毎週末に何かイ

ベントが入っていて大忙しでしたが、

何とか乗りきることができました。

各イベントの様子をお知らせしてい

きましょう。

今回も盛況、OSC浜名湖
　まずは2月10日に浜松で開催さ

れた、OSC浜名湖です。小規模な

がら毎回盛況で、今回もスペース

いっぱいに展示ブースを並べての開

催です。何度も開催していると、だ

んだんとみなさん展示する側に回る

こともあってこのような状態になり

ますが、セミナースペースが隣接し

ていて展示しながらセミナーを聴く

ことができるので、OSC本来のお

互いの活動に関する情報交換という

意味で私の好きな開催スタイルの1

つです。

　また、毎回学生さんがしっかりと

展示、発表をしてくれるのが楽しみ

でもあります。時期的にも1年間か

けて研究、開発してきたものを見せ

ることができるタイミングなので

しょうね（写真1）。2019年度はさ

らに学生さんの活動を支援する取り

組みを行っていく予定なので、たく

さんの学生さんにOSCに足を運ん

でもらいたいですね。

第2回南島原マッピング
パーティ開催

　2月16日には、長崎県南島原市

で2回目のマッピングパーティを開

催しました。今回は昔ながらの蔵と

街並みが残っている有
ありえ

家地区をブ

ラブラして、マッピング。2月とは

思えない暖かい陽気で、歩き廻って

みると思った以上にいろいろなもの

があるのがわかってきました。お地

蔵さんや、「そろばん恵比須」という

算
そろばん

盤を持った珍しい恵比須様が至

る所にあったりするのが興味深い

ですね（写真2）。5つある蔵では飲

食ができたり、さまざまな物産の販

売が行われたりしていて、つい予定

をオーバーして楽しんでしまいまし

た。もちろん、歩き廻ったあとはみ

んなでOpenStreetMap上でマッピ

ングして、今まで何もなかったエリ

アに少しだけですがランドマークの

情報を入れることができました。

　思わぬ発見があるマッピングパー

ティ、今後も継続して開催していこ

うと思います。みなさんもチャレン

ジしてみてはいかがでしょうか。

OSC2019東京春でエンジニ
アのライフスタイルを考える

　2月22、23日には、OSC2019

東京春を開催。今回もたくさんの学

生スタッフのみなさんが前日準備か

ら2日間の開催を支援してくれまし

た。2日目の土曜日は、裏番組とし

て都内でAWSの大きなイベントが

開催されていたため、お仕事っぽい

人はそちらに流れてしまったのか、

2日間を通じて学生さんや若手が多

いなと感じられる集客となりました。

　以前からの取り組みとして、エン

ジニアのキャリアを考えるセミナー

や婚活のためのセミナーなど、技術

に限らないコンテンツの企画を継続

していますが、少しずつですがアン

ケートで良い評価をいただくように

なってきました。OSC自体、さま

ざまな技術をごちゃ混ぜにしたイベ

ントですが、今後はエンジニアのラ

イフスタイルを考えるような、そん

第39回 週末イベントで冬を乗りきる ！
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真2　有家地区の至る所にこ
のようなお地蔵さんなどがありま
す。江戸時代末期に筑後（現在
の福岡県）から来たらしい

▶写真1
卒業研究の制作物を学生さんが展
示してくれています。スマートホー
ムの模型を展示中
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第39回　週末イベントで冬を乗りきる ！

なイベントに少しずつ進化していく

とおもしろいのかなと手応えを感じ

ています。何でもありの自由なイベ

ントにしていけたら楽しいですね（写

真3）。

Raspberry Pi 7周年イ
ベントでハンズオン開催

　3月3日には、Raspberry Piの誕

生7周年を祝うイベントでハンズオ

ンを開催してきました。OSC大阪、

東京春に続いて3回目の開催で、改

善点としてはHDMIケーブルを細く

て柔らかいものにしてレイアウトし

やすくしたのと、マウスをワイヤレ

スにしてケーブルを減らしてみまし

た。テキストも相当見直しをして、

ほぼ完成形に近付きました（写真4）。

　さすがにRaspberry Piオンリー

のイベントなだけに、OSCに比べ

て多くの人が立ち寄って遊んでいっ

てくれたので、常時満席に近い状態

でした。これまではセルフハンズオ

ン形式で参加者の反応がわからな

かったのですが、今回は張り付きで

様子を見ていたところ、満足度も高

かったようで手応えを感じました。

セミナーもいいですが、やはり実際

に手を動かすハンズオンのほうが参

加者の満足度が高いようですね。

今後は各地のOSCなどで展開して、

みなさんに遊んでもらおうと思って

います。｢

蔵めぐりは楽しいイベントでした

　南島原マッピングパーティは「ありえ蔵めぐり」
という地域イベントに乗っかる形で開催しました。
5つある蔵で飲食したり買物したりできるという、
単体でも楽しいイベントだったので、私も思わず
満喫してしまいました。
　この連載でもお馴染み、創業100年を超える酒
蔵「吉田屋酒造」さんでは、升を500円で購入する

R e p o r t

 ▼写真A　私がおでんに日本酒なところ
を岩村わたる君が撮ってくれました。
このアングル、ナイスセンス

と飲み放題ということで、今年の新酒を飲み比べ。
「これはおでんが欲しくなりますね？」と言ったら、
なんとおでんの屋台が出ていて、その場で完全に
飲みモードに入ってしまいました（写真A）。
　今回は、春から南島原市に移住するための家探
しに訪れていた岩村孝治さん一家も飛び入りで参
加してくれました（写真B）。こんな出会いがある

のもイベントを
企画する醍醐味
ですね。

 ▼写真B　みんなで楽しくマッピング作業。
私の横にいるのが岩村わたる君。春か
ら小学生です

 ▼写真3　 OSCに貢献された方を表彰するOSCアワー
ドを開催。この連載への最多出場の方も表彰
させていただきました

 ▼写真4　 ハンズオンコーナーの様子。朝一番の動作
確認から手伝っていただきました
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宮原徹の

　オープンソースカンファレンス

（OSC）は2019年2月のOSC東京

春で170回の開催を数えましたが、

14年以上の開催を裏方で支えてき

たのがオープンソースカンファレン

ス事務局です。2019年3月は珍し

くOSCの開催がありませんでした

ので、今回はOSC事務局がどのよ

うにしてOSCを開催しているのか

を紹介しようと思います。

日程調整が最大のお仕事
　OSC事務局の最大のお仕事は日

程を調整することです。ほぼ毎月の

ように全国で開催しているOSCの

日程が重複しないように調整してい

くのはなかなか一苦労です（写真1）。

　調整にはちょっとしたルール、ア

ルゴリズムがあるのですが、プログ

ラミングして自動的に調整できると

いうわけではないのが難点です。

■ 開催間隔はできれば4週間、 
最低でも2週間、間を空ける

　さすがに2週間連続開催となると、

準備作業もたいへんですし、出展

する側もたいへんです。できるだけ

間を空ける必要がありますが、とく

に秋ごろになると過密日程になって

しまい、ひと月に3回開催なんてと

きもあります。

■ 予約しやすい会場は上半期、 
学校は下半期

　公共施設など年中利用可能な会場

での開催は、早いと1年、遅くとも

半年前から予約が可能です。一方、

学校を借りて開催する場合、年間の

利用予定が決まるのが4月以降、場

合によっては5月のゴールデンウィー

クを過ぎてからということもザラに

あります。そのため、日程を確保で

きるのはどうしても秋以降になって

しまい、10月から12月の間の日程

が過密になってしまうわけです。必

然的に予約しやすい会場での開催は

上半期に集中することになります。

会場を予約するのも 
意外とたいへん

　予約しやすい会場と書きましたが、

実は意外とたいへんなことが多いで

す。たとえば1年前から予約ができ

る会場には大阪や札幌などがありま

すが、このような施設は自治体所有

のものが多く、一般予約の開始前に

自治体が主催や後援、誘致するイ

ベントで日程が埋められてしまって

いる場合が多々あります。ずるい！

　そんなわけで、予約開始前に埋まっ

ている日程を確認し、同時に3つか

ら4つの開催の日程候補を組み合わ

せて開催スケジュールを決める必要

があります。

　さらに予約をインターネットや電

話で済ませられる会場はよいですが、

施設によっては毎月1日に抽選会を

行って予約を受け付けるようなしく

みになっている場合もあります。こ

うなると、現地の方にお願いして抽

選会に行ってもらうしかありません。

さらに開催前には会場との打ち合わ

せや消防署への届け出などが必要

な場合もあり、毎回、現地スタッフ

のみなさんには助けていただいてい

ます。ありがとうございます。

出展受付は地道な作業
　開催3ヵ月前から出展受け付けが

始まります。年間協賛で出展をあら

かじめ決めている企業、スポット出

展する現地の企業、さまざまなコミュ

ニティにお知らせして受け付けます

が、締め切りを過ぎても連絡がない

こともままあります。お忙しいんだ

ろうと心苦しく思いつつも、申し込

みを催促するのも事務局の大事な仕

事です。この作業に意外と手間がか

かってしまっているので、この記事

を読んでいるみなさん、内容は仮決

めで後から変更してもいいですから、

申し込みはお早めにお願いします。

第40回 OSC事務局のお仕事、教えます
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1
OSCの日程調整に欠かせないポス
ターカレンダー。開催日程にマグネッ
トを貼っています
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第40回　OSC事務局のお仕事、教えます

セミナースケジュール調整は
付箋紙で

　開催5週間前に向けてセミナー

スケジュールの調整を行いますが、

付
ふせんし

箋紙を使って行っています。申し

込み時に希望時間帯や内容のカテ

ゴリ分けをしてもらっているので、

これらを付箋紙に記入して、まずは

希望時間に合わせて割り当てをして

いきます。人気がある時間帯は13

時や14時なので、この時間帯は第2、

第3希望などを見つつ調整していき

ます。その後、同じ時間帯で内容的

に重複しているものがないかを

チェックして、セミナースケジュー

ルのバージョン1が完成です。

　さらにそのあとに、追加セミナー

枠の要望を調整したり、空き時間枠

を埋めるために講師を探したり、細

かいセミナースケジュールの調整が

入ります。この調整は配布プログラ

ム印刷後、開催ギリギリまで続けら

れることになります。これってアジャ

イル開発ですかね？

ロジスティクスも 
大事な仕事

　OSCの開催ではたくさんのモノ

が動きます。これらの調整、いわゆ

るロジスティクスも大事な仕事です。

　まず、会場にモノを持ち込む搬

入の調整。出展者が会場に送る荷

物の把握が必要です。大規模な開

催の場合、配送業者さんが扱いき

れないぐらい大量の荷物が届くので、

搬入日を2日間に分けて送ってもら

う調整が必要です（写真2）。来場者

に配る配布物の種類も多くなるので、

事前に種類と数量をリスト化し、会

場で確認します。送るのを忘れて

いた、予定した印刷物が在庫切れ、

指定した日に届かない、行方不明な

どなど、トラブルが最も多いのがこ

の部分です。イベントにモノを送る

際には、きちんと伝票の追跡番号を

控えておくと、いざというときの対

処がしやすくなることを覚えておく

とよいかもしれません。

　さらに終了後にはモノを送り返す

搬出が必要です。配送業者さんに

会場まで集荷に来てもらうのですが、

お中元やお歳暮の時期になると多

忙のため集荷に来てもらう時間が遅

くなったり、翌日になったりする場

合もあったりして、この調整も一苦

労です。人手不足を実感しますね。

　このように裏で支える事務局のお

かげで、毎回楽しくOSCが開催で

きていることをぜひ知ってください

ね。｢

▶写真2
規模の一番大きいOSC
東京では100個近い荷
物を扱うので、2日に
分けて搬入し、仕分け
も一苦労です

懇親会の調整もしっかりと

　忘れてはならないのが懇親会の調整です。懇親
会は各開催地によってかなり形態が異なりますが、
一番事務局が動く必要があるのが学校の食堂など
で開催する場合です。多くの場合、食堂を運営し
ている会社に食事や飲み物をお願いするのですが、
学会などと混同されると上品に少量しか料理が出
ないという事態になります。頼むときには「体育会
学生向けで」「質より量で」「炭水化物多めで」とお
願いするのがポイントです（写真A）。
　また、飲み物も飲み放題でない場合には持ち込
み交渉をして、焼酎や日本酒、ワインなどを持ち
込んでお酒が不足しないようにするなどの工夫も
しています。
　楽しいOSCの締めくくりの懇親会にも、ちょっ
としたノウハウが投入されているんですね（写真B）。

R e p o r t

▶写真A　
OSC懇親会の様子。
学食運営の会社さん
にお願いして、低コ
ストで満足度の高い
メニューを出しても
らうよう調整してい
ます

▶写真B
OSC沖縄ではビー
チパーティを開催し
たことも。事前予約
がちょっとたいへん
ですが、またやりた
いですね
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宮原徹の

　2019年5月1日から元号が平成

から令和に変わりましたね。という

わけで、平成最後のOSCは4月20

日に開催されたOSC沖縄でした。

その前の週に開催されたOSunC

（オープンソースアンカンファレン

ス）川越の様子と合わせてレポート

したいと思います。

ビール片手にアンカンファ
レンス in 川越

　アンカンファレンスは事前にセミ

ナープログラムを決めず、当日に発

表順などを決めるスタイルで開催

するイベント形式です。事前調整

が少なくて済むので、気軽に開催

できるのが魅力です。4月13日に

開催されたOSunC川越も7回目と

なり、開催もかなりこなれてきた感

じがします。

　OSunC川越のスタイルの特徴は、

前後に長い会場を2つのエリアに分

けて、前方を1人5分のライトニン

グトーク形式で話すプレゼンスペー

ス、後方を懇親会スペースにしてい

ることが挙げられます。ビールを飲

みながらプレゼンを聞いたり、来場

者同士で話し込んだりもできます。

また、土曜日の午後1時から開始し

て4時半に終わりますので、休みの

日の夜ぐらいは家にいないと、とい

う人にも優しい開催になっています。

もちろん、終了後に有志で2次会に

行きますが、私は今回はパスさせて

もらったので、開催中にたくさんビー

ルを飲ませていただきました。

開催準備も楽しみの1つ
　OSunC川越の開催準備ですが、

開催の中心になっている小江戸らぐ

のメンバーを中心に会場設営、おつ

まみの買い出し、ビールサーバーの

設置などなどを行います。川越焼き

そばや東松山やきとんなど、川越な

らではのおつまみメニューが並ぶの

も楽しみの1つです。とくにやきと

んに辛し味噌を付けて食べるのが

ビールに最高に合います。つい食べ

過ぎちゃいますね。

　今回は懇親会スペース側で話し

込む時間が長かったですが、普段

ほかの開催地で顔を合わせる人と

もなかなかじっくり話せないので、

こういう機会は貴重ですね（写真1）。

平成最後のOSC in 沖縄
　続いて4月20日に開催された

OSC沖縄は、平成最後のOSC開催

となりました。もともと、OSC沖

縄は2005年に1回目が開催されて

おり、今回で15回目。平成の30

年間のうち、半分の間開催してきた

ことになります。

　今回の会場は、沖縄県庁にほど

近い沖縄県市町村自治会館。ここ

での開催も回数を重ねてきているた

め、準備や運営もかなり慣れてきま

した。交通の便もよく、那覇空港か

らモノレール1本で来ることができ

るので、当日朝に飛行機で移動して

直接会場入りする出展者もいらっ

しゃいます。それでも、せっかくの

沖縄ですから前日から入られている

方も多数いらっしゃいますので、今

回も恒例の前夜祭を開催しました。

前夜祭会場の「肉山 那覇」は、東京

ではなかなか予約の取りにくい肉の

専門店の沖縄支店。今回は貸し切

りにさせていただき、県外からの出

展者と、沖縄で活動をされている

方で美味しいお肉を堪能させていた

だきました。そして終了後は毎回お

世話になっている会員制泡盛専門

バー「泡盛倉庫」にお邪魔して、美味

第41回 平成最後のOSCは沖縄で開催
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

▶写真1
終了後にみんなで記念
撮影。運営と参加者の
垣根がないのもアンカ
ンファレンスの楽しいと
ころ
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第41回　平成最後のOSCは沖縄で開催

しい泡盛を楽しみました（写真2）。

学生さんをもっと呼びたい！
　当日はあいにくの雨で蒸し暑い気

候でしたが、会場もゆったりしてい

るので展示ブースではゆっくりと説

明を聞いたり、話し込んでいる様子

が見えました。毎回恒例になってい

る琉球大学の学生さんによる展示

もあって、学生さんがたくさん来て

くれたのもうれしかったです（写真

3）。そこで知り合った学生さんがちょ

うど翌週東京に来るということで、

会社訪問もしてくれました。こうい

う縁を拡げていきたいですね。

　今回は開催前に地元の専門学校

を訪問してOSCを紹介させていた

だいたところ、次回はぜひ出展した

いと言っていただけました。ほかの

開催地でも時間を見つけては情報

系の学校中心に訪問させてもらって

いますが、今後も若い人たちがたく

さん参加してくれるイベントにして

いきたいですね。

10連休にラパオの会で 
打ち合わせ

　今年のGWは10連休でそのうち

半分は旅行に行っておりましたが、

最後の日に私が活動しているラズパ

イオーディオ（ラパオ）の会の打ち合

わせを行いました。夏のコミケに向

けて同人誌を出そう（第4号）という

ことで、今回はいろいろな方にもお

声掛けしての企画会議でした。あ

れこれアイデアを出し合って、なん

とか企画はまとまりましたが、これ

から原稿執筆、レイアウト、発行、

販売と続きますので、気が抜けませ

んね。後日、成果もお伝えできれ

ばと思います。｢

近江神宮で聖地巡礼R e p o r t

▶写真2
毎度おなじみ「泡盛倉
庫」。入るためには指
紋認証が必要という会
員制バーです

◀写真3
Raspberry Piの展示に
食いつく小学生参加者。
こういう子たちもたくさ
ん呼びたいですね

　GWの半分は、今まで行ったことのなかっ
た琵琶湖畔の旧跡を巡ってきました。長浜城
や彦根城など、戦国時代の舞台になった城跡
を巡り、石山寺や三井寺なども廻ってきまし
た。その中でも一番テンションが上がったの
が近江神宮です。百人一首を題材にしたマン
ガ『ちはやふる』の作中でも何度も出てくる、
いわゆる聖地です。
　近江勧学館では、子供向けのかるた教室（と
いうよりも強化トレーニング？）が開催され
ていたり、実写映画で使われた小道具が多数
置かれていたりと、作品の世界に没入できる
こと間違いなしです。足を運んでみる価値は
ありますので、ぜひ行ってみてください。

 ▼写真B　競技かるたで
名人位・クイーン位決
定戦が行われる浦安
の間も（使っていなけ
れば）見学できます

 ▼写真A　近江神宮の階段。
『ちはやふる』では何度も出てくるおなじみの場所
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宮原徹の

　前回のOSC沖縄は平成最後の

OSC（オープンソースカンファレン

ス）でしたが、今回のOSC北海道は

令 和 最 初の OSC となりました。

OSCは2004年に東京でスタート

して、2005年は東京以外に北海道

と沖縄でも開催しましたから、奇し

くも初期開催地が改元前後に並ぶ

形での開催となりました。

　沖縄と同じく15回目の開催とな

るOSC北海道。開催の前週には佐
さ

呂
ろ

間
ま

町で39.5度を記録するなど、

今回は北海道らしくない気候でドキ

ドキしながらの現地入りでしたが、

幸い天気も良く、暑すぎず寒すぎず、

ビールが美味しい気候に恵まれまし

た。そして毎回、たくさんの人が集

まってくれて、とくに学生が多いの

も特徴の熱いイベントとなりました。

前夜祭は石鍋亭で 
生ラムジンギスカン

　OSC北海道といえば前夜祭です。

開催地の札幌には、同じ道内の函
はこだて

館

や旭
あさひかわ

川から参加する場合にも前泊

する人がいますし、道外から出展す

る人たちもたくさんいますので、み

んなで集まって前夜祭を開催します。

人数的には30人以上集まるので、

ちょっとした宴会です。会場はスス

キノにある石鍋亭。この連載でも何

回か取り上げていますが、OSCの

スポンサーになってくれている飲食

店はここだけです。今回も美味しい

生ラムジンギスカン（写真1）にモツ

鍋、締めの雑炊と英気を養わせて

いただきました。でも、明日が本番。

2次会はあまり移動せず、同じビル

の1階にある札幌の酒蔵「千歳鶴」の

直営店で地酒をいただいて終わりに

しました。

たくさんの学生さんと 
交流できました

　当日は朝の準備から大忙しでした

が、たくさんの方が朝一番から熱心

に参加してくれました。この熱気は

北海道ならではですね。私は今回

は「初学者教育のプロが教える学習

のポイント 〜できるインフラエン

ジニアを目指そう〜」というタイト

ルでセミナーを開催したところ、た

くさんの学生さん、若手のエンジニ

アさんが参加してくれました。また、

北海道入りした日に地元の専門学校

をいくつか訪問して、OSC北海道

を宣伝させていただいたのですが、

先生や学生さんが当日に参加してく

れました。そこで急遽みなさんを引

き連れてブースガイドツアーを特別

開催。みなさんとブースを回りなが

ら、OSSのビジネスやコミュニティ

のあり方などをお話ししたり、ノベ

ルティグッズをもらいまくったりし

ました（写真2）。これからエンジニ

アになる人にあれこれとお話しさせ

てもらえるのが、OSCの醍醐味で

すね。これまでもOSCをきっかけ

にさまざまな活動を始めたり、技術

を勉強したりしてくれた人たちがい

るので、末永く続けていければと思

います（写真3）。

第42回 令和最初の北海道は熱かった ！
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

▶写真2
　ツアー終了後に参加
　してくれた学生さんと
　記念撮影。こういう
　交流がOSCの一番楽
　しいところです

◀写真1
　石鍋亭で美味しい生ラムジ
　ンギスカン。翔泳社の近藤
　佑子さんも来てくれました
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第42回　令和最初の北海道は熱かった ！

LOCAL感謝賞を 
いただきました

　OSC北海道の運営の中心を担っ

てくれているのが、一般社団法人

LOCALのみなさんです。先日10

周年を迎え、その際に10周年拡大

版LOCAL感謝賞として、株式会社

びぎねっとを表彰いただきました。

実は1月に10周年記念のパーティ

があり、そこで行われた表彰式には

私用のため参加できませんでした。

そのことをすっかり忘れていたので

すが、今回のOSCの閉会式でサプ

ライズ受賞式を行っていただきまし

た。なにも知らされずに会場に呼ば

れていて「あれ、怪しいな」と感じつ

つも、とくに何もなく終了になりそ

うだったので「考え過ぎだったか

な？」と思ったら、本当に最後の最

後に壇上に呼ばれて感謝状をいた

だきました。あまり褒
ほ

められること

がないので、表彰式は緊張します

ね（写真4）。

　閉会式のあとはサッポロビール園

で187名（！）参加での大懇親会を

行いましたが、ここで逆サプライズ。

LOCALの10周年をお祝いするケー

キを用意させていただきました。生

クリームの美味しいフルーツケーキ、

みなさんにデザートとして堪
たんのう

能いた

だきました（写真5）。

　その後、ススキノに戻ってスタッ

フ打ち上げに参加。ここでは公立は

こだて未来大学の学生さんと盛り上

がり、今度OSunC函館をやろうと

約束しました。函館ではしばらくイ

ベントをやっていないので、楽しみ

ですね。さらにその後、3次会、4

次会と北海道の夜は更
ふ

けていくので

した。｢

◀写真5　
　ケーキを囲んで記念撮 
　影。盛り上がりも最高
　潮！？

余市蒸溜所で日本のウイスキーを勉強R e p o r t

　OSC北海道の翌日、ニッカウヰスキーの余
よいち

市蒸溜所
を見学してきました。札幌から小

おたる

樽まで行き、さらに
乗り換えて余市に到着。蒸留所は駅から3分のところ
にあるので車がなくても安心です、というより車で行
くと試飲ができませんから！
　まずはガイドツアーに参加し、ウイスキーの製造工程と、
ドラマ「マッサン」で有名になった創業者の竹鶴政孝氏に
まつわる話を聞きます。最後に無料試飲がありますが、
やっぱり有料試飲のほうが魅力です。すでに終売になっ
てしまっている銘柄を試飲できます。今回は1つの樽だ
けから瓶詰した「シングルカスク余市10年」、2000年代
の原酒からブレンドした「シングルモルト余市 2000's」、
そして「竹鶴21年（写真A）」と楽しませていただき、最
後に売店で余市蒸溜所限定品を何本か購入しました。
ウイスキーはアルコール度数高めな分、ゆっくりと時
間をかけて味わえるのでお土産にも最適ですね（写真B）。

 ▼写真B　ニッカウヰス
キーが最初に出荷し
たウイスキー。少し
ずつ減っているらしい

 ▼写真A　竹鶴21年。
1本3万円以上はし
ますが、15cc単位
で試飲できます

 ▼写真3　公立はこだて未来大学の
ブースにて、Raspberry Piで作っ
たデジタルサイネージ。うちわで
扇いでいないと熱暴走するらしい

 ▼写真4　表彰後にLOCAL代表理
事の澤田周さん、OSC北海道実
行委員長の工藤裕さんと記念撮影
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宮原徹の

　令和最初のオープンソースカン

ファレンス（OSC）であるOSC北海

道から、その次のOSC名古屋まで

1ヵ月半ほど空くのですが、その間

にも長崎に出かけて活動をしていま

した。いつもの南島原市だけでなく、

今回は初めて長崎市内でITエンジ

ニアのミートアップを開催してきま

したので、そのときの様子を報告し

たいと思います。

出島で長崎ITミートアッ
プを開催

　まず、6月20日の夜、長崎県長

崎市内にあるスタートアップ交流拠

点「CO-DEJIMA」でITエンジニアの

交流会「長崎ITミートアップ」の第1

回を開催しました。

　会場として利用したCO-DEJIMA

はその名のとおり、長崎の出島近く

にあります。ちなみに日本史の教科

書に必ず出てくる出島ですが、最近

発掘調査と復元が進み、オランダ

との貿易で使われた商館などが復

元されて見学できるようになってい

ます。私も先日訪れてみましたが、

鎖国のころの南蛮貿易の歴史がわ

かる展示がされており、なかなか楽

しめました。長崎への旅行の際には

ぜひ立ち寄ってみてください。

　さて、ミートアップですが、第1

回ということもあり「関係者で集まっ

て、今後どうするか考えましょう」

ぐらいのつもりでの開催でしたが、

実際には大学生を含めて20名もの

人が参加してくれました。社会人も、

身内だけでなく、たまたまconn 

passでイベント募集を見かけて参

加してくれた方、昔からの知り合い

でずいぶんとご無沙汰してしまった

方など、少ないながらも多彩な顔ぶ

れでした。また大学生は、5月に開

催したオープンキャンプにも参加し

てくれた学生さんたちで、長崎総合

科学大学、長崎県立大学シーボル

ト校のみなさん。とくに長崎総合科

学大学の学生さんは、学内で開催し

ているビジネスプランコンテストの

紹介と、しっかりとスポンサー企業

の募集をしていってくれました（写

真1）。

　私も、いつもの持ちネタであるド

ローンをPythonで飛ばすLTをし

たりして盛り上がり、気がついたら

終了時間を大幅にオーバーしてしま

いました。

　長崎ITミートアップは今後も継

続して開催していく予定ですので、

この記事を読んで興味を持った長

崎市周辺の方がいらっしゃれば、

connpassで「ミナサポ」グループ注1

を探してみてください。

小学生のプログラミング
教育の支援を始めます

　翌日は南島原市に移動し、地元

の教育関係者を訪問させてもらいま

した。まず小学校を訪問し、校長

先生、教頭先生から2020年度に始

まるプログラミング教育の必修化に

ついて取り組みを聞かせていただい

たり、PC教室を見学させていただ

いたりしました。必修化への取り組

みはこの夏ぐらいから本格的に詳細

の検討が始まるとのことで、検討を

行う主担当の先生を中心にいろいろ

な形で支援させてもらうことができ

そうです。とりあえず8月の登校日

に合わせて先生方向けのワーク

ショップを開催させていただくこと

になりました。

　そのあとは南島原市の教育委員会

を訪問。学校教育課を訪問し、市全

体としての取り組み状況を聞かせて

いただきました。現在、市としては

Pepperの導入を行っており、今後

ドローンなどの活用も興味がある 

とのこと。待ってましたとばかりに

注1） https://minasapo.connpass.com/

第43回 OSCの合間に長崎であれこれ活動してきました
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　長崎総合科学大学の学
生さんのプレゼン。みんなでゆっ
たりと話が聞ける会場になってい
ます
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第43回　OSCの合間に長崎であれこれ活動してきました

Raspberry Piを使ったプログラミ

ングやドローンを飛ばすデモをお見

せしたところ、こちらもかなり興味

を持っていただけました。今後、い

ろいろと情報交換させていただけそ

うですので、まずは最初に訪問した

小学校での取り組みをうまく横展開

していけたら、という感じでしょうか。

　まずは南島原市を長崎県内で一

番IT教育に力を入れている地域に

すべく、頑張っていこうと思います。

このあたりは今後、このページでも

紹介していきますね（なんか真面目

な連載っぽくなってますが……）。

「にっぽんの宝物」 
島原半島予選を審査

　さらにその翌日、若干の二日酔い

（市役所の人たちと飲み過ぎた）にな

りながら、この連載では毎度お馴染

み「はねぎ搾り」の日本酒蔵、吉田屋

さんに訪問しました。今回の訪問の

主目的である食のコンテスト「にっ

ぽんの宝物」島原半島予選の審査員

を務めるためです。前回大会では吉

田屋さんの甘酒が世界大会でグラン

プリを獲得しましたが、今回は島原

半島全体から17チームがエントリー

（写真2）。審査員は各チームの

試食品を食べて採点しないとい

けないのでなかなかたいへんで

したが、一部時間切れになった

以外はちゃんと完食できました。

　どのチームも力作ぞろいで優

劣がつけにくかったのですが、

とくに美味しいと思ったのが地

元のさとうきびで作った黒蜜。

これを長崎和牛のローストビー

フにわさびと一緒にかけて食べ

る、というメニューがとても美味しく、

今回のグランプリとなりました（写

真3）。グランプリ、準グランプリは

東京で行われる全国大会に進出とな

りますが、勝ち進んでほしいですね

（写真4）。｢

 ▼写真2　コンテスト開始前に、参加者
全員で気炎を上げます。熱の入ったプ
レゼンが続く楽しい時間でした

南島原にお洒落なカフェができましたR e p o r t

　ずっと工事中で楽しみにしていたカフェがオー
プンしていたので、ランチタイムに行ってきました。
今回お邪魔した「KAKKON CAFE」さんは、ミナサポ
のオフィスから車で5分ぐらいの場所にある、製
剤薬局さんの建物を改修して作られた（薬局は2F
で営業中）お洒落カフェです（写真A）。

人はそれなりに多いようです。私もなんとか地元
でカフェを開けないか画策しており、車通りの多
い国道沿いにいい物件がないか探したりしています。
都会ではなかなかできないこともできるのが魅力
ですし、あれこれチャレンジしたいですね。

 ▼写真B　ランチのハンバー
ガー。野菜も有機野菜を
使うなど、食材にもこだ
わっているようです

 ▼写真A　きれいな内装と明るい店内。
　こんなカフェを作りたいですね

ウッディな内装で、スペシャリティ
コーヒーが楽しめます。今回はハン
バーガーと水出しコーヒー（写真B）
をいただきましたが、カウンターに
はいい感じのエスプレッソマシンが
置いてあるので次回はエスプレッソ
も試してみたいですね。
　コンビニに立ち寄ると、意外とレ
ジ横のコーヒーを購入していく人が
多く見られますが、コーヒーを飲む

 ▼写真3　終了後の懇親会で。グラ
ンプリの長崎和牛の生産者 小川 
博信さん、イベントプロデューサー
の羽根 拓也さん、準グランプリの
吉田 嘉明さんと

 ▼写真4　誤えんしない「なめらか
すてら」。お子さんやお年寄りで
も安心して食べられます。こちら
もグランプリ
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宮原徹の

　7月13日にオープンソースカン

ファレンス（OSC）名古屋、8月2〜

3日にOSC京都と、OSCの中では

規模の大きい開催が続く熱い1ヵ月

となりました。

展示会場が新しくなった 
OSC名古屋

　会場自体は昨年と同じ吹
ふきあげ

上ホー

ルでしたが、今回はいつもの会場を

別のイベントで押さえられてしまっ

たので別の展示会場になりました。

セミナー会場に行くには少しだけ不

便になってしまいましたが、天井が

高くなり、照明も明るくなったので、

展示会場としてはよい雰囲気です 

（写真1）。ただ、ちょっと広すぎて、

休憩スペースがやたらと多いなと準

備のときには感じていました。しか

し開催中は意外とみなさんが座って

作業をしたり、談笑したりと活用し

てくれていたので、結果オーライと

いったところでしょうか。

　前日準備には毎年のように、学生

はじめ地元の若手のみなさんが集まっ

てくれたので、机や椅子の配置から

当日配布物の準備まで、かなりスムー

ズに終わらせることができました。

なにぶん初めての会場ですので、机

のレイアウトを最終的に決めるまで

に試行錯誤が必要になります。少し

楽だったのは、床から電源が取れる

こと。これがないと通路に電源コー

ドを這
は

わせることになるので、電源

配線にかなり気を使うことになりま

す。とはいえ、常にちょうどいい位

置に電源があるわけではないので、

微調整が必要になるのが難しいとこ

ろで、経験とノウハウが活かされます。

　準備が終了したあとは、これも毎

回恒例になりつつありますが会場近

くの手羽先の店「風来坊」で前夜祭（写

真2）。今回はとくに若者が多かっ

たのもあり、飲み物がノンアルコー

ルばかりでした。酒飲みのオッサン

には意外な展開でしたが、酒飲み

だけが片隅に集まって、冷酒の4号

瓶を2本空けるのでした。

OSC名古屋当日も盛況
　さてOSC名古屋当日ですが、今

回も来場者が500名と、これまで同

様の盛況でした。前述のとおり、展

示会場は広くてかなりゆったりして

いるので、来場者のみなさんは出展

者とじっくりお話ができるようでした。

　私も自社ブースでRaspberry Pi

で構築したKubernetesクラスタと

いうマニアックな展示を行っていた

のですが、意外と目を引いたらしく

何人もの人がブースに立ち寄って

質問をしていってくれました。

　出展の成果を集めた名刺の数で

判断する必要がある商業イベントと

異なり、一人一人とじっくりお話 

できるのがこのようなイベントの

醍
だいごみ

醐味でもあります。とくにエンジ

ニアのコミュニケーション能力を高

めたい、と考えている企業にはうっ

第44回 熱かったOSC名古屋、暑かったOSC京都
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1
準備前のホールの様子。
広くて明るい会場になりました

 ▼写真2
毎回恒例、OSC名古屋前日準備後の飲み会。
手羽先を食べまくります

本PDFは『Software Design』に掲載された記事を再構成し、技術評論社の許諾を得て配布するものです。 
許諾を得ていない、無断での複製・転載・配布など著作権法に違反する使用は固く禁じます。 ©株式会社技術評論社 2021



10 - Software Design Oct.  2019 - 88

第44回　熱かったOSC名古屋、暑かったOSC京都

てつけの教育の場だと思います。もっ

ともっと、活用してもらえたらいい

なと思います。

OSCの前に 
京都の伝統に触れてみる

　8月初旬は毎年OSC京都という

感じで、今年も京都にやってきまし

た。事務局スタッフからの命令で、

私一人で準備の前日（木曜日）から京

都入り。前日準備の午前中に、誰か

が会場で荷物の受け取りをしないと

いけないのでしかたありません（社

長なのに……）。しかたがないので

京都の知人に連絡して、空いた時

間に宮
みやがわちょう

川町のビアガーデンに連れて

行ってもらいました。

　宮川町は鴨
かもがわ

川のほとり、東山の四

条と五条の間にある花街です。京都 

の花街といえば祇
ぎおん

園が有名ですが、

宮川町は小さいながらも風情のある

街といった趣
おもむき

です。ビアガーデンで

は地元の割
かっぽう

烹料理屋さんの美味し

いお弁当を食べながら、舞
まいこ

妓さん、

そして芸
げいこ

妓さんがテーブルを廻
まわ

って

きて親しくお話ができたり、舞台で

舞を披露してくれたりするなど、お

座敷は敷居が高いなという人でも

京都の伝統を楽しめるようになって

います（写真3）。私も初めて行きま

したが、京都の夏を満喫したい人に

はお勧めできると感じました。予約

が必要ですが、夏の期間に京都に

訪れる予定があれば行ってみること

をお勧めします。

暑さとゲリラ豪雨の 
京都でOSC

　OSC京都の前日準備は、こちら

も学生さんや若手のみなさんが集

まってくれたので、手分けしてスムー

ズに進行。ただ、荷物の受け取りを

したあと、昼食を食べに行ったとこ

ろでゲリラ豪雨に遭遇。会場に戻る

ことができず、しばらく待っていま

したが、やむ気配がないのでしかた

なく土砂降りの中を会場までダッ

シュしてビショビショになる羽目に。

以前の開催でもゲリラ豪雨に見舞

われたことがありますし、この時期

は暑いうえに天候が激変してたいへ

んです。

　2日間の暑い中、今年もたくさん

の方が参加してくれました。以前ほ

どの来場はなくなりましたが、参加

されているみなさんを見ていると、

楽しそうにセミナーや展示を興味を

持って見てくれているので、今後も

継続していけそうです。｢

◀写真3
宮川町のビアガーデンにて。
宮川町の芸妓さん、舞妓さ
ん4人が踊りなどを披露し
てくれます

京都タワービアガーデンで懇親会！R e p o r t

　OSC京都の懇親会は、これまでは会場の京都リ
サーチパーク（KRP）で立食形式で行っていましたが、
今回から京都駅前の京都タワー屋上にあるビア 
ガーデンでの開催です。全部で125名もの参加者

日が暮れた後とはいえ、真夏の猛暑の中のビア 
パーティですので、ビールがはかどります。さら
に終了後は地下のイートインで地ビールを味わう
など、最高の懇親会でした（写真B）。

 ▼写真A　OSC京都の懇親会
会場は京都タワー。真上に
タワーがそびえ立っています

 ▼写真B　学生、若者の参加者が多い
ので、ノンアルコールドリンクのマシ
ンは大混雑です

を集めた大ビアパーティとな
りました。京都タワーは、下
に10階建ての建物があり、そ
の上に全高131メートルのタ
ワーがある二重構造になって
います（写真A）。ビアガーデ
ンは下の建物の屋上にありま
す。
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　8月24日にオープンデベロッパー

ズカンファレンス（ODC）を東京・

蒲田の日本工学院専門学校で開催

しました。いつものオープンソース

カンファレンス（OSC）とは異なり、

開発に特化したカンファレンスとい

うことで、今年も300人近い方が

参加してくれました。

　今年で3回目の開催となり、やっ

と夏の終わりの恒例イベントという

感じになってきました。過去2回は

土日2日間の開催で、日曜日はODC

の会場内でLL（Learn Language）

イベントも同時に行うというスタイ

ルでしたが、今回は土曜日だけの開

催となりました。懇親会もODCと

LLイベントの両者合同ということ

で、普段接点がない人たちとの交

流もあり、なかなかおもしろいイベ

ントになりました。

　といっても、私は相変わらず運営

側で忙しくしており、ほかのセミナー

などはゆっくりと見ていられないの

で、私自身が関わったセミナーにつ

いて紹介します。

DevOpsの 
実践経験を発表

　まず、「これから始めるDevOps

〜1年間DevOpsをやって分かった

こと〜」というタイトルで、私が単

独で発表しました。こちらは2018

年4月から関わったスクラム開発に

よるアプリケーション開発案件で、

私自身は開発全体のコンサルティン

グとして、さらに技術スタッフを

DevOpsのOps担当として配属し

た経験をもとにして得られた知見を

発表しました。

　詳細な資料はSlideShareにアッ

プしてある注1のでそちらを見てもら

うとして、かなりたくさんの方に興

味を持って聴講していただけたのが

印象的でした。とくに「DevOpsあ

るある」的なところをお話ししたと

きは、みなさんに頷
うなず

いていただけた

ので、まだまだDevOpsの領域は

開拓し甲
がい

斐があるのだなと、逆に私

が感じさせてもらえました。

恒例のラズパイオーディ
オLT大会

　続いて、これも毎回恒例になって

いますが、私が所属しているラズパ

イオーディオの会でLT大会を行い

ました。今回は私も含めて4名が発

表しました。

　トップバッターはChimoto氏。

Pi MusicBoxというあまり日本国内

では知られていないRaspberry Pi

用音楽ディストリビューションをハッ

クしたお話。世間的にはVolumioな

どを使う人が多いので、なかなか 

マニアックな選択です。その分、い

ろいろとたいへんなようですが、

Spotifyに手軽に接続できるという

注1） https://www.sl ideshare.net/
tmiyahar/devops-166504916

ことで、海外では人気があるよう 

です。

　2人目は鈴木康之氏。「yaMPC」

という音楽再生用コントローラを開

発されています。少し説明を加える

と、Raspberry Piで音楽を再生す

る際には、MPD（Music Player Dae 

mon）というデーモンを動作させま

す。デーモンですのでユーザーイン

ターフェースを持っておらず、さま

ざまなクライアントが用意されてい

ます。一般的なのはWebアプリケー

ションとして実装されたものを

Webブラウザから使う方法ですが、

yaMPCはiOS用アプリケーション

として実装されており、MPDと

TCP/IPで通信をして再生、停止な

どの制御を行います。昨年のODC

でも発表されており、正式版リリー

ス直前でしたが、現在はアルバムアー

トの取得やiPad版の開発など、1

年経って着々と進化しているという

お話でした。

　3 人 目 は Takazine 氏。同 氏 は

Raspberry Pi 用 の DAC（Digital to 

Analog Converter）であるSabre 

Berryシリーズの開発をされていま

すが、今回はRaspberry Pi Zero

を使って、腕時計型ビデオ再生デ

バイスを作成したお話です。こちら

はTakazine氏のブログ注2に詳細が

掲載されていますが、1.3インチ液

注2） http://nw-electric.way-nifty.com/
blog/2019/08/post-32f210.html

第45回 夏の終わりは開発者祭り
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと
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第45回　夏の終わりは開発者祭り

晶でMPlayerという動画プレーヤー

を動作させるというもの。腕時計型

に実用性があるかどうかは微妙で

すが、いろいろと応用が利きそうな

お話でした。

　続いて、つに氏の電流正帰還パ

ワーアンプについてのお話。スピー

カーの低音をアンプで制御してしま

うという不思議なアンプです。スピー

カーによって特性が違うので、微妙

なコントロールを自分でやる必要が

ありますが、低音大好きな人にはお

もしろいかもしれません。

　最後に私がVolumioの新しいβ

版UIがかなり良くなっているよ、

という報告をして終了となりました

（写真1）。

　その後、最後の締めとしてライト

ニングトーク大会があったあと、

LLイベントとの合同懇親会で今年

のODCは無事に終了しました（写

真2、写真3）。｢

 ▼写真2
　締めはLT大会。
　最後までたくさんの方が残ってくれました

 ▼写真3　濱田康貴氏による「コミュニケーションツー
ルとしてのゆで太郎活用TIPS」という謎のLT。開発
にはまったく関係なし

 ▼写真1　ラズパイオーディオの会のLT。なぜか満員です

蒲田といえばニーハオの羽根付き餃
ぎょうざ

子R e p o r t

　ODCの会場のある蒲田といえば、「ニーハオ」の
羽根付き餃子。というわけでODCの懇親会はニー
ハオ別館で餃子づくしの宴会となりました（写真A）。
羽根付き餃子（焼き）はもちろん、水餃子、小籠包
など、これでもかとばかりの点心責め。やっと食

べ終わった、と安心したところに、大盛りの炒飯
が振る舞われて食べきれませんでした。あまりに
もお腹いっぱいになってしまったので、例年のよ
うに日本酒立ち飲みで二次会、とかには行きませ
んでした（写真B）──よかった、前の日の準備の
あと、1人で行っておいて……。

◀写真B　リーズナブルな価格で
　日本酒が飲める「日本酒人」。
　今年は二次会として行けなかっ
　たので来年こそ

 ▼写真A　ニーハオで記念撮影。LLイベント
運営のみなさんとの交流も楽しめました
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　基本的にお酒はどんな種類でも

飲むのですが、その好みはなんとな

くローテーションしており、ここ最

近は日本酒をメインに飲んでいます。

そしてなんの偶然か、今回は西の

酒どころである島根、そして東の酒

どころ新潟でのオープンソースカン

ファレンス（OSC）開催となりました。

さらに広島でも美味しい牡
か

蠣
き

と日本

酒を堪能してきましたので、3県で

のイベントを合わせて紹介します。

もうすぐ10周年の 
OSC広島

　OSC広島は3連休の中日、9月

15日に開催されました。会場も毎

回お馴
なじ

染みのサテライトキャンパス

ひろしまです。今回から、ご厚意で

無料で貸していただけることになり

ました。OSCが継続的に開催でき

ているのも、このような支援を受け

てのことで、本当にありがたいです。

　今回も、企業やコミュニティが多

数出展してくれました。とくに広島

の場合、地元や中国地方で活動し

ている地域コミュニティの出展が元

気なのが特徴です。

　そして、今回も懇親会に学生さ

んが多く参加してくれたので、賑や

かな感じになりました。やはり、若

い人がいると盛り上がるな、と思う

のは歳を取ったせいでしょうか（写

真1）。

　OSC広島の開催も今回で9回目

で、かなり安定した感があります。

来年は10回目ですので、少し特別

なこともやってみたいですね。

OSC島根はもくもく会 
スタイルが新しい

　OSC島根は9月28日に開催。2

週間もあけず、また中国地方に舞い

戻りました。今回は米子鬼太郎空

港から入ってレンタカーで境
さかいみなと

港に向

かい、まずは美味しい海鮮丼を食し

ます。空港から車で15分ほどで行

けるのでお勧めです。さらに島根の

パワースポット、神
かもす

魂神
じんじゃ

社、八
や

重
え

垣
がき

神
じんじゃ

社を巡り、しんじ湖温泉で足湯に

浸かったあとに松江に入りました。

　前日準備ということで、配布物作

成やハンズオンセミナーの準備をし

たあと、必ず行く居酒屋「根っこ」へ。

私の大好きな島根の日本酒「王
おう

祿
ろく

」

が飲めるお店です。今回も飲み比

べセットから入り、人数も多かった

ので4合瓶でどんどん行きます。残

念だったのが「溪
けい

」のにごりがなかっ

たこと。発泡していて、癖になる味

なのです（写真2）。さらに2次会で

は、地元の地酒が豊富に揃
そろ

っている

バー「S-PARK」へ。今年も定番コー

スで島根を満喫しました。

　OSC当日ですが、今回は会場が

ユニークでした。大きなお部屋はセ

ミナーに使わず、展示と地元コミュ

ニティのもくもく会に使用します。

　松江市はRuby Cityを名乗ってい

るようにRuby関連の開発コミュニ

ティの活動が盛んですが、それ以

外にも開発コミュニティが多くあり、

それぞれテーブルに分かれてあれ

これ話をしたり、文字どおりもくも

くと開発したりと、普段のOSCと

はまた違う光景が見られました。こ

のスタイルも今後、ほかの地域の

OSCに取り入れていきたいですね。

　今回は実行委員会のメンバーに

かなり新しい人が入り、学生スタッ

フも多めだったためか、全体的にフ

第46回 西の島根、東の新潟で日本酒三昧
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1
前夜祭で焼き牡蠣に日本酒。
やはり広島の地酒が合いますね

 ▼写真2
にごりではない「溪」。ネットワーク
応用通信研究所の井上浩社長と

本PDFは『Software Design』に掲載された記事を再構成し、技術評論社の許諾を得て配布するものです。 
許諾を得ていない、無断での複製・転載・配布など著作権法に違反する使用は固く禁じます。 ©株式会社技術評論社 2021



10 - Software Design Dec.  2019 - 92
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レッシュな開催でした。島根県外で

現在仕事をしている人もOSC島根

を機会に戻ってきて参加していたり

と、地元に根付いたイベントになり

つつあると感じました（写真3）。

OSC新潟は地酒三昧
　OSC新潟は10月5日に開催。4

週間で3回連続のOSCはなかなか

のヘビーローテーションです。今回

も、地元の日本酒が美味しい居酒

屋での前夜祭からスタートです。な

んと地酒25種類が飲み放題で、さ

すがに全制覇は無理だろうと思って

いました。参加者8名で2合ずつ頼

んで、結局全種類を制覇？　ただ、

きちんとチェックしていたわけでは

ないので、本当に制覇したのかはや

や怪しいところがありますが。

　さて、当日は会場の新潟市中央

図書館のホールで、スタッフ、出展

者が一緒になって机並べからスター

トです。今回のOSC新潟は限りな

くアンカンファレンスに近いスタイ

ルで開催したため、事前準備もあま

りしていませんでした。とはいえ出

展者も慣れている人が多く、意外と

現場合わせでなんとかなるもので

すね。1人15分のプレゼンをみん

なで聞いたり、休憩時間には各ブー

スであれこれ情報交換したりと、小

規模開催ならではの和やかな雰囲

気は今年も健在でした。

　そして懇親会は新潟の地酒を持

ち込み、あれこれと飲み比べ（写真

4）。途中からラグビーワールドカッ

プの日本対サモア戦を観ながら盛

り上がったりと、楽しい時間を過ご

すことができました。｢

 ▼写真3
小規模開催はスタッフ、出展者、参加者の一体感が魅力です。
終了後にみんなで記念撮影

 ▼写真4
恒例の新潟の地酒たち。
それでも今回は飲みきれる程度の数に抑えてもらいました

倉敷でノンビリ美術鑑賞R e p o r t

　広島からの帰り道に、少しだけ岡山県倉
くら

敷
しき

市
し

を
初訪問。主な目的は大原美術館です。大原美術館は、
画家・児島虎次郎が集めた西洋絵画を展示した日
本初の西洋絵画中心の美術館です。エル・グレコ
やモネ、マティスなど、有名な西洋画家の作品が
鑑賞できます。とくにエル・グレコの『受胎告知』
は美術館を代表する作品です。専用の展示スペー
スがあり、すばらしい大作ですが、うれしいのは
東京での美術展に比べて人が少なくじっくりと鑑
賞できたことでした（写真A）。
　その後、最近いろいろと観ている民

みん

藝
げい

（民衆的工
芸）を集めた、日本で2番めの民藝館である倉敷民
藝館で焼き物などを観たりして、しばしの倉敷観
光を楽しんで帰りました（写真B）。

 ▼写真B
開館までの時間つぶしに
お堀を巡る舟に乗ってみ
ました。笠が似合い過ぎ？

 ▼写真A
大原美術館分館前の庭
に、私の好きなイサムノ
グチの作品がありました
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　オープンソースカンファレンス

（OSC）の開催はだいたい毎月1回

ぐらいですが、2019年の10月は

新潟、徳島と2回、さらに11月も

福岡、東京と2回で大忙しでした。

さらにその間にいろいろなイベント

が挟まるので、本当に休む暇もない

1ヵ月でした。どのような感じだっ

たか、ちょっとまとめてみましょう。

・	「OSC徳島」開催（10月19日）

・	 徳島から福岡に移動

・	 福岡から長崎県西
さいかいし

海市に移動

・	「SAIZENSEN」参加		
（10月23〜24日）

・	「長崎QDG」参加（10月25日）

・	 いったん帰京

・	「アグリハックデイ南島原」参加	
（11月3〜4日）

・	「OSC福岡」開催（11月9日）

　とてもではありませんが全部紹介

できないので、主だったところをレ

ポートしたいと思います。

徳島はAIが熱い!?
　10月19日のOSC徳島は、徳島

駅前にある四国大学交流プラザで開

催されました。四国大学の学生がた

くさん参加してくれるので、興味を

持ってもらえるようにとNVIDIAの

方をお招きして、AIに関する基調

講演をしていただくなど、普段の

OSCよりもアカデミックな雰囲気

となりました（写真1）。

　私は午前中、「経営層に学ぶ面接

教室」と題して、キャリアについて

語るセッションでお話ししました。

やはり学生から見て、IT業界のお

仕事は何をするのかわかりにくいの

だなと感じました。業界自体も変化

が早いので、エンジニアもスキルを

どんどん変化させていけないと置い

ていかれてしまいます。そのような

流れにこれから飛び込む若者はたい

へんだといつも思いますが、逆にや

り甲
がい

斐もある業界ですので、ぜひチャ

レンジしてもらいたいと思いました。

これからは地域が最前線！
　徳島から福岡に飛び、武

たけお

雄温
おんせん

泉

で疲れを癒しつつ噂の武雄市図書

館を視察したり、本土最西端の駅「た

びら平戸口駅」に到達して最東西南

北端の駅を完全制覇したりしながら、

長崎県西海市にたどり着きました。

　西海市にも「西海クリエイティブ

カンパニー」という地域商社があり、

私が取締役を務めている南島原市

の「株式会社ミナサポ」と共同で、こ

れからの地域のあり方を考えるイベ

ントを1泊2日で開催しました。

　長崎県内では次々と地域商社が

立ち上がり始めていて、単なる地域

の物産販売だけでなく、教育や環

境問題など地域課題を解決するた

めのさまざまな取り組みが進められ

ていることを実感できる2日間でし

た。多種多様な方が集まっていてテー

マも絞られていたので、今後一緒

に活動できそうな知り合いが増えた

のも収穫でした。異業種交流会に

なんとなく参加するのではなく、同

じ方向を向けるような集まりに参加

するのが重要ですね（写真2）。

　そのあと長崎市内に移動し、「4th 

長 崎 Software Quality and Devel 

opment Gathering」に 参 加。名 前

のとおり、ソフトウェア品質に関す

第47回 2019年秋のOSCは九州で大忙し
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

▶写真1
　徳島県のマスコット　
　キャラクター「すだち
　くん」とOSCスタッフ
　で記念撮影

 ▼写真2　西海市は巨大伊勢海老
が有名です。懇親会に出た伊勢
海老で大盛り上がりでした
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第47回　2019年秋のOSCは九州で大忙し

るイベントでした。私の中では「派

生開発」という考え方が新鮮でした。

また、組み込み系の開発と、Web

サービスなどの開発の違いを実感

するなど、今後の業務に役立ちそう

な知見が得られたので参加した甲

斐がありました。

農業高校生とスマート 
農業アイデアソン！

　いったん帰京したあと、また長崎

にとんぼ返りして、今度はスマート

農業を考えるアイデアソン「アグリ

ハックデイ南島原」に参加です。今回

は地元の島原農業高校から3年生が

7名参加してくれたので、普段に比

べて平均年齢がグッと下がりました。

　私のチームはみかん農家さんを

訪問していろいろな課題をお聞きし、

1人1つずつアイデアを形にするよ

うにしました（写真3）。やはり人手

不足が大きな課題ですので、降水

量を測定、摘果（実のつきをよくす

るために早い段階で実を減らす）や

収穫をロボットで行うなど、自動化

が重要なポイントになりそうでした。

また、私自身は耕作放棄地の問題

が大きいと感じたので、土壌が農地

転用可能か簡単に調べられるように

農地データベースとGPSを接続す

るスマホアプリを考えてみました。

　最後にほかのチームからもアイデ

アの発表がありましたが、高校生は

全員緊張しながらも発表し、とても

良い機会になったと引率の先生方に

言っていただけました。すぐに成果

は出ないかもしれませんが、今後も

継続的にアイデアソンには取り組ん

でいく予定です。

長かった九州出張も 
OSC福岡で締め！

　南島原市で小学校や高校でのプ

ログラミング教育について打ち合わ

せなどをこなしたあと、車で福岡に

向かいます。諫
いさはやし

早市まで一般道で1

時間、さらにそこから高速道路で2

時間かけて福岡に入ります（遠い！）。

今回の会場は九州産業大学、毎回

100人以上の学生が参加してくれ

て朝から賑
にぎ

わっていました。

　展示の中で目を引いたのが、九州

の学生が集まって勉強会を開いて

いるというKSA（Kyushu Student 

Association）の活動紹介。ネット

ワークやセキュリティなどの勉強会

を自主的に開催しており、いろいろ

な学校間での交流をしているとのこ

と。こういう活動はぜひ応援したく

なりますね（写真4）。

　こんな感じで、永い長い九州出

張も終わりを告げたのでした。｢

 ▼写真3　みかん農家さんを訪問。
農業高校で3年間学んできただ
けあって、質問も専門的です

 ▼写真4　KSAで活動している学
生2名（中央と右）。活動紹介プ
レゼンもしっかりと作られていま
した

龍馬も通った料亭「花月」に行ってきましたR e p o r t

　長崎出張の合間をぬって、坂本龍馬も通ったという長崎市内の料亭「花月」
に行ってきました（写真A）。伝統的な卓

しっぽく

袱料
りょうり

理が食べられるほか、建物の中
を見学させてもらえます。広間には坂本龍馬が酔っ払って刀で斬り付けた
床柱の傷（写真B）などもあり、歴史を感じられますね。料金はちょっとお高
いですが、龍馬ファンなら一度は訪れてみたい場所です。

 ▼写真B
龍馬の付けた刀傷。補修さ
れていますが、かなりえぐ
れた傷が3ヵ所もあります

▶写真A
　料亭「花月」の入り口。雰囲気
　がありますね。頼山陽や勝海
　舟も訪れたとのことです
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　この連載も48回目となり、開始

から4年が経ちました。あっという

間ですね。このまま100回連載を

目指したいと思いますので、今後と

もよろしくお願いします。

　今回は11月23日、24日に開催

されたオープンソースカンファレン

ス（OSC）東京の様子と、2019年の

ふり返り、そして2020年へ向けた

展望をお話ししたいと思います。

雨で来場者ダウン、でも
楽しい企画で盛り上がった

　のっけから天気の話ですが、筆

者は自他ともに認める晴れ男です。

毎回OSCを開催するたびに天気が

心配されても、最終的には雨が上

がり、当日には晴れ渡ることがほと

んどでした。しかし、今回のOSC

東京だけは違いました。朝から土砂

降りで、最寄り駅から会場までの間

の通路も屋根が付いていますが、

横から吹き込む雨で濡
ぬ

れてしまうほ

どの大雨。さすがの晴れ男パワーも

かないませんでした。

　OSCはエンジニアのみなさんが

参加しやすいように土曜日に開催し

ていますが、どちらかというとお祭

り的な要素がある分、天気が悪いと

「行くのは止めておくか〜」と来場者

数がガタンと落ちこんでしまう傾向

があるようです。今回はその影響を

大きく受けてしまいました。天気だ

けは運を天に任せるしかないのでし

かたないとはいえ、楽しい企画が盛

りだくさんだったので、ちょっと残

念でした。

書籍関連企画が目白押し
　今回は独自企画を複数用意しま

したが、私自身が企画に

関わったのが書籍関連で

す。まず、OSCに協力い

ただいている各出版社さ

んにお願いして、今読ん

でほしいOSS関連書籍を

5冊ずつ推薦、提供して

いただきました。最終的

に7社が参加してくれま

した。

　そして、これらの書籍

を並べるために、これま

では通路などに置いていた書籍コー

ナーのために1つの展示室を用意（写

真1)。そこに書籍販売ブースなども

同居して、書籍部屋となりました。

もちろん技術評論社ブース（写真2）

も設置し、『Software Design』や新

刊書籍の展示も行いました。

　写真1のように部屋中が書籍だら

けで、準備を手伝ってくれた学生ス

タッフいわく「この部屋に1日居ら

れる」という状態でした。来場者に

も好評だったようです。

　さらに、イチ押し書籍を5分間で

紹介する「ビブリオバトル」も開催し

第48回 ゆく年くる年、OSC放浪記はまだまだ続きます
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1
技術評論社の読んでほしい書籍。みなさんはもう読みましたか？

 ▼写真2
技術評論社ブース。次回2月のOSC東京春で
も出展予定とか？

 ▼写真3
ビブリオバトル発表者・司会者のみなさんと記
念写真。今後、OSCの定番イベントになりそ
うです
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第48回　ゆく年くる年、OSC放浪記はまだまだ続きます

ました。通常のLTと異なるのが、

最後に投票で一番読みたくなった

チャンピオン本を選ぶ点です。今回

は4名が登壇して合計4冊が紹介さ

れ、チャンピオンには『作って理解

するOS』注1が選ばれました。ぜひ、

手に取って読んでみてほしいですね

（写真3）。

　そのほか、今回は台湾で開催さ

れているオープンソースイベント

「COSCUP」注2の運営・コミュニティ

のメンバーが大挙して来日し、さま

ざまな話をしてくれたり、新しい出

展者（写真4）も増えたりと、それな

りに成果もある開催になりました。

　翌日の日曜日は天気も回復しまし

たが、日曜日に開くOSCは比較的 

人数が少ないため、ゆったりとした

時間が流れていました。こうして無

事に2日間の行程と、そして2019年

の全OSCが終えられました（写真5）。

2019年のふり返りと 
2020年の展望

　2019年の1年間をふり返ってみ

注1） 林高勲 著、川合秀実 監修、技術評
論社、2019年

注2） https://coscup.org/2019/

ると、年間来場者が約6,000名と、

ここ数年の来場者減の傾向も下げ止

まってきたように思います。一方で、

オープンソースが一般化して当たり

前のように感じられるようになった

ことで、新しい人、これまで関わっ

ていなかった人の興味を惹
ひ

く機会が

減ってしまったようにも感じます。

　OSCの使命は、OSSに関わる人

たちのコミュニケーションの活性化

にあり、そのためには適度な新陳代

謝が必要であると考えると、現状

学生さんや若手の人が参加してくれ

ているのは好ましい面はありますが、

まだまだ取り込み不足な面も否め

ません。コミュニティという特性上、

何かと内側に閉じこもり気味になる

のはしかたないとはいえ、新しい人

に入ってきてもらうための取り組み

は一層行っていかないといけないで

しょう。

　今後はOSC以外のイベントへの

支援メニューを提供するなど、活動

の幅を広げていく予定ですので、そ

れらの様子についても本連載で紹

介できればと思います。｢

 ▼写真4　
コニカミノルタ㈱の展示にあった
FPGAを使った画像認識。人体の
骨格を検出。開発環境がOSSで提
供されています

クラフトビールで「Bar root」開店R e p o r t

　OSC終了後の懇親会で、持ち込み可能な場合にはいろいろな
お酒を用意して「Bar root」というコーナーを作るのですが、今
回はキリンの子会社でクラフトビールを造っている「SPRING 
VALLEY BREWERY」のビールを100本用意してみました。柑

かんきつけい

橘系
の爽やかな味から、キャラメル風味の黒ビールまで7種類用意
してみましたが、やはり定番の味が一番口に合うようで、ほか
のビールより多めに用意して正解でした。黒ビールも同じく多
く用意したのにほぼ捌

さば

けてしまったので、みなさん、一通り飲
んでくれたのでしょうね。
　そして、本数が少ないながらも一番最初になくなったのは「on 
the cloud」というビールでした。やっぱり、みなさん名前に惹
かれたのかも？（写真A）

 ▼写真A
懇親会に飛び入りでVLCの開発者の方
が来てくださいました。一目見てわかり
ますね

◀写真5
イベント終了時に
スタッフで記念
撮影。明星大学
での開催はしば
らくお休みです
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　2020年になりました。2019年

11月のオープンソースカンファレン

ス（OSC）東京から1月下旬のOSC 

大阪までの間にOSCの開催がない

ので、2019年から2020年にかけ

て、久しぶりにゆったりとした時間

を過ごせました。でも、もう少し暇

になるかと思ったら、そうでもなかっ

たので、今回はOSCにあまり関係

ない話をつらつらと。

HKOSCONのメンバーが 
遊びに来てくれました

　2019年12月上旬、香港のOSC

であるHKOSCON注1のメンバーが

東京に遊びに来てくれたので、OSC 

のコアメンバー（？）で忘年会も兼ね

て集まりました。ここ最近、香港、

台湾（COSCUP注2）との交流が増え

てきていて、だいぶ顔見知りになっ

てきました。

注1） https://hkoscon.org/2019/

注2） https://coscup.org/2019/

　今回はHKOSCONボランティア

スタッフの大学生も一緒に来てくれ

て、活動についてあらためて紹介し

てくれました。その中でもおもしろ

かったのがマスコットキャラクター

「KOTTIS」の紹介で、きちんとデザ

イナーさんにデザインをお願いした

とか。今回は大きなぬいぐるみ、小

さいぬいぐるみ、ピンバッジなどを

持参してくれていました（写真1）。

　ちなみにOSCのマスコットはワ

ニなんですが、こういうグッズ展開

はしていないので、ぜひやってみた

いですね。どこに発注したらいいの

でしょうか？

沖縄オープンデイズに 
参加

　続いて、那覇で開催された沖縄

オープンデイズに参加しました。た

だ、今回はセミナーの企画もせず、

講師もしていないので、一般参加

者としての参加です。内容的には、

気になっていた5G＋水中ドローン

のお話を聞くことができたのが収穫

でしょうか。また、こういう遠方で

のイベント参加は、普段ゆっくりお

話しできない人たちと飲み会などで

情報交換できるのもうれしいところ。

今回もいくつか有意義な話ができた

ので、2020年の活動につながりそ

うです（写真2）。

　イベントが終わったあとは、少し

だけ休みを取って、沖縄でノンビリ

してきました。沖縄では毎回、オー

プンカーを借りてドライブするので

すが、今回は「ロードスターRF」を

レンタル（写真3）。電動タルガトッ

プ型ですので座席後方にもウインド

ウがあり、巻き込み風が少なめです。

また、最高気温26℃ととても暑かっ

たので、日差しが強過ぎてオープン

にしておけないぐらいでした。とく

にどこか観光しなきゃというところ

もないので、気ままにあっちに行っ

たり、こっちに行ったり、夜はビー

第49回 久しぶりに平穏な年末年始
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1
KOTTISのぬいぐるみ大小。
こういうのがあるといいですね

 ▼写真2
那覇のクラフトビールのお店で、OpenStack関係の人たちと飲み会です
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第49回　久しぶりに平穏な年末年始

ルや泡盛を堪能したり。たまにはこ

ういうリフレッシュも大事ですね。

コミケに初参加しました
　私自身が参加して活動しているコ

ミュニティ「ラズパイオーディオの

会」ではコミックマーケット（コミケ）

に合わせて同人誌を発行しているの

ですが、第5号の今回は全編私が書

いた原稿をベースに作成したことも

あり、売り子として参加してみまし

た（写真4）。

　実は人がたくさん集まったり、や

たらと並ばされたりするのは好きで

はないので、コミケに参加するのも

初めてだったりします。大晦日の朝

8時に現地集合して、設営、そして

販売開始。出店場所の周囲はIT系

の同人誌が多いので、見知った顔も

チラホラ。また、座っていると目の

前をOSCなどでよく見る顔が何人

も通っていきます。何人かは珍しがっ

て買ってくれましたが、多くの人は

前回も買ってくれた人か、事前の

Twitterなどでの宣伝を見て買いに

来てくれた人でした。お陰様で、新

刊120部、既刊の残部が50部と1

日で170部の売上。初参戦として

はまあまあの数が売れたのではない

でしょうか。自分で手売りするのも

楽しいですね。

　ちなみに本の内容ですが、前回

の第4号がマニアック過ぎたので今

回はラズパイオーディオ超入門な内

容にしました。一部の方からは簡単

過ぎるというお声もいただいたので、

次回のコミケでは応用編、というよ

りもまたマニアックな内容にする予

定です。おそらく次回も手売りして

いると思いますので、見かけたらぜ

ひ買ってやってください。｢

新国立競技場に行ってきましたR e p o r t

　2020年の元旦に、サッカー天皇杯の決勝を観に
新しくなった国立競技場に行ってきました（写真A）。
紆

うよきょくせつ

余曲折を経て完成しましたが、新しくなったも
ののデザインなどにあまり特別な感じはしません
でした。
　3階席最前列に座りましたが、以前に比べると高
い位置だけど前にせり出している感じがします（写
真B）。観客席に角度がついているので後方からで
も見やすいですが、急角度過ぎて上り下りが怖い
かも。また、席移動のための通路が極端に少なく、
席の前のスペースも狭いので、真ん中あたりの席
の人は出入りがかなりたいへんですね。オリンピ
ックもありますが、今後機会があれば行ってみて
はいかがですか？

◀写真A
全周屋根付きで、
冷たい風に当た
らないで済むよ
うになったのが
助かります

◀写真B
新しく買った望
遠レンズを初出
動。でも、トラッ
クがあるので遠
くてたいへんで
した

 ▼写真3
ロードスターRF。沖縄はスポーツカーのレンタルが
安いのでお勧めです

 ▼写真4
開店準備中。
本誌でもお馴

な

染
じ

みEject本と共同ブースです
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宮原徹の

　早いもので、気がついたらこの連

載も第50回です。全国で酒を飲ん

でいる様子をレポートするだけの記

事がまさか50回も続くとは、筆者

自身も思っていませんでした。そこ

で、最近の『Software Design』でど

んな記事が読まれているのかなど、

連載100回に向けた傾向と対策を

池本公平編集長に聞いてみました。

　実は第16回でも編集長との対談

を掲載したことがあるのですが、そ

のときはいきなり飲み始めてしまっ

たので、今回はSoftware Design

編集部の会議室でお話をお聞きし

ました。一問一答＋私のコメント、

という形式でレポートします。

2019年は機械学習が 
読まれた

──2019年をふり返ってみて、ど

うでしたか？

池本：ひと言で言えば機械学習で

すね。1月号の「機械学習と線形代

数入門」、3月号の「ITエンジニアの

ための機械学習と微分積分入門」な

ど。線形代数などはゆとり世代は高

校課程でやっていないので、重要

な内容だと思います。

宮原コメント：確かに、2019年は

機械学習に関する特集が多かった

印象を受けます。昨年夏に行った

弊社インターンでも機械学習を使

いたいという要望を受けたり、遅れ

ばせながら私も少し機械学習を触っ

てみようかな、とJetson Nanoを

購入してみたりしました。ただ、最

近では使える・使えないが明確になっ

てきたため、一時期ほど熱狂的なも

のは感じなくなってきました。今後、

より実践的な内容の記事が望まれ

るようになるのですかね。

──最近のエンジニアについて感じ

るところがあれば聞かせてください

池本：いい環境で学習しているかど

うかが重要ですね。あと基本が大事。

たとえばタマネギを炒
いた

めるのは西洋

料理の基本なわけですよ（このあと、

飴
あめいろ

色タマネギについてひとしきり教

えてもらいましたが省略）。とにかく、

わかったつもり、できているつもり

になるのは危険ですね。たとえば、

釘
くぎ

を打つには……（このあと、釘打

ちの基本を説明してもらいましたが

割愛）。

宮原コメント：前回の対談でも基礎・

基本の重要性を編集方針に挙げら

れていたので、3年経っても方針は

ぶれていないようですね。私も基本

が大事で、応用は基本の積み重ね

と思っているので、この考え方には

納得です。一見難しそうな話でも、

実は基本がわかっていれば、という

こともあります。逆に「この技術が

わからない」ということがあれば、

わかるためにはどんな基本的技術

を身に付ければいいのか考えるとい

いのではないでしょうか。今後の誌

面でも、そのような読み方をしても

らうといいですね。

　このあと、近所の居酒屋に移動し

て、さらにあれこれお話ししたので

した（写真1）。

2020年はOSC大阪で 
スタート

　2020年最初のオープンソースカ

ンファレンス（OSC）は大阪での開

催です。毎回恒例の大阪産業創造

館を会場に、1月24〜25日に開催

されました。24日は前日準備を行

いつつ一部屋だけのセミナー開催で

すが、今回もたくさんの方に熱心に

参加していただけました（写真2）。

第50回 連載50回を記念して編集長に聞いてみた＆OSC大阪
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1　編集長行きつけの居酒屋
のカウンターで IT業界談義。

　酒も肴
さかな

も美味かった ！

 ▼写真2　初日が終わり、前夜祭（？）。
出展関係者で集まって会場近くの
クラフトビールのお店をハシゴし
ました
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第50回　連載50回を記念して編集長に聞いてみた＆OSC大阪

　これも恒例になりつつありますが、

アイクラフト株式会社に海外イン

ターンに来られている方がLibre 

Office関係の発表をしてくれました。

今回はマダガスカルから来られた

Nirinarisantatra Randrianarivony

（ニリナリサンタトゥラ ランドリアナ

リヴニ）さんが発表（写真3）。Libre 

Office Onlineを大規模運用するた

めにHAProxyを活用する、という

なかなかの内容でした。

　翌日25日はセミナーが5トラッ

クと、今回もなかなかの充実ぶり。

さらに大阪の会場は展示スペース

が商用のイベントのために作られて

いるため、ほかの会場に比べてもゆっ

たりとしています（写真4）。でも、

あんまりゆったりとしていると、

OSCのようにセミナー参加が中心

のイベントではガラーンとした印象

になってしまうので、そこは痛し痒
かゆ

しのところがありますね。

　最後のライトニングトークは、次々

と飛び入り発表者が出てきて、なか

なかの盛り上がりぶりでした（写真5）

今後の開催でも飛び入り歓迎です

ので、ぜひ一ネタ作ったうえで参加

してもらえるとうれしいですね。も

ちろん、事前登壇申し込みも歓迎

です。｢

アウトドアにはまりつつありますR e p o r t

　『ゆるキャン△』をきっかけにアウトドアが流行
りつつありますが、私もそろそろアウトドアを始
めるか！という感じではまりつつあります。
　年明け早々に有志で三

みさきぐち

崎口にある「ソレイユの丘」
というオートキャンプ場でデイキャンプ。暖冬の
影響か日中は上着がいらないぐらい暖かく、ゆっ
たりと過ごすことができました（写真A）。

　そして1月末にはいつもの長崎県南島原市で焚
た

き
火キャンプ。夕方から始めて夜中まで延々と薪を
燃やしつつ、電気を全部消すと星空がとてもきれ
いで、こういうところでリモートワークもいいよ
な～と思わされました。今年はここでのキャンプ
を定期的に行うことになりそうです（写真B）。

▶写真B　南島原市
　のいつもの面子
　で焚き火キャンプ。
　池田勝久氏が作っ
　た素

そ う め ん

麺を温かくい
　ただきます

▶写真A　デイキャ
　ンプでお鍋を作っ
　てくれた、GMOイ
　ンターネット株式会
　社の郷古直仁氏

 ▼写真3　発表するSantatraさん。
　 年齢は35歳で IT業務経験が豊
富なだけに、しっかりとした発表
でした

 ▼写真4
　コミュニティ関係の展示スペース。ブース間での行き
　来もあるので、ワイワイガヤガヤな感じです

 ▼写真5
　最後の締めはライトニングトークで。中賢剛氏が司
　会を引き受けてくれました
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宮原徹の

　2月21日、22日に開催予定だっ

たオープンソースカンファレンス（O 

SC）東京ですが、新型コロナウイル

スの感染拡大防止のため、開催を

中止としました。開催1週間を切る

までギリギリの調整を進めていまし

たが、最終的には開催3日前に開催

中止の決断を下さざるを得ません

でした。

　今後のためと思い、開催中止後

に今回の対応の経緯などをまとめて

書き残しました。そのときの心境も

影響していると思いますので若干の

加筆修正はありますが、そのまま掲

載したいと思います。

OSC中止決定の理由
　開催まで1週間を切った2月17

日午前中の時点では、会場をご提

供いただく駒澤大学側からの中止

要請はありませんでした。また、

OSC事務局としても対策を徹底す

る形で、最小限での開催の方向で

調整を進めておりました。

　しかし、OSCを開催して感染が

広まるようなことがあれば問題に 

なると判断し、2月18日の午後、

OSC事務局として中止を決定しま

した。最終的な中止の決定は、事

務局責任者である宮原が単独で行

いました。判断にあたっては、協賛

企業からの出展キャンセルが増えて

いたこと、日本国内での感染状況（感

染経路が把握できない感染者が出

てきていること）などを勘案して、

中止の判断を行いました。

　とくに懸念したのが展示会場で、

顔を合わせたコミュニケーションを

重視しているOSCとしては、リス

クがないとは言い切れないと判断し

ました。

開催に向けて行ったこと

・	参加者に対する体調管理や来場

時の消毒などの徹底のお願い

・	マスク、消毒液の準備

・	懇親会のキャンセル（マスクなどで

飛
ひまつ

沫の防止が行えないため）

・	出展者からのキャンセル受付（協

賛キャンセル料なし）

金銭面での対応
　OSCはおもに企業からの協賛に

よって成り立っていますが、今回は

出展キャンセルのキャンセル料、お

よび開催中止にあたって協賛費用を

いただくことはしませんでした。年

間協賛の形で費用を前払いでいた

だいている場合には、返金ではなく、

今後の開催での協賛への振替とい

う対応を取らせていただきました。

　おもな理由としては、協賛してい

ただくにあたって開催中止について

の取り決めがなかったこと、個別対

応となった場合は企業によって取り

扱いが異なってしまう可能性がある

ことの2つがあり、それならば一律

に協賛金をいただかない方針としま

した。それ以外にも、各種配布物

や出展物の返送もすべて事務局側

の負担とさせていただきました。

　OSCは、比較的協賛の集まりや

すい東京などの大規模開催で協賛

金を多く集め、その収入を原資にそ

のほかの地域での開催の事務局運

営および会場費などのコストをまか

なうスタイルを採っています。その

ため、今回の開催中止は当然大きな

打撃ですが、一方で企画運営を㈱

びぎねっとで行っているため、この

ようなリスクもある程度は許容でき

ることが、その他のコミュニティイ

ベントの運営と異なる点です。

　今回のマイナス分については、今

後の開催でゆっくりと取り戻してい

第51回 新型コロナウイルスの影響でOSC開催中止
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

▶写真1
　OSCロスを癒

い や

すた
　め、2月23日に調
　布の河川敷でデイ
　キャンプ
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第51回　新型コロナウイルスの影響でOSC開催中止

ければと考えています（写真1）。

中止して感じたこと
　今回の開催中止はたいへん残念

でしたが、一方でいろいろな方から

励ましの言葉をいただき、OSCが

たくさんの方に支えられていること

があらためて感じられました。次の

東京での開催は今年10月を予定し

ていますが、現在の新型コロナウイ

ルスの影響が収まったころに、一度

みなさんで集まれる機会を作れれ

ばと考えています（写真2）。

　また、東京に出展予定だったみ

なさんには、ぜひ東京以外の開催

に出展していただければうれしく思

います。

オンライン化は 
しないのか？

　今回の中止とは関係なく、単発セ

ミナーの開催は検討を進めていまし

た。また、独自の動画配信も検討

をしていたので、その流れでセミナー

のオンライン化も視野に入れていま

す。

OSCについて 
再認識する機会に

　開催中止後に書いたまとめは以

上です。この連載も50回続きまし

たが、OSC開催がない回はあれど、

中止することは一度もなかったので

私自身も非常に残念に感じています。

　まとめの最後に触れましたが、セ

ミナーのオンライン化、動画などの

配信は以前から検討は進めていた

のですが、なかなか着手できていま

せんでした。一方で、今回の件で

オンラインセミナーの需要が大幅に

高まったこともあり、計画を早回し

で進めなければとも感じています（写

真3）。

　この連載も、動画配信で「リアル

放浪記」化の企画を検討しています 

ので、楽しみにしていてください。

｢

沖縄でラズパイオーディオハンズオンR e p o r t

　世間的に自粛ムードが漂う中、私が活動してい
るコミュニティであるラズパイオーディオの会で
沖縄合宿を行ってきました。目的は発行している
同人誌の原稿を書くことと、ハンズオンの開催で
す（写真A）。
　合宿会場として民泊のお部屋を借りて泊まり込み、
2月23日の日中にハンズオンを開催しました。今
回は琉球大学の大学院生と、私の知人が小学3年生

のお子さんを連れて参加してくれました（写真B）。
　あまり事前準備なくスタートして、30分ぐらい
で終わるかと思いきや、曲の再生時にエラーが多
発してトラブルシューティング大会でした。トラ
ブルの切り分け作業をあれこれやった結果、どう
やらRaspberry Pi 4に対する給電が足りず、USB
バスパワーで動作していたオーディオインターフェー
スが電力不足で動作しないという結論に。バタバ
タしたおかげで同人誌の原稿を沖縄合宿中に終わ
らせられませんでしたが、最後は大満足で終了でき、
有意義な合宿でした。

▶写真B
　過去最少年齢の参
　加となる小学3年　
　生。持ってきてくれ
　た音楽データは『パ
　プリカ』でした

 ▼写真2
　早く収まるよう、コロナビールを
　買ってアルコール消毒しています

 ▼写真A
　沖縄といえばお馴

な

染
じ

み泡盛倉庫。
　アルコール消毒に励みます

 ▼写真3
　基本的に在宅勤務に切り替えた
　ので、aiboの「なな」さんが仕事
　を邪魔しに来ます
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　オープンソースカンファレンス

（OSC）東京春に続き、3月28日に

開催を予定していたOSunC（Open 

Source UN-Conference）川 越、4

月11日に予定していたOSC浜名湖

も開催を中止せざるを得なくなって

しまいました。カンファレンスの性

質上、どうしてもセミナーでは密
閉した空間に多人数が集まったり、
展示会場などでは密接した距離で
の対話が発生したりするため、感

染防止の観点から開催は難しいとい

う判断になりました。

　一方で、オンラインによるセミナー

やビデオ会議などが広まってきてい

る状況をふまえ、いったん中止となっ

たOSunC川越をオンラインで開催

してみました。

オンライン開催を 
前日決定

　OSunC川越はアンカンファレン

ス形式のため、発表予定者は事前、

または当日に発表予定者シートに記

入してもらうようにしています。通

常のOSCが基本的に開催1ヵ月前

までに事務局に発表の申し込みをし

ておく必要があるのに比べると、

OSunCは大きく異なります。

　また参加者は飲食しながら発表

を聴ける、というのも異なる点でしょ

う。今回の開催も、前日の3月27

日夕方に急きょ決定というかなりバ

タバタしていた状況でしたが、それ

でも比較的スムーズに開催できまし

た。もともと首都圏には外出自
じしゅく

粛要

請が出ていましたから、急に開催を

決められても参加できない、という

意見は聞かれませんでした（写真1）。

　開催告知については、connpass

にイベントを作成し、もともとのリ

アルイベント参加予定者への一斉

メール通知や、Facebook、Twitter

での告知を行うことで、参加してく

れそうな人たちにはおおむね開催を

通知できたと思います。

Zoomミーティングで 
アンカンファレンス

　今回のオンライン開催のツールは

Zoomを利用しました。参加者は

100名までしか接続できませんが、

規模感として多くて50名程度が見

込まれていたので、とくに問題なし

と判断しました。100名以上参加

するような大規模な場合には、発

表者はZoomで、その動画をYou 

Tube Liveから再配信というテク

ニックも使えますが、こちらは今後

の大規模開催の際に挑戦してみよ

うと思います。Zoomは無料版だと

40分までしか使えない制限があり

ますが、ちょうど業務でプロ版のラ

イセンスを利用していたので、こち

らを使用できました。

　スケジュールは12時に開場して、

本番スタートの13時までを事前リ

ハーサルの時間としました。ミーティ

ングへの接続確認、音声や映像の

送受信テストを行い、発表者はプレ

ゼンやデモの画面共有が行えるか

をテストする時間に充てました。

　とくに画面共有についてはセキュ

リティの設定も関係しますので、い

きなりやろうとするとうまくいかな

い場合もあり、事前リハーサルの時

間をゆっくりと取っておく必要があ

るかと思います。この際にミーティ

ング設定も一部見なおす必要があ

りますが、その際にホストだった私

がミーティング全体を一度終了して

しまい、接続していた数名が全員切

断されてしまうというハプニングも

ありました（てへぺろ）。

思った以上に 
うまくいきました

　さて、13時になって開始、と思

いましたが、乾杯役がなかなかオン

第52回 OSunC川越でオンライン開催に挑戦してみましたOSunC川越でオンライン開催に挑戦してみました
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

 ▼写真1
　私もずっと在宅勤務ですが、気
　晴らしに部屋キャンプしたりして
　います
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第52回　OSunC川越でオンライン開催に挑戦してみました

ラインになりません。少し遅れてオ

ンラインになりましたが、仕事が忙

しくてどうにもならない、というこ

とですので、乾杯のあいさつだけし

てもらって、そのあとの進行は私の

ほうで引き継ぎました。

　発表希望者にはGoogle Docsの

シートに名前やタイトルなどを記入

しておいてもらったので、だいたい

その順番で進行。私もラズパイオー

ディオのネタで話をさせてもらいま

した。発表者がそれほど多くなかっ

たので、発表時間はだいたい5分〜

10分でした。そのあと質疑応答を

行い、1時間に3名ほど発表したら

少し休憩、雑談という感じでの進行

となりました（写真2）。といっても、

とくにオンラインだからこのスケ

ジュールというわけではなく、リア

ルにアンカンファレンスを開催する

のもだいたい同じような感じですの

で、それをオンラインに載せ替えた

だけですね。

　注意点としては、会場の様子が

見えていないので司会進行役が積

極的に声がけをしていくこと、発表

や質問も司会がテンポ良く指名して

いくことなどでしょうか。また、雑

談のための休憩も気持ち長めに取っ

たほうがいいように思いました。

今後もオンラインイベン
トを開催していきます

　思った以上にうまくいったので、

4月24日、25日に、中止になって

しまったOSC東京春で発表予定だっ

た講師のみなさんにお声がけして、

「OSC 2020 Online/Spring」を 開

催することを急きょ決定しまし

た注1。開催まで2週間しかないタイ

ミングでの決断ですが、こんな状

況だからこそやれることをやろう、

という想いでの開催です。｢

注1） https://event.ospn.jp/osc2020-
online-spring

R e p o r t

オープンソース放浪記オンラインを開催しましたオープンソース放浪記オンラインを開催しました

　OSunC川越のオンライン開催に加えて、以前か
ら温めていた企画である「オープンソース放浪記オ
ンライン」も開催してみました。『Software Design』
2020年4月号の記事を執筆された方をお招きして、
執筆時のエピソードや裏話、参加者のみなさんと
の質疑応答などを行いました（写真A）。今回は第2
特集の志茂吉建さん、「Visual Studio Code快適生活」
の職業「戸倉彩」さん、「シェル芸人からの挑戦状」

の上田隆一さん、「Monthly News from jus」の法林
浩之さん、「MySQL GISへの招待」の坂井恵さん、
2019年 10月号「Eject コマンド工作」のあっきぃさ
んがトークに参加してくださり、楽しい時間を過
ごすことができました（写真B）。
　今後も、各号発売後のどこかで開催していく予
定ですので、興味のある方はconnpass上のグルー
プ注Aからご参加ください。

 ▼写真B
　参加者みんなで記念撮影。40名以上の方が参加
　してくれました

 ▼写真2
　オンライン開催の様子。
　発表者のデスクトップを共有して
　デモもできます

 ▼写真A
　本誌を手元に参
　加してもらいまし
　た。買いにいけ
　ない人も電子版
　で簡単に買えま
　す

注A） https://hourouki.connpass.com/
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宮原徹の

　前回はOSunC（オープンソースア

ンカンファレンス）川越オンラインの

開催をお伝えしましたが、4月24日、

25日の2日間、今度は3トラック

同時並行でオンラインセミナーを行

う、OSC2020 Online/Spring（オー

プンソースカンファレンスオンライ

ン）を開催しました。各セミナーと

も100人以上、2日間で延べ800

人が参加してくれる大きなオンライ

ンイベントになりました。どのよう

に運営を行ったのか報告します。

2週間で開催に 
こぎつけました

　4月7日に緊急事態宣言が発令さ

れ、今後生活が変わりそうだと感じ

たので、4月10日に急きょOSCオ

ンラインの開催を決定しました。

GWに入る前に開催しておきたかっ

たので、準備期間が2週間しかあり

ません。大急ぎで2月のOSC東京

春で講演予定だった企業・団体・コ

ミュニティにお声掛けしたところ、

およそ半分ぐらいの講師の方に快諾

いただけました（図1、2）。

　同時並行で、Zoomを使ったセミ

ナー開催の詳細な設定や、手順の

検証を行いました。とくにセキュリ

ティの問題が多発していたので、参

加のしやすさとセキュリティのバラ

ンスを取る設定を決めるのに時間

がかかりました。しかし、この過程

でZoomの使い方に詳しくなれたの

で、結果的に安心して運営に取り組

めました。

　検証結果を基にオペレーションを

検討して、参加者、講師、スタッフ

の3種類に分けて手引きを作成しま

した。詳細な操作手順まで書くのは

時間的に難しかったですが、注意点

をまとめることでいろいろな方に好

評をいただけたのは良かったですね。

リハーサルはとても重要
　開催前日は終日リハーサルの時間

に充てました。リハーサルといって

もZoomの使い方の確認ですので、

慣れている方なら5分もかからず終

わるのですが、使用しているマシン

やネットワークなどによっては画面

共有がうまくいかない、音声が途切

れるなどの問題が出るので事前確

認は重要です。

　画面共有は手元では相手にきち

んと見えているかわかりませんし、

音声もどのように聞こえているのか

わからないので、リハーサルで確認

して不安を取り除いておく必要があ

ります。リアルなセミナーならどう

ということのない作業も、慣れてい

ないオンラインだと確認が重要だな

と痛感しました。

　講師全員に対してリハーサルでき

たわけではありませんが、事前に問

題と対策方法を把握できていたこと

で当日運営がかなり楽になりました。

それでも、思ってもいなかったトラ

ブルが当日は起きるものなのですけ

どね。

YouTube Live連携にも 
詳しくなりました

　急きょ開催を決めたにもかかわら

ず参加希望者の事前登録がグング

ンと伸びていき、400名を超えた

ところでこれはさすがに収容しきれ

ないなと感じ始めたので（Zoomミー

ティングは100名までが最大）、急

きょYouTube Liveとの連携を行う

ことにしました。

　昔から少しずつチャレンジしてい

たものの、いまひとつ使い勝手が良

くないなと感じていたのですが、今

第53回 OSCオンラインを3トラック同時並行で開催OSCオンラインを3トラック同時並行で開催
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

▶図1　
　ガンダム勉強
　会も開催しま
　した。モビル
　スーツのデー
　タを機械学習
　させるという
　本格的なお話
　です

本PDFは『Software Design』に掲載された記事を再構成し、技術評論社の許諾を得て配布するものです。 
許諾を得ていない、無断での複製・転載・配布など著作権法に違反する使用は固く禁じます。 ©株式会社技術評論社 2021



12 - Software Design Jul.  2020 - 106

第53回　OSCオンラインを3トラック同時並行で開催

回は必要に迫られて2日間、じっく

りと検証してみました。結果、思っ

たよりもスムーズにZoomと連携さ

せることができました。

　実際のところ、当日はZoomに入

るよりもYouTube Liveで観る人が

2倍から3倍いるという結果になり

ました。気楽に観られること、同時 

に複数のセミナーを流しておける

（ザッピングできる）あたりが良かっ

たようで、今後のリアル開催でも

YouTube Live連携は強力な武器に

なりそうです。

運営はたくさんの 
スタッフの連携で

　当日の運営には、たくさんの方が

スタッフとして参加してくれました。

事前にSlackにスタッフ、講師、関

係者の別なく参加しておいてもらっ

たおかげで、かなりの部分はSlack

でのやりとりで行うことができました。

　運営はおもにZoomのオペレー

ションを担当し、司会進行役を務め

るホストの音声が問題なく出ている

か、画面共有がうまくできているか、

チャットやTwitterなどで質問など

が出ていないかチェックするサポー

トスタッフが連携して進められまし

た。何かトラブルが起きた場合は

Slackでの報告、必要に応じてスタッ

フ用のZoomミーティングで音声通

話で相談して対応するという流れで

スムーズに対応できました(写真1）。

　発案から開催まであっという間の

2週間でしたが、たくさんの人の協

力で楽しいイベントにできました。

残念ながら緊急事態宣言が延長さ

れたことで、5月のOSC名古屋も

5月30日にオンライン開催となり

ました。オンラインのメリットもそ

れなりにありますので、前向きに取

り組んでいく予定です。｢

オンライン懇親会も楽しいオンライン懇親会も楽しいR e p o r t

　OSCといえば本番は懇親会というぐらい、懇親
会での交流に力を入れていますが、OSCオンライ
ンでもオンライン懇親会を開催しました（図A）。
　60名ほどが参加してくれましたが、まずは全員
で乾杯。その後、Zoomのブレイクアウトルームと
いう機能を使って6名程度に分かれてもらい、15
分間自己紹介などをしてもらいました。このセッ

ションを2回実施し、その後3部屋に分かれて雑談
タイム。こちらもきれいに20名ずつぐらいに分か
れました（図B）。
　オンライン飲み会に慣れている人も多かったせ
いか、全体的にスムーズに進めることができました。
そして帰りを気にしなくてもいいので、スタッフ
中心に午前3時半まで飲むことになるとは……。

 ▼図A　全員乾杯のシーン。
　　　　49名分表示できる設定にすると壮観です

 ▼図B　OSCの懇親会で私が開いているお酒メイン
　　　のコーナー「Bar root」をオンラインで実現

 ▼写真1
　1日目終了後の私のデスク。マシ
　ン2台、画面4枚を使って1トラッ
　クのホストと全体運営をサポート

▶図2
LT会の最後に、
『こ ん に ち は

Python』を出さ
れたすがやみつ
る先生にも登壇
いただきました。
2018年のOSC
京都以来の登壇
です
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宮原徹の

　前回のOSC（オープンソースカン

ファレンス） Online/Springに続き、

OSC Online/Nagoya も 5 月 30 日

に開催され、無事に終了しました。

前回よりも一部屋増えて4トラック

での開催となったほか、総合案内の

お部屋、企業やコミュニティのオン

ライン展示など、予備も含めると全

部で20部屋という大規模な開催と

なりました。参加者もZoomミー

ティングとYouTube Liveでの参加

合計が最大370名と、オフライン

で開催するのと同程度の人数が集

まり、一定の成果が上がったと言っ

てもよいのではないでしょうか。

　「オンラインだと地域性は関係な

いんじゃ？」と言われることも多い

のですが、まったくそんなことはあ

りません。オンライン開催でも地域

性を出すための工夫を紹介します。

名古屋飯 de 前夜祭
　まず、わかりやすいところから、

前夜祭や懇親会で各自が持ち寄る

食べ物、飲み物を、名古屋市や中

部地方のものにするという取り組み

をしました。食べ物はお取り寄せや

スーパーなどで売っているものを、

お酒は各種酒蔵などを紹介して用

意してもらいやすくしました。

　私はもちろんお酒ということで、

愛知、三重のお酒を購入して飲ん

でいました（写真1）。近所の行きつ

けの酒屋さんでたくさん中部地方の

お酒を扱ってくれていて、本当に良

かったです。

　ほかのみなさんも、手羽先やみ

そ煮込みうどん、伊勢うどんなど、

特色のある食べ物を用意していたよ

うで、お互いに見せ合ったりして楽

しい集まりとなりました。次の開催

は北海道ですが、より一層地元の

食べ物、飲み物で盛り上がれそう

です。

地域の人のつながりと 
コンテンツ

　もう1つがコンテンツです。オン

ラインになると、全国各地、場合に

よっては地球の裏側からでもネット

でつないでセミナー講師を務めるこ

とができます。これは大きなメリッ

トです。

　一方で、東京というよりも全国で

開催されているようなイベントに、

あえて手を上げて講師を務めるとい

うのはハードルが高い、という意見

はよく聞きます。これまでだと物理

的な距離があるため交通費などの

問題もありましたが、それ以上に心

理的なものが大きいのでしょう。

　これまでOSCを全国各地で開催

してきたのも、物心両面でのハード

ルを低くして情報発信をする人を

増やす、情報共有を促進するとい

う役割を果たすためでしたが、オン

ライン開催になったとしてもその役

割は変わりません。オンラインでも

地域性をうたうことで「講師を務め

てもいい」という安心感を与えるこ

とが大事だと思います。

　もちろん、参加する側も地元のイ

ベントという認識で気軽に参加して

くれますし、オンラインでも地域性

は出せるということを今後の開催で

も感じてもらえたらと思います（写

真2）。

オンラインセミナーの講師を
務めるにはマイクが大事

　2回の大型オンラインイベントの

開催でかなりいろいろなノウハウが

蓄積されてきて、オンラインイベン

ト運営班という集まりも結成された

わけですが、その中で痛感したこと

があります。それは講師を務めてく

れる人の音声が重要ということです。

　事後のアンケートでも、不満に感

じたことはほぼ音声の話で、あまり

にも音声品質が悪いと、セミナーの

聴講を止めたという意見もありま 

第54回 OSC Online/Nagoyaも無事終了OSC Online/Nagoyaも無事終了
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

	▼写真1　
　前夜祭、懇親会用にチョイスし
　たのは「るみ子の酒」。無

む

濾
ろ

過
か

純
　米で濃厚な味わいでした
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第54回　OSC Online/Nagoyaも無事終了

した。

　OSCオンラインでは事前のリハー

サルを最重要視しており、よほどの

ことがない限り全員リハーサルを

行って音質をチェックしています。

そうすると何人かは音質に問題あり

となるので改善をお願いしますが、

それでもどうにもならないことも多

く、運営としては悩ましい限りです。

　音声品質に影響するのは、ネット

ワークとマイクです。ネットワーク

については説明するまでもないと思

いますので、少しマイクのお話を。

オンライン会議が増えたおかげで、

急速にマイクの需要が増えたせいか、

USB接続のマイクやミキサーの在

庫が消えてなくなりました。そのた

め、PC内蔵のマイクを使う方が多

いのですが、これがけっこう曲者で

す。実はMacBook系の内蔵マイク

はなかなか優秀で、私も楽をした 

いときは使っています。一方で

Windows系のノートPCの内蔵マ

イクは音質が悪く、オンライン会議

では何とかなってもセミナーでは聴

いていられないような音質になりま

す。発言している側からは音質がわ

かりにくいため、このようなことが

起きがちです。

　外付けマイクを用意していただく

のが難しい場合には、スマートフォ

ンに付いてきたイヤホンマイクや、

音声だけスマートフォンを使っても

らうなどの方法をとっています。こ

れだけでも相当改善されるのですが、

今後オンライン会議の機会も増え

るでしょうから、がんばっていい感

じのマイクを調達してもらえたらな

あ、と思っています（写真3）。｢

ブルーインパルスを撮影してきましたブルーインパルスを撮影してきましたR e p o r t

　OSC Online/Nagoyaの前日、ブルーインパルスが都心を飛
行しました。公開された飛行プランを見ると自宅の近所の多摩
川上空をターンしていくことがわかったので、レンズの試し撮
りとばかりに背負って撮影に行ってきました注A。在宅勤務で
引きこもり状態でしたので、徒歩20分ほどの距離はいい運動
になりました（写真A）。
　飛行プランの地図はかなり粗いものでしたし、そこまで精密
に飛行しませんから、だいたいの見当を付けて河原に陣取りま
した。予想だと下流側を左から右に飛んだあと、ターンしてこ
ちらに向かって目の前を折り返していくはずです。都心のほう
で飛び始めたのを確認し、こちらに飛んでくるのを待ちます。
ほぼ予想どおりのコースを飛行してくれたので、目の前のベス
トポジションを飛んでいってくれました（写真B）。
　2周目は iPhone 11 Pro Maxの動画で撮ってみようと思い、
構えていたところ、こちらもバッチリ撮影成功。ただ、あとか
ら見てみると風の音が強くてちょっと残念。このあたりは場数
が必要ですね。

	▼写真A　待機位置から楽天クリムゾン
　　　　タワーがよく見えました

	▼写真B　ブルーインパルスが目の前を 
　　　　編隊飛行

◀写真2
　前夜祭で記念撮影。名
　古屋、中部地方の人が
　多いですが、台湾から
　接続して台湾のイベン
　ト「COSCUP」の紹介を
　日本語でしてくれた人
　もいました

	▼写真3　
　筆者が用意しているマイク。左
　が主力のBlue Yeti。右がAKG 
　Lyra。どちらもUSB接続コンデ
　ンサーマイクです

注A： 使ったカメラはEOS 5D mk3+EF300mm F2.8L IS III＋EXTENDER EF1.4×III。
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宮原徹の

　オンライン開催になって3回目の

OSC（オープンソースカンファレン

ス）オンライン北海道が6月27日に

開催されました。前回もオンライン

と地域性の関わりについて書きまし

たが、それを証明してくれるような

「北海道らしい」開催となりました。

北海道開催ですので、北海道在住・
出身のスタッフが中心になって企
画を行い、ZoomやYouTubeの運
営については全国各地から集まっ
たオンラインイベント運営班が担
当しました。

前夜祭は北海道の 
酒と肴で

　北海道の開催では毎回、前夜祭

が盛り上がります。オンラインになっ

ても前夜祭をやろうということで、

ZoomとYouTubeの配信を合わせ

てなんと100名近くもの人が参加

してくれました。

　北海道の食べ物と飲み物を用意

するというルールで、乾杯のビール

はやはりサッポロ黒ラベルが多く、

サッポロクラシックを用意している

人も（写真1）。食べ物はやはりスー

プカレーの人が多かったようです。

　私は食べ物にジンギスカンを用

意し、飲み物として追加でしそ焼酎

の「鍛
たん

高
たか

譚
たん

」と、牡
か

蠣
き

で有名な厚
あっ

岸
けし

の蒸留所で作ったウイスキーを用意

してみました（写真2）。ウイスキー

のほうは入手しにくく、お値段も高

めですので以前から躊
ちゅうちょ

躇していまし

たが、こんな機会だからと思い切っ

て購入。以前OSC北海道が終わっ

たあとに一度だけ行った厚岸を思い

出します（通過しただけですが）。行っ

たのは2015年6月で、この連載が

本誌2016年3月号からですから、

ずいぶんと昔のように感じますね。

　美味しくお酒を飲みながら、ライ

トニングトークを聞いて盛り上がり

ましたが、翌日が本番ということで

気持ち早めにお開きとしました。

北海道の学生・元学生の
トークがおもしろい

　北海道コミュニティの特長の1つ

が「学生部」という学生コミュニティ

が活発という点です。今回も学生

部の現役メンバーによるライトニン

グトーク、そして元学生部のOBが

学生の質問に答えるディスカッショ

ンが開催されました。

　現役学生は高校生から高専生、そ

して海外への留学生と幅広い面々が

それぞれ自分のこと、自分のやって

いることを話してくれました。これ

ぐらいの年代から人前で話す機会が

あるというのは大事ですね。そして

話してくれた人の中には、2年前に

行ったスカラーシップでOSCに参

加してくれた人がいることがわかり

ました。ちょうど2年前の連載第
31回にもしっかり登場しています

（写真3）。OSCはちゃんと若者育

成に貢献していますね。

　そしてOBとのディスカッション。

答える側はみなさん東京などで活

躍されているエンジニアですので、

やはり仕事の話がメインとなります

が、それでもこうやって北海道出身

というつながりが連綿と続いていく

のは、イベントを継続していくモチ

ベーションにつながりますね。あり

がたいことです。

第55回 オンラインでも北海道らしいOSCになりましたオンラインでも北海道らしいOSCになりました
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

	▼写真1　
　やっぱり、ということでサッポロ
　黒ラベル。蒸し暑いベランダで
　飲むとさらにうまい

	▼写真2　
　厚岸のウイスキー。青い瓶が特
　徴的で、RPGのアイテムっぽい。
　ピートが効いていないのが少し残
　念ですが、飲みやすい
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第55回　オンラインでも北海道らしいOSCになりました

　トークを見てみたい方は、OSPN 

YouTubeチャンネル注1で公開され

ている動画アーカイブから探してみ

てください。

新たにミーティング形式
を導入

　今回は新たにオンライン展示に

代わるミーティング形式を導入しま

注1） https://www.youtube.com/c/
OSPNjp

した。従来の会場であれば、行き

やすい場所に展示会場を設けて来

場者が立ち寄りやすい状況を作り出

せるのですが、オンラインの場合は

参加者がセミナー会場に入りっぱな

しですので、オンライン展示に来て

くれません。入るのが怖い、という

意見も聞きます。展示をする側も、

1日中誰も来ないのを待ち続けるこ

とになるので、改善しなければと考

えていました。

　今回導入したミーティング形式

では、次の3ステップを想定してい

ます。まず参加者への情報提供や

論点を整理するためのリードプレゼ

ン。そして質疑応答。話が盛り上がっ

てくればそこからフリーディスカッ

ションに移行します（写真4）。

　ただ、やはりなかなか質問が出な

いので、進行役が参加者に逆に質

問したり、最初から質問ができる人

を何人か用意したりするなどの呼び

水は必要かと思いますが、それで

も実際にやってみて手応えを感じる

ことができました。オンラインとい

う形態の特性を活かして、今後もこ

のような企画を継続的に開催してい

こうと思います。｢

おうちで石鍋亭おうちで石鍋亭R e p o r t

　前夜祭の話で触れたとおり、開催地に合わせて
食べ物や飲み物を用意するようにしました。今回
は北海道ですが、OSC北海道といえば前夜祭は石
鍋亭というお店で生ラムジンギスカンを食べるの
が恒例でした。石鍋亭はこの連載でも何度か出て
いますし、北海道で IT系のイベントがあるときに
はよく使われるので知っている人、行ったことが
ある人も多いかもしれません。今回はお店のご厚
意でジンギスカン用の肉を送っていただきました。

	▼写真B　お店と違って自分で切り分
　　　　けられるので、ぜいたくに
　　　　厚切りにしてみました

▶写真A　
　ベランダにアウトドア
　用のテーブルと椅子、
　ガスコンロに鉄板を
　乗せて、ジンギスカ
　ンの準備はバッチリ
　です

	▼写真3　
　連載第31回（本誌2018年9月号）
　で掲載した集合写真。この中の何
　人かが今回も参加してくれました

	▼写真4　
　『最短突破LinuCレベル1 合格教本［101試験 , 102試験対応］』注2の著
　者である河原木忠司さんとミーティング参加者の質問に回答しました

　屋内で焼くと脂がすごいので、ベランダにアウ
トドア用品をセッティングして、グランピングな
らぬベランピングです（写真A）。焼きながら前夜
祭に参加するのは大変ですので、1時間前から1人
で0次会。思ったよりジュージューと焼ける音が
大きくて隣の家に聞こえないか心配でしたが、ど
うやら大丈夫だったようです（写真B）。
　オンラインでも、お取り寄せでその地域の食を
味わう。今後も続けていこうと思います。

注2）　河原木 忠司 著、技術評論社、2019年。今号発売時点では LinuC Version10.0
に対応した改訂版が出版されています。
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宮原徹の

　7月25日にOSCオンライン新潟

を開催しました。以前の新潟での開

催は、小規模開催として広めの会

場にセミナーと展示ブースを同居さ

せ、セミナーも1枠15分としてい

ました。今回もそのスタイルを踏襲

してセミナーのみ、1枠15分で開

催しました。

　開催準備も、アンカンファレンス

のように当日に話題を決めるとまで

はいきませんが、セミナーで話した

い人はオンライン共有されているス

プレッドシートに名前やタイトルな

どを記入しておくだけのやり方とし

ました。大きな規模の開催となると

事務局と講師の方との間でのやりと

りにかなり手間がかかってしまいま

すから、このような自律的なスタイ

ルは準備のコストを大幅に下げるこ

とができて楽ですね。もし、何かオ

ンラインでイベントをやりたいと思

われるようでしたら、このスタイル

をお勧めします。

新潟の地酒をお取り寄せ
　新潟らしい開催を、ということで、

長岡市在住の実行委員の方が酒屋

さんと調整して、新潟の地酒お取り

寄せセットを準備してくれました（写

真1）。お酒2本で5,000円のセッ

トと、3本で1万円のセットの2種

類です。かなり悩みましたが、地元

にきちんとお金を落とすのも大事だ

よね、ということで1万円のセット

をチョイス。さらに特典として、枡
ます

にレーザーカッターを使ってマスコッ

トキャラクターのワニを焼き付けた

ものも作ってくれました（写真2）。

前夜祭として放浪記 
オンラインを開催

　せっかく美味しい日本酒もお取り

寄せできましたし、3本もあります

から当日の懇親会だけでは飲みきれ

ないな、ということで前夜祭を開催

しました（写真3）。これまでの前夜

祭はLT大会を開催していましたが、

今回は「オープンソース放浪記オン

ライン」を開催しました。本連載の
オンライン企画として『Software 

Design』最新号の記事を読みながら

あれこれ解説するという内容で毎月

開催を続けてきていますが、前回一

度お休みしてしまったので2020年

7月号と8月号の2冊を一気読み 

しました。もともと、この連載は

OSCの各開催の前夜祭で飲んでい

る様子をレポートすることが多かっ

たので、本来の姿に戻ったと言えな

くもないですね。

　前夜祭もZoomミーティングで

の開催ではありますが、20名以上

が参加してくれました。日本酒が美

味し過ぎて4合瓶を1本半ぐらい飲

んでしまいました。翌日の本番が

12時半スタートで本当に良かった

です。

オンラインの恩恵か、 
参加者が倍増

　さて、OSCオンライン新潟の当

日ですが、オンラインのため講師の

方もいろいろなところから参加して

もらえました。新潟や東京はもちろ

ん、会津からつないでくれた講師の

方もいらっしゃいました。本当は仙

台やそのほか東北・北陸地方の方

も顔を出してもらえたら良かったの

第56回 OSCオンライン新潟は日本酒とともにOSCオンライン新潟は日本酒とともに
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

	▼写真1　
　「呼

こ ゆ う

友」という、かなり珍しい新
　潟の地酒。少し温度を戻すとい
　い香りでした

	▼写真2　
　作成してもらったOSCオンライン
　新潟オリジナル升。これで日本
　酒を飲むと格別です
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第56回　OSCオンライン新潟は日本酒とともに

ですが、そのあたりは今後の課題

ですね。

　また、参加者も、昨年の新潟市

内での開催では50名ほどでしたが、

オンラインになったおかげで、最大

で120名ほど参加してもらうこと

ができました。

　オンラインイベントの恩恵は、大

都市圏から離れたところから参加で

きることが大きいように思います。

一方で、現地に足を運んで直接コミュ

ニケーションを取ることのメリット

も大きいので、今後リアル開催が可

能になったときに、うまくオンライ

ン参加とミックスさせていければと

思いました。

在宅勤務手当を 
出すことにしました

　新型コロナウイルスの蔓
まんえん

延がな

かなか収まらず、在宅勤務が長く

なりそうです。私の会社では技術

者もOSC事務局のスタッフも3月

から全員在宅勤務なのですが、現

状からの判断だと再来年ぐらいまで

は元のように出社してもらうのは無

理ではないかと感じました。そこで

通勤手当を出すのを取りやめて、一

律2万円の在宅勤務手当を支給する

ことにしました。会社としては、交

通費やオフィスで提供していた各種

福利厚生の支出がなくなった面もあ

りますし、また各人が自宅で使用す

る通信費や光熱費などをある程度

補填する必要があるという判断で

金額を決めました。

　こういった動きがあることが知ら

れることも大事だろうと思い、この

件をTwitterやブログで書いたとこ

ろ、かなりの反響がありました。今

後、同じような会社が増えてくると

いいですね。｢

ふるさと納税で酒器を集めるふるさと納税で酒器を集めるR e p o r t

　ふるさと納税では、全国のさまざまなものを返
礼品としていただくことができますが、私は酒器
をもらうようにしています。オンライン飲み会が
増えたことで家で飲む機会が激増したので、最近
入手した酒器を紹介します。写真Aは金属製のタ
ンブラーなのですが、内側が丸くくり抜かれており、
かつその表面がザラザラしています。そのため、
ウイスキーなどを入れるとこのザラザラが影響し
て香りが立ち、味も大きく変わってきます。実際、
前回（本誌2020年9月号）紹介した北海道・厚

あっけし

岸の

ウイスキーで試したところ、驚くほど味が変化し
ました。これは滋賀県栗

りっとう

東市にふるさと納税すると、
返礼品としてもらえるものです。ほかにも、鹿児
島県鹿児島市のふるさと納税でもらえる薩

さつま

摩切
きりこ

子
の盃

さかずき

（写真B）もよく使っています。こちらは以前
鹿児島市に訪問したときに悩んで購入しなかった
のですが、やっぱり欲しくなってふるさと納税で
いただきました。美しい酒器で飲むお酒はまた格
別です。オンライン飲み会を楽しむアイテムとして、
みなさんも入手してみては？

▶写真B　
　薩摩切子の盃。模様を
　楽しむならやはり日本
　酒か焼酎ですね

▶写真A
　滋賀県栗東市で作られ
　ているタンブラー。ウ
　イスキー以外でも美味
　しくなります

	▼写真3　前夜祭の様子。SD読書会も終わって、じっくりと新潟の
　　　   地酒をみんなで味わっています
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宮原徹の

　8 月 28 日 と 29 日 の 2 日 間 、

OSC2020 Online/Kyotoが開催さ

れました。OSC（オープンソースカ

ンファレンス）もオンラインになって

もう5回目ですので、運営もかなり

こなれてきました。 

　オンラインイベントの良いところ

は、スタッフもセミナーを聴くこと

ができることです。私自身、今まで

は全体の運営を行ったり、即座にト

ラブル対応を行ったりできるように

待機しなければならなかったのです

が、これまでの開催で経験をたくさ

ん積んだスタッフが増えてきて、私

もセミナーをゆっくりと聴けるよう

になりました。

　今回は聴講したセミナーのうち、

おもしろかったものをいくつか紹介

します。それぞれのセミナーについ

てはYouTubeのOSPNチャンネル

で動画が公開されており注1、資料

のダウンロードもできます。

レシート記述言語
「ReceiptLine」

　一般社団法人オープン・フードサー

ビス・システム・コンソーシアムが

OSSで開発した、レシート記述言

語「ReceiptLine」の紹介セミナーで

す。ReceiptLineは、私たちがお店

などで受け取るPOSレジが印刷す

るレシートを、Markdown形式で

記述して出力できるというものです。

バーコードやQRコードなども簡単

に出力でき、実際にプリンターを使っ

て出力デモが行われました。レシー

トのデザインツールがWebで公開

されている（図1）ので、実際に試し

て遊んでみるといいかもしれません。

業務システムではレシートのような

紙ものを出力することも多いので、

応用範囲も広そうです。

コニカミノルタの「画像
IoT/AI」とFPGA用OSS
コンパイラ「NNgen」

　昨年秋のOSC2019 Tokyo/Fall

では、ルームランナーを使ってラン

ニングフォームの画像解析AIのデモ

をしてくれましたコニカミノルタ㈱

さんですが、今回はさまざまな成果

を動画を交えて紹介していました。

　今回のトピックは、8月27日に

発表されたGROOVE X ㈱さんと 

の協業について（図2）。OSC2019 

Tokyo/Fallでのデモがきっかけで

2020年の春から協業が始まり、今

回のOSC京都オンラインで発表す

ることになったとのことです。動画

では「家族型ロボットLOVOT（ら

ぼっと）」と向き合って手を挙げると、

LOVOTも手を挙げるなど、画像認

識が行われている様子を見ること

ができました。
注1） https://www.youtube.com/c/

OSPNjp

第57回 久々にセミナーを満喫したOSC京都オンラ久々にセミナーを満喫したOSC京都オンラインイン
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

	▼図1　 左側にテキストで記述すると、 
右側にレシート印刷のイメージが表示される

	▼図2　協業についてのニュースリリース。 
　        LOVOT、見たことがある人も多いのでは？
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第57回　久々にセミナーを満喫したOSC京都オンライン

　今後、さまざまな機器に画像認

識AIが組み込まれていくと思われ

ますので、このような技術を活用す

る幅が広がりそうです。

今さら聞けない人のため
のK8s超入門

　これは私自身が講師を務めたセッ

ションです。これまでずっとGit超

入門がテーマでしたが、さすがに手

垢がついてきたので新しいネタを作

りました。内容的にはKubernetes

（K8s）に興味を持ちつつも触ったこ

とがない人向けに、実際に触りなが

らしくみを理解するという流れです

（図3）。これまでの超入門シリーズ

（Git やDockerなど、シリーズ化し

ています）と一緒ですね。

　本当は複数ノードで構成する手

順をしっかりと解説したかったので

すが、流石にハードルが高過ぎまし

た。結 局、VirtualBoxとMinikube

を組み合わせる一番簡単なやり方

から入ることにしましたが、ネット

ワークの説明までじっくりすると持

ち時間の45分をちょうど使い切り

ました。結果的にMinikubeを使う

ことにしてよかったかもしれません。

　動画、資料とも公開しているので、

K8sに興味がある人は参考にして

みてください。

BASICからオールマシン語まで、
オープンデータとIchigoJamで
創るプログラミング教育

　2日目に行われた招待講演です。

これまで京都での開催は「教育」や「学

び」をテーマに招待講演を行ってき

ましたが、今回は「IchigoJam」開 

発者の福野泰介氏に、IchigoJamや

IchigoDyhook（図 4）な ど を 中 心

に、子供向けプログラミング教育の

活動について紹介してもらいまし

た 。IchigoJamについては軽く知っ 

ていた程度でしたが、たとえば

IchigoDyhookの名前の由来がアラ

ン・ケイの「Dynabook」注2から来て

いるなど、おもしろい話が聞けまし

た。

　終了後、私の周りの聴講者がさっ

そくIchigoJamを購入したりしてい

ましたので、みなさんもぜひ試して

みてもらえればと思います。

どこからでも参加できる、あとか
らでも見られるオンラインの魅力

　OSCオンラインでは、動画配信

と同時に録画もしているので、あと

から見直したり、時間がないなら早

回しで見たりできます。遠隔地の方

にも見やすくなったなと思います。

今後はほかのコミュニティが開催す

るイベントのお手伝いなどもしてい

ければと考えています。｢

注2） https://ja.wikipedia.org/wiki/ダイ
ナブック

	▼図3　画面共有でデモを見せたりできます。コン
　　   テナ数を増やそうとしているところです

◀図4
IchigoDyhook、確
かにアラン・ケイの
Dynabookを彷

ほ う ふ つ

彿
とさせます。昔はハ
ンドヘルドコンピュー
タと呼んでいたカテ
ゴリです

京都といえば伏見の日本酒京都といえば伏見の日本酒R e p
o r t

　今回は京都開催ですので、伏見の日本酒を用意してみま
した。いつも京都ではいろいろな酒蔵のものを飲んだり、
伏見まで出かけて行ったりもするのですが、今回は現地に
は行けず近所の酒屋で仕入れてきました。今回は「澤屋ま
つもと」の「Kocon」と「守

し ゅ は り

破離 サウナ」にしてみました。名
前を見てわかるとおり、新しい感覚でおもしろい日本酒を
造っている酒蔵です。どちらも夏に飲むのにふさわしく、
サッパリとしていて飲みやすい飲み口でした。金曜日（1日
め）の夜は京都産業大学の学生のみなさんと簡単なセミ 
ナーやオンライン飲み会、土曜日（2日め）はOSC終了後の
懇親会と、8月の終わりを楽しく過ごすことができました。

	▼写真B　サウナ上
がりの男女が描か
れた守破離 サウナ

	▼写真A
　お洒落な見た目の
　Kocon
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宮原徹の

　新型コロナウイルスの影響で、

OSC（オープンソースカンファレン

ス）は今年4月からオンラインへと

開催形態を変更しました。最初は

手探りでしたが、半年間ほぼ毎月で

の開催を繰り返してかなり形として

まとまってきました。

　今回はオンラインイベントを開

催したい方への参考として、OSC

オンラインの裏側を紹介します。

オンラインイベントの開催は技術面、

運営面で難しいですが、運営スタッ

フや参加者が慣れていくことである

程度解消できる点もあると思います。

広島ならではの企画立案
　9月19日にOSC2020 Online/

Hiroshimaを開催しました。この開

催に向けて、7月31日に地元の実行

委員会のキックオフミーティングを

オンラインで開催しました。OSC

オンラインに参加したことがないメ

ンバーに、ツールに慣れてもらうと

いう目的もありました。

　キックオフミーティングで検討し

たのは「広島ならではの企画」。ここ

最近の開催で好評だった「学生LT」

と「中四国出身の社会人エンジニア 

が、学生の質問に答える」という企

画をやることになりました。また、

懇親会の企画として、OSC広島の

過去10年を振り返りました（写真1）。

オンライン会場の準備
　開催当日、スタッフは9時に集合

します。当日の最終確認後、オンラ

イン会場の準備に入ります。

　OSCオンラインはZoomミーティ

ングとYouTube Liveの配信を組み

合わせて開催しています。まずは

Zoomミーティングを開始して、動

作チェックを行います。Zoomはホ

スト権限を持っているユーザーが

ミーティングの大部分をコントロー

ルします。今回はセミナー会場が3

つありましたので、常時ホスト役が

3名必要ということになります。ま

ずはこのホスト役が、当日スタッフ

としての役割になります。

　通常はZoomのライセンスが割り

当てられているユーザー（オーナー）

がホストになりますが、事前に決め

ておいたホストキーを入力すること

で、ほかのユーザーがホスト権限を

取得することも可能です。また、ホ

ストはほかのユーザーに権限を譲る

こともできます。

　このようなユーザー権限について

は、システム運用などをやっている

人なら飲み込みが早いと思います。

逆に非エンジニアの一般ユーザーが

オンラインツールを使いこなすには

ハードルとなる部分かもしれません。

YouTube Liveの配信を
開始

　Zoomミーティングが開始できた

ら、YouTube Liveで配信を開始し

ます。しかしここで1つ問題が発 

生しました。これまではZoom の

ホスト権限があれば Zoom から

YouTube Live への連携ができた 

のですが、OSC2020 Onl ine/
Hiroshima開 催 直 前 に、Zoom の

オーナー以外は連携開始ができな

くなってしまいました。どうやらセ

キュリティ強化に伴う仕様変更が理

由のようです。事前テストで仕様変

更が判明していたので当日はスムー

ズに開始できましたが、もしこれが

第58回 OSCオンラインの裏側、お見せしますOSCオンラインの裏側、お見せします
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

	▼写真1　OSC広島の懇親会では恒例の厳島神社参拝。フライトシミュレータ
でバーチャル開催をしようと思ったら、15GBの大型パッチが降ってきました
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第58回　OSCオンラインの裏側、お見せします

当日判明していたらかなり焦ってい

たことでしょう。

　オンラインサービスではこのよう

な突然の仕様変更は日常茶飯事です。

仕様変更があったとしても基本は一

緒ですから、事前確認をしっかりと

行うこと、慌てずに変更点を確認し

てすばやく対処することが大切です。

こんなところでもエンジニアとして

のスキルが試されますね。

イベント開催中の 
スタッフの役割

　イベント開催中のスタッフの役割

は、おもに休憩時間に行う講師交

代の作業です。15分間の休憩時間

の間に、次の講師を共同ホストに設

定し、画面共有や音声のテストを行っ

ておき、時間になったらセミナーを

開始する。この一連の進行をホスト

役のスタッフが行います。ちなみに

セキュリティの関係上、画面共有は

Zoomの共同ホストに設定されてい

る参加者のみ行えます。

　また、ZoomからYouTube Live

への連携が正常に行われているか、

チャットで質問などが出ていないか

のチェックを行うサポート役も必要

ですので、1会場に最低2名のスタッ

フが必要になります（写真2）。セミ

ナー終了時に時間が余っていたり、

重要な質問が出ていたりしたら、参

加者の代わりに質問を伝えるのもス

タッフの大事な役目です。

　また、トラブルが発生した際に対

応するバックアップ役も含めると、

3会場で常時8名から10名ぐらい

のスタッフが運営に携わっています。

ただ、セミナーが始まればあとは観

ているだけですので、スタッフのシ

フトは聴講したいセミナーの会場 

に割り当てるように調整しています 

（写真3）。OSCではスタッフを随時

募集しているので、ぜひ気軽にご応

募ください。｢

◀写真3
セミナーを聴きながらで
も食事ができるので、
お昼ご飯は手軽なもの
を。ご当地カレーを用
意するのがマイブーム
です

運動不足に注意運動不足に注意R e p o r t

　今年2月末からの在宅勤務が半年以上続いたので、
OSC2020 Online/Hiroshima開催直前に激しい
腰痛に見舞われてしまいました。自転車で通勤す
るなどして心がけていたものの、やはり日常的な
運動不足が祟

たた

ったようです。腰痛持ち30年以上の
ベテラン（？）なのですが、脚までしびれがくる腰
痛は初めてです。
　ほとんど飲むことのない痛み止めの薬を服用し、

なんとか当日のイベント運営を乗り切ることがで
きましたが、せっかく用意していた広島の地酒は
飲めずじまい（写真A、写真B）。腰痛は10日ほど
でなんとか痛み止めを使わ
なくてもよくなりましたが、
運動不足はしっかり解消し
ないといけないですね（1回
だけ試してそっと箱にし 
まった『リングフィット アド
ベンチャー』、やらないとダ
メかな？）。
　さて、長きにわたって全
国を飲み歩いてきたこの連
載ですが、飲み歩くことが
できなくなったのもあって
第60回をもっていったんグ
ラスを置く予定です。残り2
回、お楽しみに。

	▼写真B
この時期はやっぱり
ひやおろし。後日開
催したふりかえりで
ちゃんと飲みました

	▼写真A　懇親会のために用意しておいた広島特産
　　　    レモンを使ったおつまみ。食べられず……

	▼写真2　毎回作成しているスタッフシフト表。 
　　　    今回は9名で協力して運営を行いました
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宮原徹の

　2020年10月23日と24日の2日

間、OSC（オープンソースカンファ

レンス）2020 Online/Fallを開催し

ました。例年であればOSC東京と

しての開催になるのですが、今年は

オンラインであるメリットを活用し

て東京、関東近郊だけでなく、その

ほかの地域にもお願いをして企画を

持ち込んでもらいました。

　まず筆者が参加したのは、OSC

北海道でいつも開催されている、カ

レーカンファレンスというランチ
セッション注1。参加者各人がカレー

（北海道にちなんだものでなくても

OK）を用意して食べるという企画で

す（写真1）。こういうスタイルのオ
ンラインイベントは、今後ランチ

タイムを楽しく過ごすためにあって

もよいのではないでしょうか。

四国の高専生が 
全国に向けて発信

　もう1つ参加したのが、Google 

Developer Group Shikoku（GDG

四国）の出張ライトニングトーク。

その中でも「女子高専生の日常」とい

うタイトルで、高専生のちかっしー

さんがAndroid Studioでスマホア

プリ開発をした際の経験を発表注2

していたのが印象的でした（図1）。

こうやって若手の人が積極的にどん

どん登壇してくれるとうれしいです

ね。また、オンラインですから四国

から出てこなくても全国各地のみな

さんに話が届けられるというのも大

きなメリットだと思います。

OSCオンライン会津で 
低レイヤを語り合う

　「もっと低レイヤの話がしたい、

OSC会津を復活させたい」という会

津大学の学生さんからの熱い要望

を受け、OSC2020 Online/Fallの
翌日にOSCオンライン会津と銘打っ

て半日間のLT大会が開かれました。

　低レイヤ縛りですので、通常の

OSCと異なりハードウェア関連の

発表が多く、雰囲気の違いを楽しめ

ました。個人的には『マリオカート 

ライブ ホームサーキット』を自動運

転させる発表（図2）がおもしろかっ

たので、電子工作をやりたくなりま

した。たまには畑違いの話を聞くの

も刺激になります。

　OSCはさまざまなテーマのアラ

カルト方式ですが、こうやって特定

分野に絞ったカンファレンスも今後

開催したいと思います（写真2）。

連載60回をふりかえる
　さて、次回が最終回ということで、

連載開始からの5年間を振り返って

みたいと思います。最後の最後で

振り返りだと、きっと誌面が足りま

せんからね。

　もともと、この連載がどうして始

まったのかは定かではありませんが、

全国で開催しているOSCの様子を

レポートしていこう、という企画と

してスタートしたと思います。開催

注2） https://www.youtube.com/watch? 
v=t6yvgRG9wrE&feature=youtu.
be&t=864

注1） h t tps : / /www.youtube .com/
watch?v=D3qPmUZUKQg

第59回 全国各地の企画が集まるOSCオンライン秋全国各地の企画が集まるOSCオンライン秋
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

	▼写真1　
各人が思い思いのカレーを食べます。OSC北海道の中
では若手中心の企画で、実は筆者はこれが初参加です

▼図1　ちかっしーさんの通う香川高専の紹介。実は高
　　　　松駅からかなり離れた場所にあるそうです
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第59回　全国各地の企画が集まるOSCオンライン秋

している地域はだいたい同じですの

で、2周、つまり2年間も続ければ

終わりだろうと思っていましたが、

なぜか打ち切られず5年間も続きま

した。そして、新型コロナウイルス

の影響で放浪できなくなり、そろそ

ろいったん終わりにしたほうがいい

かな、と感じていたところに終了の

提案があったので、キリよく5年間

（全60回）で終わりにできました。

　読者のみなさんに全国のコミュニ

ティ活動の様子を伝えるため、イベ

ントそのものより前夜祭や懇親会で

の飲みの様子が多かったように思い

ます。数え切れませんが、たくさん

の人の写真を誌面に掲載できたの

は成果だったと思います。とくに学

生さんは掲載されると喜んでもらえ

ることも多く、イベント参加とセッ

トで思い出になったのではないで

しょうか。

　現在のOSCはオンライン中心で

のコミュニティ活動が主ですが、そ

のような形式が成立するのも、これ

までさまざまな地域で行われてきた

勉強会などによる人のつながりが

あってこそだと思います。昨今の状

況を考えると、以前と同じようにた

くさんの人が集まれる状態に戻るの

には時間がかかりそうですが、その

ときは直接顔を合わせるとともに、

遠隔地の人が講演、聴講なども行

うようなハイブリッドなイベントの

スタイルが当たり前になっているの

ではないかと思います。

　そのような時期が来たら、また筆

者が全国を放浪している様子をみ

なさんにお届けできればと思ってい

ます。｢

▼写真2　
3日間連続でのOSCだったので、懇
親会の飲み物も少し多めです。飲み物
をあれこれ選ぶのもオンライン懇親会
の楽しみの1つです

運動不足解消のために自動車を購入運動不足解消のために自動車を購入R e p o r t

　2020年2月末から在宅勤務に移行し、た
まに電動アシスト自転車でオフィスに出社
することはあっても、仕事の忙しさもあっ
て引きこもり気味です。それが原因で腰痛
になったことは前回（本誌2020年12月号）
で触れましたが、そもそも外に出る機会を
増やそうと思い、自動車を購入しました。
　もともと2020年はアウトドアを始めよ
うと思っていて、以前から購入予定でした。
アウトドアで遊べて、サーバなどの機材を
運ぶときにも使えるようにと、ワゴンタイ
プの車をいろいろ検討した結果、スズキ ス
ペーシア ギアに落ち着きました（写真A）。
　追加できるオプションはできるだけ追加
しました。1つは全周囲モニターで、車庫
入れのときなどに便利です。もう 1つは
HUD（ヘッドアップディスプレイ）で、フロ

ントガラスに速度などを投影してくれます（写真B）。これ
がとくに優れもので、基本的に運転中は視点を動かす必
要がありません。そのほか安全技術もあれこれ投入され
ていますが、デュアルカメラで状況判断、安全運転をア
シストしてくれるとのこと。今後、ますます自動運転に
近づいていくのだろうと感じさせてくれますね。

	▼写真A　
車体のカラーは「アクティブ
イエロー ガンメタリック2トー
ンルーフ」にしました。ピカ
チュウっぽいです

	▼写真B
HUDはダッシュボードの
四角い凹みからフロントガ
ラスに投影されて、宙に
浮いているように見えます

▼図2　マリオカートを自動運転させる試み。Jetson nanoで制御して、
　　　　サーボモーターでコントローラーを直接操作するというしくみです
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宮原徹の

　みなさん、こんにちは。宮原徹です。

足かけ5年にわたって全国を放浪し

てきたこの連載も、とうとう最終回

です。放浪できなくなってしまった

ら終わるのは宿命ですが、最後くら

いはやっぱり放浪しないとダメかな

ということで、前回（本誌2021年1

月号）紹介した新車で京都と長崎に

行ってきました。そのあたりはコラ

ムで紹介するとして、最終回らしく

5年間を振り返ってみます。

思い出はやはり 
飲み会ばかり

　これまでオープンソースカンファ

レンス（OSC）を開催するために全

国津
つつうらうら

々浦々を放浪してきましたが、

やはり思い出に残っているのは飲み

会ばかりですね（写真1）。前入りか
らの前夜祭、OSCが終わってから

の懇親会、そして2次会。翌日はだ

いたい日曜日というのもあり、地元

の酒蔵などを巡ってその土地のお

酒を味わってきました。

　OSCには毎回たくさんの方が参

加してくれますが、残念ながらすべ

ての人が懇親会まで参加してくれる

わけではありません。もちろん家庭

の事情、お酒が飲めない、飲み会

の場が苦手、など理由はいろいろあ

るかと思いますが、やはり新しい人

と知り合えるのは懇親会の場という

ことが多いので、悩ましいところで

す。現在のようにオンラインでのや

りとりとなると、顔を合わせていて

もなかなか親しくなれないだけに、

フェイス・トゥ・フェイスの場が大

事だなと痛感します。早くみなさん

の出会いの場をプロデュースできる

ようになれればなと思います。

最多出演は坂井恵さん？
　この連載で紹介した飲み会にお

そらく最多で出演したのは、本誌で

MySQL関連の記事をよく執筆され

ている坂井恵さんでしょうか。初め

ての登場が第12回（本誌2017年2

月号）で、OSC福岡の前夜祭で中洲

の行きつけの屋台に行ったときです

（写真2）。一緒に写っているのは本

誌の風物詩である「Ejectコマンド工

作」を書いているあっきぃさんです

ね。どうも、本誌で執筆している人

が出演する傾向が強いようです。

　ほかにもたくさんの人が出演して

くれました。とくに学生さんを掲載・

紹介するととても喜んでもらえるの

で、復活の暁にはあらためて学生さ

んたちをどんどん掲載していければ

と思います。また、そのような学生

さんたちをOSCに引率してきてく

れる先生方には感謝しかありません。

先生方には開催のための会場の貸出

なども含め、多くの面でご協力いた

だきました。

　近々はOSCがオンライン開催に

なったため、なかなか学生さんにま

とめて参加してもらう機会もなく

なってしまいました。最初はなんと

なく来ていたような学生さんが帰り

際には楽しそうしているのを見ると、

いい気づきの場を提供できたとうれ

しく感じます。またそのような学生

さんたちに会いたいですね。

情報をアウトプットする 
側に回ること

　OSCは、たくさんの人を講師デ

ビューさせてきたと思います。最初

は5分間のライトニングトークから、

最終回 5年間の放浪を振り返る5年間の放浪を振り返る
宮原 徹（みやはら とおる）　 Twitter  @tmiyahar　株式会社びぎねっと

	▼写真1
連載第1回（本誌2017年2月号）
で紹介した、2009年の沖縄でのビー
チパーティー。こんなイベントもま
たやりたいですね

	▼写真2
坂井さん（右）、あっきぃさん（中央）と
飲みに行った中洲の屋台。これを
博多で書いてますが、また飲みに
行きたい！
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最終回　5年間の放浪を振り返る

いつの間にかブース展示をしたり、

45分間のセミナーをしたりと本格

的になっていくパターンもありまし

た。また、コミュニティ活動も「OSC

ドリブン」で、開催スケジュールに

合わせていろいろなアウトプットを

出してくれる人もたくさんいました。

いい機会だからと、全国でのOSC

開催を一緒に行脚してくれる人もい

ました。そういう人たちとは毎度毎

度、前夜祭で地元の飲み屋街に繰

り出したり、2次会、3次会と飲み

歩いたり、ホテルのロビーで延々と

飲んでいたりしました。この連載も、

私1人の放浪記ではなく、そういっ

たみなさんと一緒にさすらった放浪

記かもしれませんね（写真3）。

コミュニティの果たす役
割をあらためて振り返る

　コロナ禍によりさまざまなものが

一気に変わりましたが、企業として

できることには自ずと限界もあった

りします。私自身も会社を経営し
ているので痛感しますが、それで
も自分の会社は小さいのでかなり思

い切った手が打てています。しかし、

大きい企業になるほど形式的な平等

や、体のよいコストカットを理由に

してリストラまがいの施策が行われ

ることも少なくありません。こんな

ときだからこそ、損得をあまり考え

ず、本質的な部分に取り組めるコミュ

ニティの重要性を感じます。実際、

OSCがオンラインに移行したあと

も、運営を縁の下の力持ちとして支

えてくれているのはこれまでの開催

で培ってきた「OSCコミュニティ」

です。OSCに限らず、さまざまな

コミュニティがそのような役割を果

たしているのではないでしょうか。

　コミュニティは互助組織と言われ

ますが、このような状況のときこそ、

その真価が問われるのではないか

と思います。ただ、あまり活発に動

けていないコミュニティの様子を見

ていると、「誰かの許可を得ないと

動けない」と思っているような面が

あるように感じます。怒られないよ

うに許可を得てから動くのではなく、

自分が「これが良い」と思ったらまず

動いてみて、あとから修正していく。

そんなコミュニティらしい活動の進

め方が、今後の社会を支えていくの

ではないでしょうか。

　今は我慢の時期ですが、また全

国を放浪してそんなコミュニティの

みなさんと美酒を酌み交わせること

を楽しみにしています（写真4）。

　「俺たちの放浪は始まったばかり

だ！」宮原先生の次回作にご期待く

ださい。｢

連載の最後にリアル放浪してきました連載の最後にリアル放浪してきましたR e p o r t

　連載最後はやっぱり放浪だろうということで、新
車で長崎県南島原市まで行ってきました注1。1日め
は半日を移動に費やし、京都に宿泊。飲みに繰り出
すこともできませんから、鴨川近くで車中泊できる
「RVパーク 京都南 鴨川RVサイト」にお邪魔してき
ました（写真A）。私以外誰もいない貸し切り状態です。
車のシートをフラットにして、そこにエアマットと
ウレタンマットを敷いて寝床を作り、ビールを飲み
ながら最終回の原稿を書きました（写真B）。

注1） 長崎行きのレポートは私の個人ブログで公開しています。
 https://tmiyahar.virtualtech.jp/entry/2020/12/18/ 

184309

	▼写真A
コインパーキングで
すが、トイレ、シャワー
などを完備していて、
車中泊完全対応です

	▼写真B
フラットにした車内で最後の
放浪記を執筆しました。朝
方冷え込みましたが、意外
と快適でした

	▼写真3
いくつになっても学びを教えてく 
れた、すがやみつる先生（写真は連
載第32回、本誌2018年10月号の
もの）。何度も登場してくれました

	▼写真4
第 46回（本誌 2019年 12月号）で
掲載した、倉敷で撮った写真。ま
たこんな様子をみなさんにお見せ
したいですね
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